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　　　パンドラの箱を開けたのは誰だれだ。


（日本科学会「峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうを追放する会」フォーラムより）









　　　プロローグ







　──ロシア領土内、シベリア北部某ぼう所しよ、上空２００００フィート。




　雷鳴が轟とどろいた。

　稲光が網もう膜まくに焼きつき、視界は白い闇やみに覆おおわれた。

「くそっ、なんて天気だ」

　早期警戒管制機Ａ─５０アーピヂスヤートの機長であるグレマンは悪態をつく。コックピットの窓を雨が激しく叩たたき、強い風は絶えず飛行機を揺らしていた。

「気を抜くなよ。こいつはでっかいキノコを背負ってるんだ」

「は、はい」

　グレマンの指示に他三名のパイロットが緊きん張ちようした声で返事をする。

　早期警戒管制機の名が示すとおり、Ａ─５０はレーダーで敵機や友軍機を探知するのが目的だ。そのために機体の背中に巨大な円盤状のレーダーを積んでいる。空飛ぶ管制塔と言ってもいい。Ａ─５０はそれほど性能のいい早期警戒管制機ではないがロシアではまだ現役だった。

「くそっ、なんだってんだ。行きはこんな嵐あらしの兆候なんてなかったぞ」

　操そう縦じゆう桿かんが重い。少しでも気を抜けば、操縦不能になりかねない激しさだった。

「機長、目標地点には何があるのでしょうか？」

　隣となりに座っていた操縦士が尋ねた。

「さあな。上からの通達だ。とにかく目標地点まで行って観測してこいってことだ」

「私の記き憶おくでは、あのあたりは深い針葉樹林に包まれた山と谷しかないはずですが」

　いまＡ─５０が向かっているのはシベリアの北部。冬は氷点下30度を超えることが常で、夏でも10度を超えることは少ない。永久凍土を持つ亜寒帯気候が支配する場所だ。

　操縦士の疑問ももっともだ。誰だれもいない内陸の大地に敵機がいるはずもない。

「上の考えることは解わからん。たまたま近くを飛んでいたのが運のつきだと思うしかない。さっさと仕事を終わらせて帰ろう。そうだ、俺の人生の中で一番くだらない任務を教えてやろうか？　ＵＦＯの追跡だ」

「本当ですか」

「本当だとも。なんだったと思う？　ヨーロッパから流れてきた遊園地のバルーンだ。雲の中で、ばかでっかいネズミの顔にでくわしたときは肝を冷やした」

　コックピットに軽い笑いが起こる。

「機長、高度２２０００フィート。そろそろ雲の上に抜けます」

　シベリアの空に厚く立ち込める雲海は、重くＡ─５０にのしかかっていたが、それでもあと少しで雲を突き抜けて上空に出る。

　操縦士は計器類をチェックしながら、視界をさえぎっている分厚い雲を忌いま々いましげに睨にらみつけた。機体の反応は鈍い。おまけにずっと機体は揺れっぱなしだ。何度かエアポケットに捕まり、胃が縮まるような落下感に襲おそわれた。

「高度２３０００フィート」

　操縦士が高度を読み上げる。

「目標観測地点まであと二十分たらずだ。気を引き締しめていけ」

「高度２５０００フィート。雲が厚いですね。ここまで高い雪雲は初めてです」

　会話の最中も風は激しく機体が大きく揺れている。

「まるでハリケーンだな」

「でもこの地域ではハリケーンは発生しませんよ」

「解っている。レーダー士、準備はできているか？」

「はい。いつでもいけます」

「高度２７０００フィート。雲を抜けます」

　目の前の雲が突然晴れて広い雲海の上に出る。グレマンは長いパイロット生活の中でも、特にこの瞬しゆん間かんが好きだった。しかし眼前に広がったものは、彼が慣れ親しみ好んだ雲海とはあきらかに様子が違った。

「いったいどうしたんだ？」

　波のようにうねる雲海の上部は大きく乱れていた。流れも速い。抜けたはずなのに雲が連なる。さらに突然、機体をばらばらと叩たたく音が発生した。

「なんの音だ？」

　突然の物音にコックピットは騒そう然ぜんとなる。それは彼かれ等らがよく知っている音だった。しかし雲の上で起こるはずのない音だった。

「雹ひようです。空から雹が降っています」

　雲海はすでに突き抜け、ここは雲の上の遥はるか上空だ。雹が降るはずがなかった。しかしコックピットの窓に激突する粒はあきらかに雹であった。

「どうなってるんだ!?　雲の上で雹が降るなんて！」

「い、異常気象ですね？」

「そういうレベルの話じゃないだろ。雲の上で降るなんてありえない」

　更さらなる驚きよう愕がくが彼等に訪れる。

「あ、あ、あれはなんですか？」

　上空を気にして前方の注意を怠おこたっていたグレマンの耳に、操縦士の恐怖を含んだ声が届いた。

「どうした？」

　グレマンは前方を見て絶句する。

「なんだ、ありゃ？　竜巻か？」

　雲を突き抜けて巨大な竜巻が現れた。雲の上にいてなお見上げんばかりの高さを誇る巨大さであった。竜巻は周囲の雲を巻き込んでさらに天まで届いている。まさしく巨大な竜がとぐろを巻いているかのようだ。

「高いですね。まさか成層圏を突き抜けてるんじゃ……」

「馬ば鹿かなことを言うな。大気のないところでどうやって雲が発生するんだ？」

　操縦士の言葉を否定したグレマンだが、目の前の光景はそのように思わせるには充分なものだった。目の前の竜巻は目測だけでも高度５００００フィートは余裕で超えていて、雲が発生する常識的高さの範はん疇ちゆうに収まっていない。

「あの巻き上げられた雲が雹を降らしたんでしょうか？」

「かもしれないな」

　巻き上げられた雲は上空で大きく広がり漏ろう斗と状になっている。数分もしないうちに飛行機は雲の影に覆おおわれた。

「なんて光景だ……」

　飛行機の上と下が雲に覆われ前方には巨大竜巻がある。この世の光景とは思えなかった。幻想的と言えなくもない眺めだったが、バラバラと絶えず機体を叩たたく雹ひようの音は不安と恐怖しか与えない。しかしグレマンは軍人である己の責務を忘れなかった。

「ぎりぎりまで近づこう」

　あきらかに異常事態が起こっている。レーダーをはじめいくつもの計器類はでたらめな数値をはじきだしていた。眼前の現象に計器類を狂わす何かがあるのか、頼たよれるものは己が目だけであった。

　さきほどまで機内にあった軽い空気は一片も残っていない。

　風の流れに乗って右回りに慎しん重ちように竜巻に近づく。機体を叩く雹の音はますます激しくなる。

「くそっ、気流の乱れがひどいな」

「これ以上の接近は無理です。引き返しましょう」

「解わかった。離り脱だつするぞ」

　グレマンの判断は適切なはずであった。近づいたものの、まだ離脱範囲に充分収まる距離のはずであった。

　しかしそれはかなわなかった。竜巻はまるで意思があるかのように形を変えＡ─５０に向かって拡大してくる。

　巨大な奔ほん流りゆうに吞のみ込まれ制御を奪われたＡ─５０は、木の葉のように舞いながら墜おち、やがて地面に激突した。







　最初の兆候は些さ細さいなことだった。

　人工衛星の軌道を監視している北アメリカ航空宇宙防衛司令部、通称ＮノＯーＲラＡツＤドは自国が所持している人工衛星の一つが、予定されていた軌道から外れていることに気づいた。

　人工衛星は複雑な多体問題により、予測できない軌道の誤差が発生する。そのため定期的に軌道修正をしなければならないのだが、今回発生した軌道のずれは通常の域を超えていた。

　当初はデブリの衝しよう突とつと考えられていた。宇宙に散らばる無数のゴミだ。スプートニク打ち上げ成功以来何千回も打ち上げられたロケットのいくつもの残ざん骸がいが、秒速数キロメートルの速度で旋せん回かいしている。ＮＯＲＡＤは無計画に打ち上げられた宇宙計画の負債を担になう役目もあり、軌道上の10センチ以上のゴミ──デブリはほとんどを把は握あくしていたが、ネジほどの小さなサイズまでは目が行き届いていない。人工衛星の軌道が外れたのはそのような小さなデブリの衝突ではないかと考えられた。たとえネジ一本でも秒速数キロ以上の速度で激突すれば、人工衛星は深刻な被害を受ける。

　しかし軌道が外れるほどのデブリがぶつかったにしては、人工衛星の状態は軌道以外まったくの正常であった。

　さらに数時間で七機の人工衛星が軌道からずれた。所有国はアメリカだけにとどまらず、ロシアやフランスのものも含まれていた。そのうちの一機は、自身の補助エンジンであるバーニヤによる修正ではおいつかないほど軌道がずれ、後日、破は棄きの処分を下さなければならなくなったほどだ。

　事態を深刻と見たＮＯＲＡＤは総合指揮監督者であるアメリカ合衆国大統領とカナダ首相に連絡をする。

　解析の結果、軌道に異常が見られた空域はほぼ一箇所に絞り込まれた。ロシアのシベリア北部、ツンドラ地帯だ。そこは今年に入ってから異常気象が続き、六月だというのにいまだに雪解けの気配すら見せず、寒波と猛もう吹雪ふぶきでさながら真冬の厳しさを見せていた。

　スパイ衛星から問題となっている空域の写真が送られてくると事態は急変した。

「これは悪あく魔まの仕し業わざか」

　状況と写真を見せられた分析官アナリストの第一声はそのようなものであった。

　各国から説明を求められるロシアはしかし、ずっと沈ちん黙もくを守っていた。だがかつての世界最大社会主義国であるロシアが何かをたくらんでいるわけではなかった。じつは彼かれ等らも困惑していたのである。

　緊きん急きゆう事態にロシア政府は異常現象のそばを通過していたＡ─５０に探査を命じる。しかしいつまで待っても調査報告は届かないまま、Ａ─５０はシベリア上空で失しつ踪そうした。







　　　一章　旧ツァーリ研究局







　　　　　　　　１




　東洋人の少女はじっと空を見ていた。

　六月のシベリアに夜の闇やみは訪れない。どこか寂せき寥りようとした寒々しい灰色の空が広がるばかりだ。

　ロシアの基地に連行されてきたのは三人、怯おびえた若者とグリズリーのような大男、それに東洋人の少女だ。

　異質の者に慣れているはずの兵士達のあいだに、緩ゆるやかに蔓まん延えんしたのは得え体たいの知れない相手への恐れ、あるいは戸惑いだ。それを知ってか知らずか大勢の兵士の中心で、その元凶たる東洋人の少女は静かにたたずんでいた。

　兵士と捕らえられた少女という図式であっても、その様相はまったく逆だ。本来なら一いつ緒しよに連れてこられた若者や大男のように、怯える態度を見せるのは少女のほうであるはずだ。

　しかし事実は逆転している。銃器を持った兵士達が、何も持たずただ立っているだけの小柄な少女に気け圧おされていた。

　その気配に吞のみ込まれるように風は凪なぎ、マイナス20度の極ごつ寒かんの地は時間さえ凍り付いたようだ。

　少女──峰みね島しま由ゆ宇うはただ一度だけ周囲を見渡す。

　目の前に広がる建物群はシベリア軍管区にある基地の一つであり、ロシアの天才科学者イワン・イヴァノフが拠点とする場所。旧ツァーリ研究局跡地。岸きし田だ群ぐん平ぺい、八や代しろ一はじめ、マモンが消息を絶った場所を、由宇はなんの感情も映さない目で見つめていた。

　緯度の高いシベリアの極寒地とはいえ六月だというのに、深い雪に覆おおわれている光景は異常以外の何物でもなかった。

　シベリアにふさわしい凍りついたような沈ちん黙もく。それを打ち破ったのは脳天気な鼻歌だ。

「白鳥の湖？」

　三大バレエ曲の一つと呼ばれる場違いな曲が、軽やかなリズムにアレンジされている。

　しかし異常なのはそこではない。失笑しかねない鼻歌に応こたえたのは、兵士達のひりつくような緊きん張ちよう感かんだった。

　由宇がもたらした緊張感とも違う。恐怖をともなった彼かれ等らの緊張感が一点に向けられる。由宇の視線も自然と彼等が恐れる方向へ向けられた。

　二十歳前後の若い男が歩いてくる。鼻歌を奏かなでながら、指揮者のように上じよう機き嫌げんに腕を振り回していた。その背後には一人の美女が静かに寄り添っている。

「チャイコフスキーはロシアが生んだ偉大な作曲家だと思うかい？」

　由宇達の前に来た若者の第一声は、登場時と同様まったく奇妙なものだった。

「抑圧された空気と解放への渇望はロシアという国をよく表してる。歪いびつ故ゆえに人の心をふるわせる。故に駄だ作さくだ」

「おまえはなんだ？」

　由宇が眉まゆをひそめて問いかけた。

　それだけで兵士達は心臓をわしづかみにされたような表情をする。

「ふふ、この僕に向かっておまえときたか。無知は罪、故に愚おろかしい質問だが許そうじゃないか」

　身振り手振りがいちいち大げさだ。由宇はややうんざりした表情で、それを傍観していた。

「さて美しくも愚かな君の質問に答えようじゃないか。我こそは祖国ロシアの頭脳にして今世紀最高の科学者、そして偉大なるセルゲイの意思を継ぐ者。その名も」

　両手を広げて空を仰あおぎ、

「イワン・イヴァノフ！」

　大おお仰ぎような口調で、自らの名を叫んだ。感極まったのか表情は恍こう惚こつとしている。

　しかしそれも数秒のことだ。すぐに表情は一変した。笑ってはいる。だがその種類はまるで違っていた。

「ん？　んー？　おかしいな、聞こえないぞ？」

　耳をすますしぐさをして、イワンは静まり返っている周囲の兵士達を見回した。

「い、偉大なるイワン・イヴァノフ様！」

　兵士の一人が顔をひきつらせながら叫んだ。

「偉大なるイワン・イヴァノフ様！」

　他の兵士達が続いて叫ぶ。イワンは満面の笑みで腕を振り、兵士達の声援をさらに煽あおる。

　──この男がイワン・イヴァノフか。

　由ゆ宇うはじっと奇妙な若者を見つめていた。

　いま、有機生物の生活圏を脅おびやかしている無機物生物、通称グラキエスに対抗する画期的な兵器と軍隊を、ロシア軍とＧＲＵにもたらした科学者。二十世紀、冷戦時代にソ連の頭脳と呼ばれたセルゲイ・イヴァノフの名を継ぐ者。それが由宇が持っているイワン・イヴァノフの知識のすべてといってよかった。ＡＤＥＭや真まな目め家けですら、イワンという人物の情報を持ち合わせていなかった。

　しかし目の前の青年は、秘密のベールに包まれた科学者というには軽けい薄はくすぎる。

　そのとき、由宇のうしろでずっと怯おびえて身を縮ませていた若者の気配が一変した。さきほどの大男より俊敏に動き、イワンへ詰め寄る。護衛しなければならないはずの兵士達は、緊きん張ちように身体を強こわばらせていたため、誰だれ一人として反応できなかった。

　その俊敏さは人の常識を凌りよう駕がしている。イワンと若者の間にある雪が、一直線に舞い上がる。兵士達が視認できたのはその現象だけだ。

　吹雪ふぶきと見まがうほど舞った雪が晴れ、イワンと若者が姿を現す。

「速筋の効率運用か。君も失敗ケースだね。筋肉がもうぼろぼろでアザだらけじゃないか」

　肩に積もった雪を払いながらつまらなさそうにつぶやいたのはイワンだ。飛びかかったはずの若者は、その目前で足を止めていた。否いな、止めさせられていた。

　どこから現れたのか、鉄の鈍い光を放つコンバットスーツにフルフェイスのヘルメットをした兵士が、若者の手をつかんでいた。

　いったいいつそこに現れたのか。イワンに飛びかかった若者の動き以上に速く、把は握あくした者はほとんどいなかった。ただ一人由宇だけは探るようにわずかに目を細めている。

「まいったな。こいつのおかげでまた髪がぐしゃぐしゃだよ」

　つかまれた手の痛みでうめいている若者の前で、イワンは逆立った髪を櫛くしでととのえていた。

　由宇だけが逆立った髪の原因が、いま現れたコンバットスーツの兵士が登場したときに起こった放電現象によるものだと気づいていた。

「殺してやる、殺してやる。こんなにされちまった体のことを忘れて、俺は静かに暮らしていたのに。行き場がなかったよそ者の俺を温かく迎えてくれた唯一の村だったのに。おまえ達のせいで村のみんなは死んだんだ！」

　痛みにうめきながら若者は呪じゆ詛その言葉を吐はく。憎にくしみに染まった顔は、連れてこられたときの気弱そうな様子は欠片かけらも残ってはいなかった。

「マーガレット」

　そんな相手の様子をイワンはまったく気にかけず、ただ指を鳴らす。すると背後にたたずんでいた女性がすっと前に出た。美しく整った品のある美女だが表情はないに等しい。

「やってくれる？」

　イワンの言葉のままにマーガレットの手が若者の頭に伸びる。開いた五指の指先が触れた。しかしそこでマーガレットの腕は止まらなかった。さらに進む。そのぶん若者が押されて下がったわけではない。位置は変わらない。腕を進めた分、指先がゆっくりと頭にめり込んでいった。

「あっ、あっ」

　若者は恐怖の表情で自分の頭にめり込んでいく指を見ていた。指はすでに第二関節までめり込み、いまや指がすべて頭の中に消えようとしていた。

　血は出ない。指先が皮ひ膚ふを裂きめり込んでいるのではなかった。指先が入り終わると、手のひらが額に触れる。それも同じように皮膚を裂くわけでもなく頭ず蓋がいを割るわけでもなく、ずぶずぶと沈んでいく。まるで人間の形をした立体ホログラムに、手を突っ込んでいるかのような光景であった。

　ついにはマーガレットの手首より先が若者の頭に消失した。

　その様子に由ゆ宇うは嫌けん悪お感かんをひそませ、つぶやく。

「ウィルスの細胞融ゆう合ごう現象を利用した遺産技術か」

　だが由宇のつぶやきは悲鳴にかき消され、誰だれにも聞こえない。

「あ、あが、あがががっ」

　目を裏返し若者の体が激しく痙けい攣れんする。しかし手がすっぽり頭蓋に埋まっているのに死んではいない。一滴の血も流れ出ない。

「どうだい、脳をじかに握られる気持ちは？　マーガレットのしなやかでひんやりとした指で握られると、気持ちいいだろう。ん？　ああ、聞こえてない？」

　イワンの言葉を信じるならば、マーガレットの腕は額の頭蓋骨を抜け脳を直接触っていることになる。

　兵士達は動揺を隠せず、しかし声を発することは恐れて、ただじっと身を硬くし、目をそむけるばかりだ。

　その中で陽気なのはイワンただ一人である。あろうことかこの状況で彼は歌を歌いだす。

　マーガレットが脳を撫なで回すたびに、若者の体はでたらめに動く。奇妙な振り付けで踊っているように見えた。両眼はあらぬ方向へとぐるぐる回り、だらしなく開いた口からはよだれが垂れ続ける。

「あああああああああっ！」

　イワンの歌声がひときわ高くなった。それに若者の悲鳴が重なる。頭の中からぐちゃりと嫌いやな音が聞こえた。同時に暴れていた体は突然力を失い、四し肢しがだらりと垂れ下がる。若者が倒れると、マーガレットの手のひらが抜けていく。

「エクセレント！　マーガレット」

　嬉うれしそうなイワンの足元には動かなくなった若者があった。しかしわずかに胸が上下していることから生きていることだけは解わかる。

「おや、殺さなかったのか？」

「まだ充分な分析がすんでいませんし、イヴァノフ様の見立てどおりの過去の遺物だとしても、この肉体、いかずち隊に最適な素体ではないかと」

「ふむ、それももっともだ」

　イワンは地面に横たわっている若者から由ゆ宇う達へ視線を移す。

「僕が君達に興味を示すのはただ一点。ツァーリ研究局での被験体だったこと。不平不満や苦情は受け付けられないんだ。今みたいなことをしても無む駄だだよ」

　イワンは機き嫌げんのいい笑い声をひとしきり繰くり返した後、腕を伸ばし指を鳴らす。その音に応じてマーガレットは静かにイワンのうしろに戻った。

　イワンは高笑いしながら来たときと同じようにマーガレットを連れて立ち去っていった。
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　やはり異質だった。

　行われていることはいつもと変わりないはずだ。

　シベリア各地から強制的に連れてこられた、ツァーリ研究局での人体実験の生き残りを検査する。

　医師や見張りの兵士に囲まれて一糸まとわぬ姿で部屋の中央に立たされれば、例外なく臆おくしてしまう。それが若い女性ならばなおさらだ。

　しかしこの少女は違った。生きているのかと疑うほどに直立したまま微動だにしない。血を採取するために注射器を挿されても、何一つ表情を変えなかった。

　静かな表情のやや暗い眼まな差ざしが見つめる先には監視カメラがある。カメラで監視をしていた兵は、まるでカメラ越しに見つめられているように感じ、落ち着かない気持ちになった。

　落ち着かない気持ちになるのは、被験体の視線だけが原因ではない。均整のとれた引き締しまった体は、いままで何人も見たどの被験体よりも美しかった。異性という魅み力りよくだけではない。競走馬のように、磨みがき抜かれたゆえのいつ崩れるか解らない危うい強さを、美しさへ昇華させていた。

　少女は笑った。

　わずかに開いた唇くちびるの奥は暗く、口の両りよう端はしの変化は些さ細さい。しかしあきらかに笑みという形を作る。暗く温度のない笑みは、もちろん友好的なものではない。しかし敵意でもない。あざけりでもない。自じ嘲ちようでもない。

　感情がまるで読めない無色の、あるいは漆しつ黒こくの笑み。

「うっ」

　周囲にいる中で気け圧おされた兵士は一人二人ではない。知らず知らず体をのけぞらせていた。視線を避さけるように、上体をひねっていた。しかしそれはさらなる恐れを呼び込む。

　モニター越しに見ていた兵士ですら、思わず一歩あとずさっていた。

　しかし彼女とは目線が合ったままだった。体をそらしたのに、相手からは自分は見えないのに、それどころか見ているかどうかも解わからないのに。

　少女の双眼は正確に監視カメラを見ている自分を追っているように見えた。口元に浮かぶ笑みは無色。よって心理的負い目のある兵士には、その笑みがあざけりに染まったように感じられた。

「ば、馬ぱ鹿か馬ば鹿かしい」

　そう言って兵士は体を動かそうとして、思い直した。否いな、動けなかった。もしまた自分の体を追って視線が動いたら。いまならまだ偶然と思える。偶然という可能性にすがりたい。

　喉のどが渇く。

　視線が救いを求めるように別のモニターに表示される少女のデータを追った。

『識別番号ＹＰ２１１０、検査終了』

　監視カメラが医師の言葉を拾った。その声に兵士はようやく安あん堵どしたように息を吐はいた。
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　由ゆ宇うは連行する兵士のうしろをおとなしくついて行った。

　連れて行かれた部屋はむき出しのコンクリートで、簡素なベッドと洗面所とトイレがあるだけだ。仕切るのは鉄てつ格ごう子しでプライバシーはないに等しい。天てん井じようを見上げれば監視カメラもある。建物としてはかなり古く、建てられてから四十年は経過しているだろう。

「始終見張られている生活に早く慣れるんだな」

　去り際の兵士の言葉に由宇は失笑するしかなかった。しかし兵士に由宇の笑みの意味を理解できるはずがない。

　人体実験の末、頭がおかしくなったのだろうと常識的な結論づけをし、みずからを納得させて鍵かぎをかける。

　同じような部屋が廊下に一列に並んでいるが、由ゆ宇うと見張りの兵士以外の姿はなかった。だからと言って他の部屋に生活感がないわけではない。誰だれかがいた痕こん跡せきはあっても、人の姿がなかった。

　時計すらない部屋では、時間の感覚が狂う。まして強制的に拉ら致ちされ、異常な環境下におかれた一日目とあっては、精神状態は均きん衡こうを失い正常な判断力を失う。

　いままで連れてこられた人間のほとんどはそのような状態に陥おちいり、イヴァノフの研究所に吞のみ込まれてしまうのが常だった。

　しかし峰みね島しま由宇に限りそのようなことはなかった。

　粗末なベッドに横たわり、じっと目を閉じている。しかし寝ているわけではない。視覚で得られる情報が限られている以上、聴ちよう覚かくによる情報収集に専念する。

　由宇の研とぎ澄すまされた聴覚は、兵士達のちょっとした話し声や足音、扉の開閉による反はん響きよう音おんなどから、施設内の複雑な構造を把は握あくしていった。

「ここまでか」

　そうつぶやいて目を開けると彼女は体を起こした。諦てい念ねんの言葉に聞こえるそれはしかしまったく別の意味だ。聴覚による状況把握が限界に達したことを意味していた。

　由宇は体を起こすと鉄てつ格ごう子しを叩たたく。

「なんだ、静かにしろ」

　兵士が銃じゆう尻じりで乱暴に鉄格子を叩き返した。

「イワン・イヴァノフと話がしたい」

　由宇の要求に兵士は鼻で笑う。連れてこられた当初の由宇を見ていない兵士なのか、その表情にはあざけりの色が強い。

「イヴァノフ様にたやすく会えるわけないだろう。自分の立場が解わかっていないのか？」

「そうか、ならいい」

　拍子抜けするほどあっさりと由宇は引き下がった。目線が一いつ瞬しゆんだけカメラに向けられたが、すぐに兵士に向き合う。

「なら君と話をしよう。たいした時間はとらせない。ものの五分だ」

　見張りの兵士に話しかける。兵士も少し退屈していたのだろうし、美しい少女に興味もあってか、簡単にうなずいた。

「少しだけだぞ」

　兵士の悲鳴が轟とどろいたのは、それから五分後だった。







「きさま、いったい何をした？」

　悲鳴を聞いてかけつけた他の兵士の一人が由宇に銃をつきつけて問う。鉄格子の向こうで由ゆ宇うは銃を向けられても顔色一つ変えず、

「ただ話していただけだ」

　とベッドに横たわったまま応こたえた。

「話していただけだと？　それでこいつがこうなるのか」

　一いち瞥べつした視線の先には、怯おびえて体を丸めている兵士の姿があった。由宇と話をした兵士だ。外傷はなく、由宇に何かされた様子は見てとれない。監視カメラにも話している姿しか映っていなかった。しかし兵士は銃を放り投げ、嗚お咽えつをもらし、体を丸め震ふるえ続けていた。

「やめろ。やめてくれ……」

　ただそれだけをうわごとのようにつぶやいている。

「正直に言え。何をした？」

　かたかたと何かが鳴っている。兵士はそれが最初なにか解わからなかった。怯えて体を丸めている兵士の歯が発している音かとも思ったがそうではない。音はもっと近くから聞こえてくる。

「何をしたんだ！」

　激げつ昂こうした声に自分自身が驚おどろいていた。牢ろう獄ごくの小娘相手にどうして自分は声を荒らげているのか。そこで気づく。己の中に怯えと呼ばれる感情があることを。連れん鎖さ的てきに何かが鳴っている音の正体に気づいた。奥歯だ。自分の歯がかみ合わず奥歯が鳴り、手が震えている。冷や汗が額から目に流れ、慌あわててこすった。

「そんなに慌ててどうする？」

　ついさきほどまで牢の奥のベッドに寝ていた娘が、いつのまにか目の前にいた。目をこすった一秒にも満たない間の出来事だ。

「うわ、わっ！」

　倒れるようにうしろに飛び退のく。危うくトリガーを引いて殺してしまうところだった。いや、本当に殺せただろうか。小さな頭に銃をつきつけて撃うったところで当たるだろうか。

　──馬ば鹿かな。

　すぐに脳裏の愚ぐにもつかない想像を断ち切った。何度か深呼吸して、もう一度問う。

「こいつに何をしたか言え」

「たいしたことではない。ただ君達の本質は善良だということだけだ」

　兵士は馬鹿にされたと思ったのか銃をかまえる。逃げ場のない部屋の中で、由宇は静かにその銃口を見つめるだけだ。

　そこへ鼻歌をともなった足音が近づいてきた。とたん兵士の顔色が別の恐怖へと塗り変わる。鼻歌が聞こえてきた通路の奥を見て、すぐに直立不動の姿勢を取る。

「ふふーん。ああ、ごくろうごくろう。大変だね君達も」

　他ひ人と事ごとのような態度でやってきたイワン・イヴァノフは、通路の隅で震えている兵士を見た。

「で、どうなったの？」

「娘は話をしていただけと言っていますが、それではこの状況の説明がつきません」

　報告を聞いているのか聞いていないのかイワンは、震ふるえている兵士の鼻や耳を引っ張っている。

「イヴァノフ様？」

「ああ、たぶん噓うそは言ってないよ」

　手をひらひらと振って面倒くさそうに答えた。

「いや、しかし……」

　イワンは兵士の肩を叩たたき黙だまらせ、鉄てつ格ごう子し越しに由ゆ宇うの前に立つ。

「まいったなあ。薬や催さい眠みん療りよう法ほうで精神を抑制してるんだけどねえ。セラピーの苦労を無む駄だにしちゃったわけか。僕も昔やったことがあるけどね、薬を使わず口先だけで五分か。んー」

　首をひねってイワンは思案顔をしていたが、すぐに面倒くさくなったのかあくびをする。

「ま、いいか。椅い子す持ってきてよ。立ってるの疲れちゃった」

　ほうけた顔をしていた兵士は、しかしすぐに我に返り椅子を運んできた。用意された椅子に座ったイワンは、対たい面めんしている由宇へにこやかに笑いかける。甘いマスクの笑顔にも由宇は無反応だ。

「やあ、こんにちは」

　友好的な挨あい拶さつをするイワンへ向ける由宇の眼まな差ざしに変化はない。

「もっとこっち」

　イワンは鉄格子のぎりぎりまで近づき、手招きをする。兵士達は緊きん張ちようした。いま由宇が手を伸ばせばイワンになんなく届く。しかしそんな心配をよそにイワンは組んだ指の上に顎あごを乗せて由宇を待っていた。

「ふうん？」

　イワンは顔を突き出すように寄せると、鉄格子越しに由宇を見つめる。

「ずいぶんと冷静だねえ。ここに連れてこられた人間は怯おびえるか怒おこるか錯さく乱らんするんだけど」

　由宇は無言。

「綺き麗れいな子だねえ」

　さらに無表情。

「僕も綺麗でしょ。けっこう褒ほめられる。でも残念だと思わない？　君も僕もお互いこんなに美しいのに、それを直に見ることはかなわないんだ。人間、自分の顔だけは一生自分じゃ見られない。鏡に映っているのは左右逆転した違う顔だろう？」

　イワンがさらに顔を寄せる。

「ねえ、せっかくの綺麗な顔がだいなしだよ。性格も悪そうに見える。実際悪いよね。だって大の男をこんなふうに泣かせてるんだから」

　そう言って、嗚お咽えつを漏もらし続ける兵士を顎でさした。

「まいったな。ほめてもけなしてもだんまりか。ま、いいや。何をしたか、聞いたって答えないんでしょ。でも解わかるよ。罪悪感を植えつけたんだね？」

「いや、内心に抱えていたものを表面化させてやっただけだ」

　由ゆ宇うが初めて口を開く。最低限の簡潔な返答だが、イワンは満足そうにしていた。しかしすぐにわざとらしい怒おこったような表情を作る。

「でもねえ。せっかくの思いやりがだいなしだよ。意識しないようにしてあげてたのに」

「催さい眠みん術じゆつと薬物で心の自由を束そく縛ばくし、操ることが思いやりか？」

「精神的なモルヒネみたいなものだろう？　なのに君はふいにした。人の優しさを踏ふみにじるのはよくないなあ」

　震ふるえている兵士にイワンは優しく笑いかける。

「君はもう兵士としてやっていくのは無理そうだね。辞めるかい？」

　涙にまみれ、怯おびえていた兵士の顔が一いつ瞬しゆんほっとしたものになる。その安あん堵どの顔のこめかみに突き付けられたのは、イワンが兵士から取り上げた銃だ。

「ばいばい」

　イワンの、男にしては細く、綺き麗れいな指先がトリガーに力をこめようとする。

「私がスヴェトラーナでなくて残念だったな」

　その力を緩ゆるめたのは、由宇の一言だ。

「面おも白しろいことを言うね」

　トリガーから力を抜き、イワンは兵士から由宇に視線を移した。

「君も人間観察と感情の操縦が得意のようだ。でもあいにく僕も得意でね。とくに負の感情を引き出すのがうまい。たとえばこんな感じ」

　銃声が狭い牢ろう獄ごく内に反はん響きようする。

　撃うち抜かれたのは震えていた兵士の頭だった。壁や床に血がしぶき、脳の一部がぶちまけられた。崩れ落ちた死体を見下ろして、

「おめでとう、円満退職だ」

　イワンはにっこりと微ほほ笑えむ。

　そのまま何事もなかったように由宇のほうへ振り返ると、血で濡ぬれた床の上を平然と歩き顔を覗のぞき込んできた。

「ぜんぜん表情も変えないんだね」

「……」

「心拍数も血圧もまるで微動だにしない。もし測れたらたぶん脳波も平常だろうね」

「だからなんだ？　冷たい人間だと言いたいのか？」

「まさか。まったくの逆だよ」

　由宇から離はなれると両手を広げて、くるりと回りだす。

「その平常過ぎる精神状態は不自然だ。仮面の皮は厚すぎるのもいけないな。君は怒おこっているね。ひどく。同時に後悔もしている。そしてなによりも僕という人間を見誤った己を激しく責めている。いささか内ない罰ばつ的てきすぎやしないかい？」

　由ゆ宇うはそこで初めてわずかな感情の揺らぎを見せた。それはあまりにも微細すぎて、どのような種類のものか判断するのも難しい。

「しかし、スヴェトラーナでなくて残念だったな、か」

　イワンのうわついた、あるいは緩ゆるんだ気配が一変する。振り返って見せた笑みはいままでと何一つ変わらない軽けい薄はくなものだったが、

「ただの被験体ではなさそうだと思っていたけど、君の背後にはいろいろと裏がありそうだ」

　イワンは手を振って兵士を追い払う。

　兵士は逃げるようにその場を立ち去った。

「護衛がいなくていいのか？」

　由宇の問いにイワンは肩をすくめるだけだ。いまだ簡単に由宇の手の届く場所に座っている。

「さて、そろそろ本題に入ろうじゃないか。僕はこう見えても腹の探り合いは嫌きらいでね。ああ、苦手なわけじゃないから誤解しないでくれ。個人の嗜し好こうとスキルは必ずしも一致しない。不幸なことにね」

　不幸と言ってはいるものの、その表情は楽しげなままだ。

「君がここに来たのは何かを探るためだ。ただ問題の本質がどこにあるか解わからなかった。だから思い切った方法で、敵の懐ふところに飛び込んだわけだ。はたして勇敢か蛮ばん勇ゆうか。そして君は結論に至った。問題の中心は僕にあると。だから挑発的な、僕の気を引くような行動に出た。かわいらしい女性に誘さそわれるのは悪い気がしないね。それがたとえ色気のない話であってもね」

「無機物生物──おまえ達はグラキエスと呼んでいるようだが、その元となるのは峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの遺産の一つ、珪けい素その分子間力を操作するＩＦＣがもとになっている。細胞分裂に似た機能を持ったＩＦＣがなんの因果か多様な形に進化した。というのが事の真相だろう」

　無口から一変し、よどみなく語る由宇の言葉に、イワンの瞳ひとみが輝かがやいていく。

「そうか。君は、ＡＤＥＭの人間だね？　いいのかい？　国家機密への過か剰じような干渉は規定違反じゃないのかい？」

「事実の隠いん蔽ぺいをしておいてよく言う。いや個人の意思だから、国を責めるのはお門かど違ちがいか。責めるなら、おまえのような者を重じゆう鎮ちんにしている無能さだろう」

「ＩＦＣのことを隠していたことは認めようじゃないか。しかしその程度の情報の探りあいはよくあることじゃないかな。それとも潔けつ癖ぺきな関係を求める夢見る乙おと女めなのかな？」

「私だって国同士の腹の探り合いはどうでもいいことだ。問題はそこじゃない」

「へえ、じゃあどこ？」

「問題はこの場所が、かつてのツァーリ研究局、セルゲイ・イヴァノフの施設だったということだ。セルゲイの亡命後、ＩＦＣはここで未完成のまま放置されていたのだろう」

　古い室内を見渡して、由ゆ宇うは断言する。

「君はいろいろとよく知っているみたいだね」

　イワンの笑みから徐々におどけというものが消えていく。残るのは凍こごえるような冷たさばかりだ。

「おかしな話だ。ＩＦＣからグラキエスへの変異はツァーリ研究局から始まったはずだ。つまりここだ。なのにグラキエスの姿はどこにもない。この奇妙な矛む盾じゆんをどう説明する？」

　由宇の質問にイワンはわざとらしく考えるふりをした。

「ＩＦＣが他の場所に運ばれていた。ここのグラキエスはロシア軍が殲せん滅めつした。いろいろ理由をつけることはできるけど、君が求めている答えはそんなものじゃないんだよね？」

「つまらない茶番に用はない」

「だったら、これで満足してくれるかな？」

　楽しげに優雅にわざとらしい仕草でイワンは指を鳴らした。同時に通路の奥の大気がざわめく。遠くから兵士の悲鳴が聞こえたが、それも数秒のことですぐに静かになった。残ったのはざわめくような気配だ。

　やがて姿を現したのは奇妙な生物だった。いや生物と言っていいのだろうか。形こそ様々だが一つの大きな共通点があった。全身はクリスタルのように透明で、その中は回路のような赤いラインが走っている。体の中心はひときわ明るい赤い光点があった。

「……グラキエス」

　初めて本物を見る由宇の目に、驚おどろきと好奇心の両方が浮かぶ。

　戦いのさなかであっても、今までの地球上には存在し得なかった新しい生物達の群れは、峰みね島しま由宇にそのような感情を抱かせる。

　無数の赤い光点の輪が狭せばまり、イワンを越えて由宇に近づいた。グラキエスはなぜか一匹たりともイワンを害する行動にはでない。

　体の小さな個体が鉄てつ格ごう子しの隙すき間まから潜せん入にゆうし、大きな個体は飴あめのように鉄格子を曲げて中に進入した。

「君の様子から察するにＡＤＥＭはまだ確信にいたってないようだ。ならここで死んでもらうのが最善だろうね」

　もはや由宇がいる部屋の中は完全にグラキエスに埋め尽くされていた。唯一、由宇の立っている場所だけがグラキエスの侵略をまぬがれている。

「一つ、質問がある」

　由宇の言葉はイワンの予想とは違った。グラキエス達の威い嚇かくにまったくひるまず、まるでグラキエスがいないかのようにふるまっている。

「なんだい？　命いのち乞ごいかな？　それとも最初に調査に来た三人の行方でも知りたいのかい？　それともグラキエスに襲おそわれない秘ひ訣けつかな？」

　おどけた仕草でイワンは質問を待つ。

「七つの大罪にサタンという人物がいた。その正体は無機物生物。しかし今ここにいるグラキエスとは異なる進化を遂とげていた。途中で分化したのだろう。いや、サタンのほうこそが本来の進化の道筋だったと私は考える。なぜグラキエスは今の形になった？」

　由ゆ宇うの質問はイワンが予測していたどの質問とも異なった。

「異なる進化だって？」

「そうか。おまえにも解わからないか。ならばもうここに用はない」

　１メートルにも満たない距きよ離りでグラキエスに囲まれ、由宇はただそれだけをつぶやく。

「奇妙な謎なぞかけで僕の気を引こうっていうのかな？　残念だったね。諜ちよう報ほう員いんとしては優秀そうだけど、男の誘さそい方はまだまだだ」

「人の感情を読み取るのに長たけているなら、私の言葉が本当かどうか解るだろう」

　由宇は初めて感情を表に出す。その表情にイワンはわずかに不快そうに鼻をならした。

「君の体が普通なのは検査で解っている。遺産の使い手として連行されたみたいだけど、そのときは道具に頼たよってごまかしたんだろう？　でもいまの君は丸腰だ。さて、このピンチをどうやって切り抜けるのかな？」

「ピンチ？　おまえがか？」

　天てん井じようや壁を埋め尽くしていたグラキエスが、部屋の中心部──由宇へ向かっていっせいに飛びかかった。部屋が隙すき間ま無くグラキエスによって埋め尽くされる。ならばイワンの表情が驚おどろきへと変化したのはなぜか。

　彼は見ていた。ほんのわずかな隙間、パズルのように複雑怪奇なその空間を由宇の体がすり抜けた。一見不可能に思える知恵の輪が外れるように、グラキエスによってひしゃげられた鉄てつ格ごう子しの隙間さえもすり抜けた。

　イワンは視線を天井に向けた。そこには天井に着地した由宇の姿があった。しかしそれも一いつ瞬しゆんのことだ。天井を蹴けった由宇は一直線にイワンへ向かい、その手が喉のどをつかんだ。
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　そのまま押し倒されたイワンの上から、由宇はすぐさま飛び退のいた。その空間を埋めたのは、グラキエスの無数の刃だ。グラキエスがイワンを守るように動く。その統率の取れた行動はまるで軍隊のようだ。

　しかし逆にそれがあだとなり、イワンの周囲以外の空間に隙間を作ってしまった。由宇はすぐさまその隙間を走り抜ける。イワンへの強きよう襲しゆうはフェイク。イワンへはなんの執着も見せず由宇は目の前から姿を消した。

　呆ぼう然ぜんとしていたイワンの顔が喜色に染まった。

「そうか、そういうことか。すごい、すごいな。あそこまで精巧に体を操作できたら、あんな動きができるのか。前に来たＡＤＥＭの一人とは比べものにならない精度だ。ブラーヴォ、ブラーヴォ！　そうか、彼女の武器は頭脳か」

　わずかなやりとりで由ゆ宇うの本質を理解したイワンは、グラキエスの中心で狂ったように笑い手を叩たたき、いつまでも喜んでいた。
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　由宇が聴ちよう覚かくで理解した施設の構造は、拡張に拡張を重ねた非合理的なものだった。建設された年月もばらばらで計画性というものが感じられない。だからこそ逆に構造を把は握あくしにくいものになっている。一言で表すならば迷路だ。

　かつての主あるじ、セルゲイ・イヴァノフの意向か、あるいはイワンが手を加えてそのようなものにしたのか。

　構造の複雑さに加えて、いまやあらゆる場所からグラキエスがわいて出てくる。その音は由宇の耳を攪かく乱らんするに充分だった。的確な構造を把握できない。非効率的な構造は、思いもよらない場所に行き止まりを作るかもしれない。

　徐々にだが聴覚でとらえられる構造の範囲が狭せばまっていく。無数の蠢うごめく音が判断の材料を食いつぶしていく。

　グラキエスが四方から由宇に近づいてきた。

　通路の角を曲がると、暗くら闇やみの中に赤い光点だけが数百と見える。その上を奔はしり、牙きばや爪つめが届く前に身を翻ひるがえす。

　──なぜイワン・イヴァノフはグラキエスをコントロールできるのか。

　由ゆ宇うは奔りながら同時にもう一つの謎なぞを考える。

　無機物生物発はつ祥しようの地が無事である理由は二つしかない。一つはグラキエスを撃げき退たいしたか、あるいはグラキエスを手なずけたか。

　由宇が垂直にはねると同時に床がくずれ、その中からグラキエスが靴の裏すれすれに大きな顎あごを閉じる。閉じた顎に着地し、すぐさま跳ちよう躍やくし、通気口に体を滑すべり込ませた。だが狭い空間の中を器用に抜け、別の通路に出たときには、もうそこにもグラキエスの姿があった。

「ずいぶんと統率がとれている。不自然だ」

　由宇がたどり着いたのはオペレーションルームの一つだ。すぐさまドアや通気口のようなグラキエスが進入できそうな場所を、テーブルや椅い子すでふさぐ。一分にも満たない時間かせぎだが、由宇にはそれで充分だった。

　オペレーションの端たん末まつからアクセスし、ものの十数秒でハッキングを完了する。

「ずいぶん旧式のシステムだ」

　この古い地下施設でコンピュータ制御に頼たよっているものは少ない。しかし由宇が必要としているものはあった。

　ふさいだ出入り口がやぶられ、そこからグラキエスが進入する。あっというまに由宇を取り囲むが、彼女は気にした様子などまったくなかった。

「風かざ間まがいれば楽だったんだがな」

　そんな余裕めいた言葉さえつぶやいている。由宇が体を沈めるようにかがめると、すぐ頭上を鎌かまのようなものが横なぎに髪を削った。ほぼ同時に由宇は実行ボタンを押していた。

　とたんグラキエス全部がその場に立ち止まり、戸惑うように動き回っている。あきらかに混乱していた。

「ふむ、この音域か」

　混乱しているグラキエスの表面を、何かを確かめるようになぞる。そして軽々と横をすり抜けた。何度か襲おそわれたが逃げるのはたやすく、もう逃亡先にグラキエスが現れることはなかった。
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「ほう」

　監視カメラで一部始終を見ていたイワンは、感嘆の言葉を漏もらす。

「たいしたものだね。マーガレット、いま彼女が何をしたのか解わかるかい？」

　うしろに控えていた美女は小さく首を振る。

「いいえ、解わかりません」

「彼女はグラキエスのコミュニケーション方法に気づいたんだよ」

　モニターで浮かび上がったイワンの表情は面おも白しろがっていると同時に、警戒心もあらわになっていた。

「グラキエスの水晶に似た体は性質までも似ている。振動し超音波を出すんだ。超音波でコミュニケーションを行い、地形を把は握あくする。イルカやコウモリと一いつ緒しよだね」

「でも博士、私にはグラキエスの会話が聞こえたことはありません」

「ははは、可か愛わいいなマーガレットは。人の可か聴ちよう領域外だよ。聞こえたら大変だ。あの娘は施設内の放送用スピーカーに干渉して、そこからグラキエスの周波数を発信しているんだ。いまも施設内に超音波は流れているけど、聞こえているのはグラキエスだけだね。グラキエスにしてみればずっと大音量が流れているのと同じ状況だ」

「では早く放送を止めないと」

「いや、もう手遅れだ。これ以上の行動範囲を広げたら、グラキエスの存在が軍部の連中の知るところになってしまう。ずいぶん上の階層まで逃げてきたようだしね。それにほら」

　イワンは監視カメラを次々と切り替える。部屋や通路、グラキエスの姿がうつるばかりだ。

「もうどこかに消えてしまったよ。なんとも猿みたいにすばしっこいお嬢じようさんだ」

　喉のどの奥で笑っていたイワンだが、ふいに真顔を見せる。

「しかしなぜ彼かれ等らの言語が超音波だと解ったのかな。この短期間で理解したのか、それとも前前から知っていたのか」

　油断をしていい相手ではないとイワンの頭に刻み込まれた。

「しかし意外な伏兵がいたものだね。しかたない、いかずち隊を出そうじゃないか」

「大だい丈じよう夫ぶでしょうか」

　かつてマモン相手にいかずち隊は敗している。そのマモンもグラキエスには屈した。つまり最初からグラキエスを手玉にとった由ゆ宇うはそれ以上だ。いかずち隊を出したところで勝ち目はあるのか。マーガレットの疑問はもっともである。

「まあ、なんとかなるんじゃないかな？」

　気楽そうに脳天気に答えるイワンだが、その目に宿るのは知性の光だ。何かしらの策略が、彼の頭の中で巡らされていた。
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　建物の屋上に出ると、由宇はそのまま手すりまで体を乗り出した。グラキエスを振り払った後はここに来るまで警備らしい警備がほとんどなかった。研究所の大きさに対して、兵士の数が極きよく端たんに少ない。

　建物の中で兵士の姿を見ることはほとんどなかったが、屋上から基地全体を見渡すと大勢のロシア兵の姿を見ることができた。由ゆ宇うが連れてこられた建物だけが特別だったらしい。

　正面ゲートの広場では、二百名以上のＡＫ─７４を持った兵士が行進し、格納庫周辺にはロシアの主力戦車Ｔ─９０ウラジミールや装甲車が数十台並んでいる。

　ちょうど砲弾の補給作業中だった。Ｔ─９０の主砲はミサイルを発射できるが、いま補充している砲弾は由宇の知らないものだった。

「あれがＧＲＵが開発した対グラキエス弾か」

　基地の主要施設は大きな塀へいに囲まれていた。塀の外に目を向ければ最初に目に入るのは滑走路だ。滑走路があると言っても、基地としての規模は小さい。

　もともとシベリア軍管区の基地の一つだが、他の基地と違い隣りん国ごくや海の近い場所に位置しているわけではなかった。セルゲイ・イヴァノフという科学者のために作られた軍事基地、それが旧ツァーリ研究局という場所だった。

　セルゲイ・イヴァノフが存命中は各地より実験材料として人をさらっていたという。隣国である欧州諸国や中国だけにあきたらず、自国の民も犠ぎ牲せいにしていた。しかしそんな暴挙は二十年前にセルゲイ・イヴァノフの亡命、そして死と共に終わったはずだった。

　双眼鏡が基地からその上へと流れる。その表情がわずかに険しくなった。

　巨大な竜巻のような雲が見える。積み重なったレンズ雲か積乱雲のようにも見えるが、その高さは尋常ではない。

「１７０００メートルか。成層圏の直下まで届いているな」

　積乱雲はときに成層圏直下まで巻き上げられることもあるが、いま由宇が目にしているのはそのようなものとはまったく性質が異なった。

「やはりあれがあるのか……」

　由宇の険しい表情はそのまま背後へと流れた。いつのまにか背後に立っていたイワン・イヴァノフに対し、わずかに目を細めただけで、それ以上の反応は見せない。

「あの雲が気になるのかい？」

　イワンは隣となりに並ぶと、そのまま手すりに体を預ける。

「ずいぶん無防備だな」

「君ほどじゃないさ」

　派手な柄のシャツの胸ポケットからタバコを出すと、口にくわえる。

「ロシアもタバコの規制が厳しくなってきてね。日本もそうなんだろ？　飲食店じゃほとんど吸えないって聞く。二十年前ならいざしらず、いまの日本に亡命する気にはなれないな」

　煙を吐はきながら、友人と話すような気安さで接してくる。
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「グラキエスを使って何をたくらんでいる？」

「君のロシア語は完かん璧ぺき。でも綺き麗れいすぎる発音は機械みたいで面おも白しろみがないね」

　問いかけに対する答えではなかった。もとより答えなど期待はしていない。言葉のやりとりから、たがいに牽けん制せいしあっているだけにすぎない。

「どうしてここに来たんだい？　君の本質は戦せん闘とう能力じゃない。ここだろ？」

　己の頭を指先で叩たたき、イワンは興味深そうに由ゆ宇うを見た。

「グラキエスや僕のことを探りに来たのなら、どうにも不適任だ。諜ちよう報ほう員いんに頭は必要ない。君のような人材はＡＤＥＭでも貴重だろう。ほんの一握り、もしかしたら君一人かもしれない。こんな危険な区域に来る必要があるのかな？　僕にはとてもそうは思えないなあ」

　気持ち良さそうにタバコの煙を吐はき出すイワンの滑なめらかな銀髪は、白夜のわずかな夕日の赤色を反射している。

「だから君は君の意志でここに来たってことになる。しかし君は不適切だ。もっとドライに任務に徹てつすることができる人間のほうが都合がいい。頭が良すぎると、いろんなものが見えすぎて、かえって判断は遅れる。馬ば鹿かは選せん択たく肢しが少ない分、決断も行動も早いからね。なのに君はここに来て、ＡＤＥＭもそのことを許可した。ならばその不適切な能力以外にアドバンテージを持っているということだ。はたしてそれはなんだろうね？」

　由宇は黙だまってイワンを喋しやべらせるままにしていた。

　唇くちびるのはしにタバコをくわえたまま、イワンはよりかかるのをやめてまっすぐに由宇を見ていたが、すぐにくしゃみをする。

「いやあ、さすがにスーツしか着てないと寒いね。ここに長くいるものじゃない。さて君が持っているアドバンテージだが」

　夜に日が落ちることはないといえ、気温は下がる。イワンは寒い寒いと言いながら、さして寒そうでもない。二本目のタバコに火をつける。赤い炎が一ひと時ときの間、煌こう々こうと点ともった。

「知識だね。峰みね島じま勇ゆう次じ郎ろうの遺産技術に対する深い理解があれば、他のスパイを押しのけて任務に就く意味がある」

「あと一週間」

　由ゆ宇うの言葉にイワンの微笑が形は変わらないまま、その質だけが変化した。無邪気な子供から悪意のそれへと変わる。

「そう、一週間もすればグラキエスの生息域の拡大は止めることが不可能なレベルにまで達する。二日後にはこの基地も全部吞のみ込まれる運命にある。しかしあの少ない情報でよくそこまで理解したね。君の前にも同じことを言ったＡＤＥＭの人がいたよ」

「岸きし田だ博士か。彼は無事なのか？」

「おや、少し心拍数が上がったね？　じゃあ素直に答えるのはやめにしよう」

「何が目的だ？　なぜグラキエスの真実を隠す？」

　ロシア政府もロシア軍も、いまだにグラキエスの真の脅きよう威いを知らない。このイワンに騙だまされ、グラキエスを制圧でき、それを政治の取引材料に使えるという楽天的な考えを信じさせられている。

「見たいんだ」

　拳こぶしを握り、イワンは初めてその声に情熱を宿した。

「生物が誕生して以来、これほど完かん璧ぺきな生物が生まれたことがあったかい？　遺産から生まれたとは言え、グラキエスは峰島勇次郎にも予想外の産物だった。まさしく生命の奇跡に等しい出来事だった。グラキエスはいずれ有機生物すべてを駆く逐ちくする。地球上の物質の三割近くは珪けい素そだ。星そのものがグラキエスになるかもしれない。僕は見たい。グラキエスが繁はん栄えいする世界を見たいんだ！」

　イワンは両手を広げると恍こう惚こつと語る。

「科学者としては理解できるが、人としては狂っているな」

「理解してもらおうとも思わない」

「しかし面おも白しろいことを言う」

　由宇がそろりと言葉に刃やいばを含ませた。

「へえ、面白いって何がかな？」

　イワンは初めて警戒の色を見せた。

「グラキエスの世界を見たい。つまり地球上の生命体がすべて駆逐されても、グラキエスを見る手段を持っている、ということなのだろうな。端たん的てきに言うと、おまえは自分が生き残る手段を知っている」

「おや、バレてしまったかい？　でも僕だけ暴かれるのも不公平だ。もう少し君の深しん淵えんを見せてくれるかい、峰みね島しま由ゆ宇う君」

　由宇は何一つ表情を変えなかった。

「なんのことだ？」

「とぼけなくてもいいよ。峰島勇ゆう次じ郎ろうの娘としての痕こん跡せきは見事に隠していたけど、なにごとにも漏もれはある」

　イワンはポケットから小型の端末を出すと鼻歌を歌いながら操作した。そして目的のものを見つけたのか画面を由宇へ向ける。

「十三年前に科学誌に掲載された日本科学会の写真。ほら、この端はしに君が映っている。このときはまだ四歳かな。もちろんこの写真に映っているのは、峰島由宇という確信はないけど、ここに君が来たことによってその可能性は90パーセント以上に跳ね上がった」

　由宇の沈ちん黙もくを肯定と受け取ったのか、イワンは饒じよう舌ぜつに語り出す。

「でも僕がこの科学誌で注目するのは、むしろこっちなんだ。二十年前、まだ誰だれも峰島勇次郎の天才に気づいていなかった。たった二人を除いてね。セルゲイ・イヴァノフ。峰島勇次郎の狂気の発明に人生を狂わされた最初の人間が彼だ。でも峰島勇次郎の天才に気づいたのは彼が最初じゃない」

　そう言って見せた写真は岸きし田だ博士のものだった。十三年前の岸田博士は、いまより少しだけ瘦やせていた。

「ＡＤＥＭとミネルヴァという組織があった。志は一いつ緒しよなのにいまは正反対の組織だ。なぜか解わかるかい？　僕はこう思うんだ。ＡＤＥＭには指針となるべく人物がいたのではないかとね。遺産技術を正しく俯ふ瞰かんで把は握あくする人物がいた。この優すぐれた視点が僕には必要だったんだ。ああ、もちろん君じゃないよ。君は振り回されていた人間だ」

　イワンの嘲ちよう笑しようを由宇は軽く流し、

「つまりＡＤＥＭを呼んだ狙ねらいは最初から岸田博士だったというわけか」

　しかし厳しい眼まな差ざしで相手を睨にらんだ。

「おや、やっと喋しやべってくれたね。感情まで見せてくれた。美しい女性というものは、怒おこっていても美しいものだね」

「三人いたはずだ。他の二人は？」

「僕が教える義理はない。違うかい？」

「答えてもらう」

　由宇は一歩踏ふみ込むと同時に、右足を蹴けり上げていた。半月を描き、つま先がイワンのこめかみへと向かう。当たれば頭ず蓋がい骨こつ陥かん没ぼつ骨折を起こしかねない威力を秘めていた。良くても脳のう震しん盪とうは確実だ。

　しかしその足がはじかれる。

「こいつに勝ったら、正解の一つは教えてあげるよ」

　イワンは涼しい顔で静電気に乱れた髪を、クシでセットし直した。

　黒いコンバットスーツを身につけた人物が、二人の間に立っていた。四し肢しには紫電がはしり、左腕が由ゆ宇うの蹴けりを受け止めていた。

「くっ」

　とっさにうしろに飛び退のき、由宇は雷光をまとう兵士を見る。フルフェイスのヘルメットで表情も何も見えない不気味な兵士だった。

「うくっ」

　由宇は右足を押さえた。多少の痺しびれが残っていた。感電したらしい。それを見てイワンは楽しそうに笑う。

「この程度で倒れないでくれよ。面おも白しろくなるのはこれからなんだから。さて紹介しよう。世界最強の部隊、いかずち隊だ」

　オールバックにまとめた髪型に満足したのか、クシをしまうと指をならした。それが合図だった。幽鬼のように立っていたいかずち隊が動く。大気を裂く音が聞こえてきそうな速度で、由宇に向かって一直線に進んだ。

　10メートルほどの距きよ離りを０・３秒で縮める。１００メートルスプリンターの三倍以上の速度だ。由宇ですらそこまでの速さはとうてい出せない。

　人知を超えた速度を目まの当たりにして、しかし由宇の表情は変わらなかった。静かな眼まな差ざしは残像すらかすみそうな速度の黒い兵士を冷静に観察していた。

　いかずち隊の足が跳ね上がる。向かうは由宇の頭部、トルネードのごとく豪快に風を巻き起こした。ロシア連邦保安庁の兵士を粉砕した蹴りだ。当たれば無事ではすまない。だがつま先は由宇の鼻先数センチを通過するだけに終わった。由宇がわずかに上体をそらしたのだ。

　トルネードはそれだけで終わらなかった。右足が不発に終われば、軸足を変えて今度は体ごと回転させ、左足のかかとをさらに深く踏ふみ込んで頭部を狙ねらう。由宇はさらにのけぞってそれをかわした。背中と大地がほぼ水平になる。

　両足の蹴りは不発に終わった。しかし旋せん風ぷうはさらに続く。今度は左足を軸に右足が弧を描く。三連続の回し蹴りに速度的衰おとろえはまるでなかった。しかも今度の軌道は低い。のけぞった由宇の足を狙っている。当たれば折れる。下へ手たすればちぎれとぶ威力だ。上体をそらした不安定な姿勢で、これ以上かわすすべはない。しかし黒い兵士は視認する。蹴りの軌跡上にあるはずの由宇の足がなかった。のけぞった勢いをそのまま跳ちよう躍やくに転化させていた。バク転だ。蹴りは空中で弓なりにのけぞった間をすり抜けるだけに終わった。

　由宇はそのまま腹ばいになるように着地する。と同時に四連続目の蹴りをかいくぐり由宇は不安定な軸足を払う。よろけた黒い兵士の背中が地面にうちつけられる間にすべては終わっていた。二本の足は搦からめとられ、関節をテコの応用で押さえ込まれていた。

「自分の速さに思考が追いついていないのでは、なんの意味もないな」

　上から見下ろす由ゆ宇うが冷たく言い放つ。そこへ拍手の音が重なる。

「いやあ見事見事。まさかこうもあっさりと倒されるとは思わなかったよ」

　はしゃいだ声で笑っているのはイワンだ。

「ずいぶんと悪あく趣しゆ味みなものを作る」

「そうかな？」

「頭部のほとんどが残っていない。腹部の内臓器官も同様だ」

「そう、よけいなものは全部そぎ落とした。Ｆ１レースと一いつ緒しよだよ。極限まで軽量化する。いらない頭といらない内臓を取るだけで10パーセント程度の軽量化ができたんだ。いや、まさかこんな短時間で見抜かれるとは思わなかったな」

「体のバランスを見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだ」

「へえ、すごいね。そうだご褒ほう美びにいいことを教えてあげよう。いかずち隊の腕についているプレートに気づいたかい？」

　由宇は目で確かめることもしなかった。

「クロスのマークがどうかしたのか？」

「ざんねーん、それクロスのマークじゃないんだよね。技術発案者に敬意を表して日本語を使っているんだ。つまり十字架じゃなくてそれは漢数字の十。ナンバーテンってことさ」

　イワンが指を二度鳴らした。

　雷鳴は二度、目もくらむ光が去ったあとは、イワンの両りよう脇わきに二人のいかずち隊が並んでいた。腕のプレートには三と七と書かれている。

「さあ次は三人同時に相手してもらおうか」

　同時に新たに現れたいかずち隊の二人、三番と七番が動いた。由宇はとっさにいま押さえている十の足の関節をひねり使い物にならなくする。じん帯を切られたというのに十番は痛がるそぶりも見せなかった。壊こわれたロボットのように立ち上がろうとしている。

「あれ、一人脱落？　早いなあ」

　もう一度指を二度鳴らす。さらに二人、一番と八番が現れた。そのときにはすでに三、七番の二人と由宇の戦せん闘とうは開始していた。

　次々と投入されるいかずち隊を前に、由宇は一歩も引かない。

「たいしたもんだねえ」

　イワンは本気で感心していた。五人相手に由宇は一歩も引いていない。先日のＡＤＥＭの少女もいかずち隊を破ったが、手には遺産兵器があり、肉体も純粋な人間のものではなかった。だが峰みね島しま由宇は徒と手しゆ空くう拳けんだ。人としての姿も保っている。

　彼女に遺産技術は使われているか。

　否いな。

　イワンの指がせわしなく動いていた。見えないキーボードを叩たたいているかのようだ。

「すごいなあ、現代最新の運動力学がおままごとに見えるよ」

　由ゆ宇うの動きを理解したイワンは、さらに戦力を投入する。

「次はどうかな？」

　イワンが手を叩く、と同時に一人のいかずち隊が現れた。

「はは、はは、あははははは」

　ゆらりと、幽ゆう鬼きのように立ち尽くし歩いてくる新たないかずち隊の一人は、いままでのそれとは様相が異なった。機敏な動きはなく、むしろのんびりと歩み寄る。ヘルメットの下から絶えず笑い声が聞こえてくる。本来なら不要な器官ははぶかれているはずなのにだ。番号の書いてあるはずのプレートは、無印だった。

「行け」

　イワンが微笑をたたえ短く命じる。と同時に無印のいかずち隊が走った。腕をぶらつかせたままの非効率的なフォーム、しかしそれを見た由宇の両目が見開かれる。

　無印が戦っている集団の前まで一気に走り寄ったかと思うと、そのまま垂直に跳ちよう躍やくした、落下先は由宇の頭上だ。

「くっ！」

　由宇が他者をかわしながらなおかつ頭上からの攻こう撃げきもうしろに下がってかわすが、無印は着地と同時に、回し蹴げりを放っていた。のけぞった由宇の上半身のすぐ上に、回し蹴りの弧が描かれる。

「はははは、あはははは」

　無印はその間、ずっと笑い続けていた。このときを待っていたとばかりに、生き生きと由宇への攻撃を繰くり出す。

　いままでのいかずち隊と異なるリズムが、由宇の思考をわずかながらも軋きしませた。非効率的な行動、しかし一撃一撃の鋭さは他のいかずち隊を凌りよう駕がしている。

　三体が足を折られ、背骨をねじ曲げられ、首が逆さに向いても、由宇を取り囲むいかずち隊の数はいっこうに減る様子はなかった。イヴァノフが次々と戦力を追加するためだ。

　無印の拳こぶしを半身を翻ひるがえらせかわすと同時に、その腕を取った。いままでと同じく腕を折ろうとするが、無印は由宇が負荷をかけた方角に跳躍し、蹴り上げた足の軌跡はそのまま吸い込まれるように由宇の頭部へと向かう。かわすために手を離はなすことを余よ儀ぎなくされた由宇は、横へ跳躍し他のいかずち隊の攻撃もかわす。

「痛い、痛い、はは、あはははは」

　右腕をぶらつかせたまま、無印があろうことか他のいかずち隊を盾たてにし、蹴りをいれる。倒れるいかずち隊を盾たてに、その背後から鋭い跳び蹴げりを発射させた。

　倒れたいかずち隊の背後から突然現れた攻こう撃げきに、由ゆ宇うはかわすのではなく腕を交差させブロックした。鋼はがねさえ折りかねないそれを少女の体で受け止めることができたのは、ひとえに全身を駆使した柔らかいバネだ。

「くっ」

　それでも無傷でいられるはずはなかった。両腕が衝しよう撃げきにしびれる。瞬まばたき一つ程度の時間にせよ、動きが止まる。その一いつ瞬しゆんを見逃すはずもなく、いかずち隊の猛攻は続いた。四方八方からの攻撃を、腕のしびれがとれないままかわすことになる。

　しかしかわすという点において、峰みね島しま由宇にとって腕はさほど重要にならない。頭の中で瞬時に腕が使えないケースの運動力学を再構築する。

　由宇の高く上がった足が、そのまま鉈なたのように振り下ろされ目の前にいたいかずち隊の鎖さ骨こつを打ち砕いた。そのままもう片方の足が相手の胸を蹴り、バク転する。しびれから回復した手を地面につき、ねじるように体の軌道を変えた。数名の同時攻撃の間かん隙げきを縫ぬい、由宇の体はいかずち隊の集団から抜け出した。

「おや、立ち直っちゃったね」

　イワンは楽しそうに見ていながら、その実じっと由宇の動きをつぶさに追っていた。まとわりつく視線に忌いま々いましそうに舌打ちをする由宇だが、すぐに目の前にいる計八名のいかずち隊に意識を集中する。

「面倒だな」

　一人だけ体を揺らして笑っている無印のいかずち隊を見て口にする。速度では劣る由宇が、超高速で動くいかずち隊をさばけるのも、その動きの規則性を見抜いているからに他ならない。効率的であるが故ゆえに、脳内でシミュレートするのはたやすい。しかし一人だけ不規則で奇妙で、それでいて手て強ごわい動きが加わっているため、予測するに必要なシミュレーションの計算量は数倍に跳ね上がった。

「まず、そいつをつぶすか」

　由宇の足が地面をかみ、ダッシュする。そのトップスピードは人として驚きよう異いだが、いかずち隊のそれにはとうてい及ばない。

「ははははっ！」

　一人笑う無印が前にいるいかずち隊の一人を背中から蹴る。背中が砕けるほどの勢いで吹き飛ばされたいかずち隊は、そのまま糸が切れた操り人形のようにでたらめな動きで、走る由宇へ正面から衝突する。一つと思われた不規則な動きを、無印は他のいかずち隊を壊こわすことによって、倍の数へと昇華させた。

　蹴られてでたらめに動く手足の間を、由宇の体が滑すべるように抜けた。一連の動作に無む駄だは皆かい無むに等しいが、それでも直線に比べるとロスであることには変わりない。最善の姿勢で敵を迎え討つというわけにはいかなかった。

「ははーっ！」

　その頭上には過か剰じように縦回転を繰くり返し、勢いの乗ったかかと落としをする無印の姿があった。真横によけた由ゆ宇うの頰ほおをかすめて、かかとが地面にめり込む。

　カウンターの形で由宇は足を蹴けり上げていた。つま先がヘルメットをとらえた。バイザー部分に亀き裂れつが入り、砕けて落ちる。その下から現れたのは、いかずち隊の最小限の機能のみを残されたグロテスクな頭部ではなかった。生気のある目と鼻が見え隠れしている。

「ありゃ？」

　間の抜けた声すら発する。

「やはり君かマモン」

　由宇はうんざりした顔で嘆息するしかなかった。

「いやあ。やっぱりってことはバレバレだった？」

　いたずらがばれた子供程度の軽さで、マモンは頭をかく。

「動きを見れば察しはつく。体のバランスの取り方を見るに五体は満足のようだな。また就職先を変えたのか。気の多さもほどほどにしておけ」

「誤解、誤解、誤解、誤解だよ！」

　そう言いながらマモンは手足を繰り出して、

「見てよ。僕の首の付け根。ブレインプロクシだかなんだかをつけられて、操られているんだ。ああ、なんてかわいそうな僕」

　ヘルメットのわずかな隙すき間まから見える首のつけねを指さし、マモンは弁明する。確かに彼女の言うとおり、そこには黒光りする金属の装置らしきものがつけられていた。

「ほら、ほら、本当でしょう。いまやってるのは僕の意思じゃないんだ」

　そう言いながら放つ斧おののようなかかとの蹴けりが、当たるものを粉砕していく。

「そのわりにはうれしそうに笑っているな」

「どうしてかな、どうしてだろうね。きっとこれも操られているせいだよ。あはははは」

「ブレインプロクシに表情筋を操る機能はないぞ」

　呆あきれを通り越して無表情に言い放つ由宇に、マモンは頰を引きつらせた。

「やだな、怒おこんないでよ。操られている悲しさを、こうやって笑いでごまかしてるんだよ」

　弁明する表情と攻こう撃げきする姿勢はまったく裏腹だ。

　二人の様子を見ていたイワンが退屈そうにあくびをする。

「もう解わかったからいいや。そろそろ終わりにしようか。七番、自爆して」

　戦いの中で由宇の研とぎ澄すまされた耳はイワンの言葉を逃すことなく聞いていた。

「なんだと？」

　七のプレートをつけたいかずち隊は２メートルも離はなれていなかった。その体が突然風船のように膨ふくれ上がった。ヘルメットの中ではじけた血がバイザーにこびりつく。

「離はなれろ！」

　由ゆ宇うがとっさにマモンを蹴け飛とばす。ほぼ同時に、爆発が起こった。

　いかずち隊と由宇は爆風に巻き込まれ吹き飛ばされた。その先にあったのは手すりだ。黒煙を撒まき散らしながら、いかずち隊と由宇の体は手すりを乗り越え屋上から下に落ちていった。







「うわあけっこう巻き込まれちゃったかな」

　血肉がちらばる爆心地の中心でイワンは頭をかいた。爆風に巻き込まれなかったのはただの二人。マモンと十だけだ。十は足を痛めて戦せん闘とうの速さについていけなかったのが幸いした。

　五名のうち爆風に巻き込まれた一人は行動不能になり、もう一人はようやく動けるといった状況であった。残りの三名は由宇とともに屋上から下に落ちていった。

「え？」

　爆風で吹き飛ばされ転がったマモンは、のろのろと体を起こす。まだ何が起こったのか理解できずにいる。自分の胸元を見れば、まだうっすらと由宇に蹴られた足跡が残っていた。

「どのへんに落ちたかなあ？」

　地上を見下ろすイワンの隣となりにマモンは走り寄ると、同じように眼下を見た。建物の高さは30メートル以上ある。

「雪、積もってたよね？」

　しかしマモンの願いもむなしく整備されたばかりなのか、除雪された跡がありほとんど雪は残っていなかった。

「ああ、いたいた。死んじゃったかな？」

　イワンは地上に倒れている二人の体を見つける。その中に由宇の姿もあった。まるで動かない。動くはずがない。爆風で手足はちぎれとび、頭部もない。胴体も奇妙な方向にねじれている。そばに倒れているいかずち隊も同様だ。

「僕は悪くない。あいつが勝手にやったんだ」

　地上を見ながら、マモンは唇くちびるをかみしめる。

　地上の手前の途中で、いかずち隊が二人建物のへりに引っかかっていた。

「十番、あの二人を回収してきて」

　足を引きずる十番は救出作業に不向きだったが、五体満足ないかずち隊は手元に残しておきたかった。意外なところで慎しん重ちようさを見せる。

　十番は足を引きずりながら、下にいるいかずち隊の回収に向かう。

　十分ほどして十番は二人のいかずち隊を連れて戻ってきた。爆風で飛ばされただけなのか、建物に引っかかっていた一番と四番の動作にまるで支障はない。救出に向かったはずの十番のほうこそが救出された側に見える。

　イワンは戻ってきた二人と建物の下に見える由ゆ宇うの遺体を見比べる。

「んー、なんか引っかかるんだよね」

　イワンは銃を十番の手に渡した。

「一番と四番の頭を撃うって」

　命令は即実行された。十番は渡された銃で一番と四番の頭を撃つ。弾丸は二人のヘルメットを貫通した。一番と四番はよろけたがすぐに直立不動の姿勢に戻った。イワンは二人のヘルメットを取る。目と鼻と耳だけのグロテスクな顔がそこにあった。

「深読みしすぎかな？　落ちたいかずち隊とあの娘の中身が入れ替わってると思ったんだけど……」

　名残なごり惜しそうに建物の下を見る。

「あとで人をよこして調べにいかせるか。しかたない撤てつ収しゆうする」

　イワンは面おも白しろくなさそうに言うと、きびすを返して歩き出した。その周りをいかずち隊の面面が固める。

　四番の腕にはってあるナンバープレートがめくれて剝はがれ落ちそうになった。先ほど命令で撃たれたいかずち隊の兵士だ。十番がさりげなく近づくと、イワンに気づかれないようにそっと直した。そして自分のナンバープレートも直し、イワンのあとをついていくのだった。







「僕は悪くない」

　いかずち隊のあとをとぼとぼとついていくマモンは、いかずち隊の格納庫にたどり着くと、一人立ち尽くす。

「そうやって自己弁護をするのか」

「え？」

　マモンが周囲を見る。格納庫の中には、自分以外はいかずち隊しかいないはずだった。不要な器官が排除されているいかずち隊が声を発するとは思えなかった。

「まだ気がつかないのか。馬ば鹿か者ものが」

　十番がマモンに歩み寄ると、ヘルメットを外す。するとあるはずのない頭部が現れて長い髪が広がった。

「腐臭がきついぞ」

　顔をしかめているのは由宇だ。

「え、あ？　でも……」

　マモンはしばし呆ぼう然ぜんと相手の顔を見ていたが、

「あーっ！」

　何かに気づいたのか、突然大声を張り上げる。

「そうか。やっぱり入れ替わってたんだ。あの糞くそ科学者の読み通りだったんだ。でも入れ替わったのは落ちた奴やつじゃない。回収しにいった十番だった」

　イワンの読みどおり由ゆ宇うは落ちたいかずち隊と入れ替わっていた。しかし十番は落ちていない。そこに由宇がしかけた心理的トリックがあった。

　由宇が入れ替わったのは四番だった。そして救出にきた十番とナンバープレートを入れ替える。それだけではまだ足りない。イワンほど頭がまわるなら、ナンバープレートを入れ替えたかもしれないという可能性にたどり着く可能性がある。

　そこで一つの先入観を利用した。由宇は救出にきた十番の足の関節を直し、ひきずらないで歩けるようにした。

　イワンは、十番が入れ替わっているならそれ以外のいかずち隊が足を引きずっているはずだと無意識的に考える。十番入れ替えの可能性を足を直すことによって排除させた。

「まあそういうことだ」

「運がよかったね。全員のヘルメットを外されたらばれてたよ」

　マモンはだまされていたことの悔くやしさから、負け惜しみのような反論を試みる。

「運などではない。イワンは頭がまわる人間だ。読みで思考し現実を見ない。それがイワン・イヴァノフという男の最大の欠点だ。思考を重要視しすぎる」

　相手を馬ば鹿かにしたように言ったかと思うと、

「いい反面教師だな」

　やや自じ嘲ちよう気味につぶやく。

「でもこれからどうするのさ？　言っておくけど僕は荷担できないよ。ほら、ブレインプロクシで、操られているん……」

　突然マモンの視界が反転する。投げられたと気づいたのは、背中にコンクリートに激突した衝しよう撃げきが伝わったときだ。由宇は痛がるいとまも与えず、マモンをうつぶせに裏返すと、その背中に乗った。

「ぎゃっ、痛い！　やっぱり恨うらんでるんだ、人でなし」

　暴れるマモンを無視して、首の付け根にあるブレインプロクシに手を伸ばし、そのまま強引に引っ張った。

「痛い、痛いって！　無理に引っこ抜かないで！　脊せき髄ずいに直結してるんだから、へたしたら死んじゃう！　よくても一生半身不ふ随ずいだよ！」

　なんとか抜け出そうとするマモンを由宇は巧みに押さえつけ、装置を外そうとする手をまったく緩ゆるめない。べりべりと音を立てて装置が首筋から外されていく。

　外したブレインプロクシを投げ捨てると、ようやく由宇はマモンの背からどいた。マモンは首筋を押さえながら、目に涙を浮かべて壁際に逃げる。

「めちゃくちゃ痛かったよ！　死んだらどうするのさ！」

「半身不ふ随ずいになったか？　死んだか？」

　マモンはきょとんとした顔で自分の体を見て、手足を動かしてみせる。

「あれ、ちゃんと動いてる」

　首の付け根を確かめる手が、そこの皮ひ膚ふに異常がないことを確かめる。ブレインプロクシを埋め込むための手術痕こんすらない。

「あれ、どうして？」

「もともとブレインプロクシなんかつけられてはいなかった。私の脳をコピーしたおまえの身体能力は、脳の働きがメインになる。ブレインプロクシの代理脳に処理を任せたら、その長所が消える。脳と代理脳を併用する旧型なら両方の長所を活いかせるが、その場合は使うたびに全神経の刺激が脳に送られて、たいていは気が狂う。おまえはもともと頭がおかしいからそっちの可能性もあったが、痛がってる様子もなかったからな。ブレインプロクシはフェイクだと予想できた」

「でも僕は……」

「解わかってる。操られていたと言いたいのだろう。ブレインプロクシを取り付けられたという簡単な暗示だ。イワン・イヴァノフは人の心を操るのがうまいらしい。単純な君なら、暗示にかけるのはさぞたやすかっただろう」

「やっぱり恨うらんでる？　恨んでるよね！」

「どうしてそのような論理の帰結になる？　殺されかけた私が、君は無罪だと言っているんだぞ」

　歯をむき出しにして威い嚇かくしているマモンの相手が面倒になったのか、由ゆ宇うは強引に話題を変えてくる。

「私が知りたいのは他の二人の安否、それと情報だ。岸きし田だ博士はどうした。どこにいる？」

「知らない。だって僕、勝手に抜け出したんだもん」

「八や代しろにも言わないでか？」

「あいつに言ったらとめるにきまってるじゃない」

「つまり勝手な単独行動の結果か」

「なに？　あの二人に何かあったの？」

「君と同時に行方不明だ。イワンの口ぶりだと岸田博士は殺されていないようだが、八代のほうは解らない。イワンがグラキエスを操っているのは知ってるな？　グラキエスの軍勢の中、八代の装備で切り抜けることができたかどうか」

「うそ、でしょ？」

「どうだろうな？」

「あいつがそんな簡単に死ぬわけないよ……」

「そういう希望的観測は好きではない。確率的には死んでいる可能性のほうが高い。とりあえずあいつの生死はあとだ。ここで何を見聞きしたか全部話せ」

　マモンは小声で何か文句をつぶやいていたが、あきらめたようにため息をつく。

「はあ、まあいいや。借りもあるしね。ここで見聞きしたことってどこからどこまで？」

「ロシアに来てからのこと全すべてだ」

「めんどくさい。これでいい？」

　そう言ってコツンと額を由ゆ宇うの額にぶつけた。

　瞬しゆん時じにマモンの記き憶おくが由宇の中に流れ込んでくる。

　由宇は解わかっていたがとめなかった。マモンのリーディング能力は双方向だ。長く話し込んでいる時間はない。これならばお互いの状況を瞬時に悟ることができる。

「あまり深く見ようとするな。私の脳の情報量を扱うのは、君では無理だ」

「馬ば鹿かにしないでくれる」

　マモンは気分を害したが、それでも言われたとおり深く潜もぐるようなまねはしなかった。

「それでこれからどうするの？」

「この基地に関して調べる時間が欲しい」

　そう言いながら由宇は部屋の隅にある端たん末まつからデータベースにアクセスを試みる。

「やはり、ないか」

　グラキエスに関する資料はＡＤＥＭが得ている情報とさほど変わらなかった。

　いかずち隊、イワン・イヴァノフ、グラキエス、軍諜ちよう報ほう部ぶのトップシークレット扱いの情報をハックしても、中に書いてあるのはそれぞれの名称だけというお粗末さに、さすがの由宇も呆あきれた言葉の一つも禁じ得なかった。

「なんのためのトップシークレットデータだ」

　軍部がグラキエスと戦い、普通に交わされていた戦せん闘とう通信データのほうが、遥はるかに充実している。

「愚ぐ痴ち多いね」

「気にするな。独り言だ。管理のずさんさにあきれているだけだ」

「僕がいるのに独り言？　そういうの、根暗っぽいよ」

　さらに施設内の構造データを呼び出し、頭に焼き付けた。中には由宇の見た記憶や聴ちよう覚かくから得た情報とは異なる部分もある。軍部の情報は古い、というよりこの実験施設の真実を把は握あくしきれていないからだろう。

　ふと画面を追っていた由宇の視線が止まった。

　しばらくその画面を見つめ、由宇は重いため息をつく。

「どうしてこのタイミングなんだ」

　由宇のため息は予期しない出来事が起こっていることに気づいてしまったためのものだ。

「どうしたの？」

「いや、なんでもない」

　しかし言葉とは裏腹に由ゆ宇うの態度には様々な感情が表れていた。怒いかり、喜び、あきらめ、覚悟。彼女自身、己を納得させるには難しい、複雑な感情に支配される。

　感情を理解するのは難しかったが、向かう先は解わかった。

　そこには由宇がずっと目をそむけていたものが待っているはずだった。

「今日私と一いつ緒しよに連れてこられた大男がいる」

「知り合い？」

「いいや、写真で見たことがあるだけだ。ミネルヴァのアルファベットのＲ、リバースがここにいる」




　　　　　　　　７




「起きろ」

　鉄てつ格ごう子しを乱暴に蹴ける音がして大男は目を覚ました。

　看守役の兵士が受けた教育はかなり低いらしい。大きなあくびをしながら鉄格子の向こうを見る。だが予想に反し、そこにいたのは兵士ではない。兵士にしては細すぎるし背が低い。吹けば飛ぶような華きや奢しやな少女だ。

「……あんた、たしか？」

　自分と同じトラックで連れてこられた三人のうちの一人のはずだ。

　まだはっきりしない頭であたりの様子をうかがう。少女以外の姿はなかった。なぜ見張りの兵士もなく、自分と同じ囚とらわれの身であるはずの彼女が鉄格子の向こう側にいるのか。

　少女はまたも目を覚ませと言わんばかりに乱暴に鉄格子を蹴る。理知的な印象だったが、思いのほか乱暴者だった。それとも彼女をそこまでいらだたせる何かがあるのか。震ふるえていた若者に自分の毛布を差し出したときは、心根の優しい娘だと思ったのだが違うのだろうか。

「ちょっと静かにしてくれ。あんた、どうやって抜け出したか知らんが、兵士が聞きつけたらどうするんだ？」

　しかし少女はそんな問いを無視して、己の問いをぶつける。

「坂さか上がみ闘とう真まからの伝言を聞こう」

　大男は驚おどろきに目を見張り、まじまじと少女を見た。

「どうした？　痛めつけられて口がきけなくなったか？　そのようなタマではないだろう。アルファベットのＲ、いかなる負傷も瞬しゆん時じに回復してしまうリバースの名が泣くぞ」

　大男──リバースは狐きつねにつままれたような顔をして、何度も瞬まばたきをした。彼の頭の中では、自分が幻覚を見ている可能性すら検討されていた。

　ふらふらと立ち上がり鉄てつ格ごう子しから手を伸ばし彼女に触れようとした。ただ目の前の少女が幻でないかどうか確かめたかっただけなのだが、あっさりと身を引かれてかわされた。

「いきなり失礼な男だな。幻かどうか確かめたかったら自分の頰ほおでもつねったらどうだ？」

　憮ぶ然ぜんと言い放つ少女にリバースは自分の額をぴしゃりと叩たたく。

「驚おどろいた」

　感心して何度もうなずく。

「いや、驚いた。いや、あの小僧の言うとおりなんだが、それでも驚いた。まさか本当に会えるとは思わなかった」

「言うとおりとはなんだ？」

「なんでも見透かすように喋しやべるってな」

　少女の表情が不愉快の形を作る。

「いや、待て。待ってくれ。あの小僧の名誉のために言っておくが、こうも言っていたぞ。無ぶ愛あい想そうで愛あい嬌きようの欠片かけらもなくて中年の男みたいにぶっきらぼうに喋っても誤解しないでやってくれって。世界で一番優しくて世界で一番信用できる相手だからと。おい、なんでフォローしてるのに不ふ機き嫌げんになっていくんだよ？」

　どんどん目をつり上げる少女に、リバースは慌あわてて手を振る。

　ここに連れてこられたとき、少女の持つ異様な雰ふん囲い気きに兵士全員が吞のまれ、怯おびえていた。ただ立っていただけなのにだ。その少女のあらわな怒いかりがいま、自分一人に向けられている。恐ろしく強い女性には耐性があると断言できるリバースだったが、それでも怖い。頭の片隅できっと己は女難の相があるに違いないと感じていた。

「あんた由ゆ宇うさんだろう？　遺産事件ならもしかして会う機会があるかもしれないって、小僧から聞いてたんだ」

「あの馬ば鹿か、機密事項を易やす々やすと口にするな」

　少女──由宇の不機嫌さは増す一方だった。

「あ、ああ、名前しか聞いてないんだが、そうなのか？　いろいろ行き違いはあるかもしれないが……」

　困った顔をするリバースに由宇はため息一つこぼして、鉄格子の鍵かぎを開ける。

「坂さか上がみ闘とう真まとクレール、アルファベットからはアリシア新あら井いとリバースがロシアに発たったのは知っていた。なのに大事な戦せん闘とう力りよくの一つである君がここにいる。わざとらしく暴れて捕まる様は滑こつ稽けいだったぞ。つまり君も潜せん入にゆう目的だ。さすがの私もその目的まで断定することはできないが」

「たいした観察眼と情報だな。あんたの後ろ盾だてはどこだ？」

「後ろ盾かどうかは解釈による。私はそう思っていない。ところで腕は大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「は？」

「二日前に切断されただろう。細胞の再生能力が優すぐれているからと言って、大だい丈じよう夫ぶなわけではない」

　リバースは先日切れた己の腕を見る。傷はうっすらと残っているが、切れたと解わかるものではない。解ったとしてもなにより二日前という具体的な日時まで特定できるはずがない。

　リバースの口から驚おどろいたなどという言葉はもうでてこなかった。芽生えたのは違う種類の恐怖に近い感情だ。

「なるほどなあ。姉あね御ごとも違う怖さって小僧が言ってたっけな」

「あまり時間はないぞ」

　一人得心しているリバースに、由ゆ宇うは部屋から出るようにうながす。

「あんた怖いな。でも俺はあんたを信用するぜ。あの小僧が何度も言ってたからな。あんたを信用する」

「怖い怖いと乙おと女めに向かって連呼するとは、どういう了見だ？　あの馬ば鹿か、いや、闘とう真まがそう言っていたのか!?　あいつにそう吹き込まれたのか？」

「いいや、違う違う違う。悪かった。謝るよ」

　由宇の迫力に押され、リバースは何度も頭を下げる。大男が小柄な少女に向かって、言葉通り平身低頭である。

「俺のことも信用してくれないか。荒事なら任せてくれていい。あんたの細腕じゃできないこともあるだろう」

　何も言わず歩き出した由宇のあとをリバースは慌あわてて追いかけた。なんの見返りもなく無関係の人間を解放するはずがない。そこには何かしらの目的があるはずだ。

「あんたは俺に何を望んでるんだ？」

「確認したかっただけだ」

「闘真のことをか？」

「それはおまけだ」

　本当にそうだろうかと思うリバースだったが、追及しない程度には心得ていた。それに他の目的があるというのも噓うそではないだろう。

「俺とアリシア、それに闘真は姉御──スヴェトラーナ・クレール・ボギンスカヤに会いに行ったんだ。目的は姉御に娘のクレールを会わせること。なかなか感動的な再会だったが、いまは関係ないな。おっと」

　通路の突き当たりにある守衛室らしい部屋では、数名の兵士が気を失って倒れていた。曲がり角を覗のぞき込めばそこにも倒れている兵士がいる。

「あんたがやったのか？」

「話はそこで終わりか？」

　問いに答えるでもなく、由宇は話の先をうながす。

「まあいいけどよ。あんたが無ぶ愛あい想そうだってのは聞いてたからな。話の本番はこれからよ。まあいろいろあって村を出ることになってな。移動した先でグラキエスに遭そう遇ぐうした。いくつか兆候はあったんだが、あんなのに出くわすとは思わなかったよ。ハンマーみたいなやつや槍やりみたいに手足が細いやつ、中には小山みたいにでかいのもいた。あいつらの行動範囲はどんどん広がっていった。姉あね御ごが住んでいた村も帰ったときにはグラキエスに侵略されてて半分が死んでたよ。残り半分を引き連れて、俺達はグラキエスから逃げた。近きん隣りんの村や町はみんなグラキエスに侵略されてた。途中で逃げて途方にくれている難民を何人も見つけた」

　なんの迷いもなく歩を進める由ゆ宇うのあとをリバースはおとなしくついて行く。その後ろ姿には敵地にいる緊きん張ちよう感かんというものが感じられなかった。平静を装よそおっているのか、それとも剛ごう胆たんなのか。リバースはすぐに後者だろうと思った。闘とう真まから聞いた話と、目の前で倒れている兵士の様子から察するに、彼女も相当強いことはたしかだ。どのような遺産を使われた少女なのか、興味がわいてくる。

「途中から俺達の目的は、難民を捜して助けることに変わってたな。安全な場所を求めて移動するはずが、いつのまにか難民の大所帯だ。それでも助けられた人数は何十分の一以下だろう。大勢が死んだよ。このままじゃ、もっと大勢死んでしまう」

　そのときばかりは由宇も足を止めた。

「大勢なんて生やさしいものではない。絶滅まで一週間だ」

「は？」

　由宇の言葉の意味が解わからず、リバースは首をかしげる。

「一週間を過ぎれば、グラキエスの爆発的な繁はん殖しよく力りよくを止める手立てはなくなる」

「だからなんの話だ？」

「人類、いや全有機生物が絶滅するという話だ」
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　スヴェトラーナ・クレール・ボギンスカヤが振り返ると、山中の道には細々とした人々の列があった。

「どうしてあんな変な奴やつ等らが……」

　スヴェトラーナの隣となりを歩く十歳になったばかりのヴォルグは、十歳らしからぬ重い嘆息をはきだした。

　道がほとんどない雪山の中を百人以上の人々が身を寄せ合って歩いている。老人もいれば若者もいる。乳ち飲のみ子を抱きかかえた母親の姿さえあった。

　雪山を越えるのは無む謀ぼうとも言える面々だが、彼等にはそうしなければならない事情があった。彼等には他の逃走経路も逃走手段もなかった。

「大だい丈じよう夫ぶですよ」

　スヴェトラーナの手がヴォルグの頭に置かれた。優しい手だが、それでも少年の恐怖をぬぐうには足りなかった。

　悲痛な嘆き声が聞こえる。ヴォルグは思わず耳をふさいでしゃがみたくなる。そんな声はこの一週間何度も聞いたが、慣れることはなかった。

　振り返ればいま悲鳴を上げた数名の人達が、いまきた道を振り返って泣き崩れていた。正確にはその向こう、山の麓ふもとにある村の惨さん状じようを目まの当たりにしたからだ。

　村と言うには語ご弊へいがある。かつて村であったもの、その残ざん骸がいだ。そこはもう人の住む場所ではなかった。そこは異形の生物の楽園と化していた。

　生物というのも語弊があるかもしれない。クリスタルのような鉱物の体を持った生き物がこの世にいないことくらい、幼いヴォルグにも解わかった。

　花びらを回転させて空を飛ぶフロス、四し肢しや体、顔に至るまで棒のように細い四足歩行のペルティカ。巨大な体と巨大な口を持つオース。ゾウのような体にハンマーの頭がついたマッレウス。空想の世界から飛び出たとしか思えない物達が、村を徘はい徊かいし暴れ回っている。

　いずれも見たことも聞いたこともないモンスターだ。

　変わり果てた生まれ育った故郷を見て嘆き悲しんでいる人達を見ていると、ヴォルグの目にも自然と涙がたまる。一週間前に失った故郷や家族が脳裏をよぎる。

「噓うそだ……」

　彼かれ等らのつぶやきが聞こえてくる。その気持ちは幼いヴォルグにも痛いほど解わかった。まだ己の村が潰つぶれただけならば、彼等のショックもそこまで大きくなかっただろう。

　彼等の視線は住んでいた土地の遥はるか彼方かなたにも向けられていた。その先にあるのは異常気象で雪に埋もれた森林ではない。

　木と呼べるものは存在しなかった。代わりに鉱石の標本を連想させる奇妙なものが無数に樹立している。人が住む世界ではない。いや、いかなる生物も生存できない世界だ。

　小山のように巨大なグラキエス──クルメンが村を横断すると、まるでラッセル車のように家々を踏ふみつぶしていった。

「またグラキエスの生息域が広がっちゃったわね」

　忌いま々いましそうにつぶやいたのは、眼鏡をかけた妙齢の美女だ。ロシア人ではなくアメリカ人。名をアリシア新あら井いと言った。

「ええ、このままどこまで広がることか」

「そうよね。闘とう真ま君は？」

「さきほどあなたが聞いた音の元へ行ってもらっています。三十分以内に戻るようには言ってありますが」

「若さゆえの無む茶ちや、無知ゆえ無む謀ぼうってのを地でいく子よ？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　スヴェトラーナとアリシアは顔を見合わせて苦笑する。

　二人は英語で話していたので、ヴォルグには内容は解らない。ただ二人がわずかだが微ほほ笑えんだことがヴォルグの心を少しだけ軽くした。

　ヴォルグは泣きそうな顔をこすり前を向いて歩き出す。踏み固められたばかりの細く長い道が続いている。ヴォルグ達の前を歩く体力のある青年を先頭に、数人の若者達が踏み固めた道だ。それでも幼いヴォルグには歩くのがつらい道だった。もう何日こうしてグラキエスから逃げ回っているか解らない。

　空を見上げても分厚い雲があるばかりだ。もうずっと青空を見ていない。分厚い雲で蓋ふたをされた世界は、夜もないかわりに真昼もない。ただ息苦しさが募つのっていく。

　無意識に空をさまよう視線が探しているのは、ヴォルグが大好きなシロフクロウだ。雪のように真っ白で美しいフクロウは、いつもなら越冬が終わり南から戻ってきていい時期だった。しかしいまは異常気象でシロフクロウはどこにもいない。

　さらにヴォルグを悲しませるのは、たとえこの異常気象が終わり、シロフクロウが戻ってきても、もうシロフクロウとヴォルグが住んでいた草原や湿地帯がなくなってしまったことだ。

　長く歩いていると疲れてしゃがみ込む人も出てくる。老人は何度もここで死ぬと疲れ果てた顔をする。

「ほら、座ってはだめ。死にたくないなら歩くのよ」

　叱しつ咤たするのはいつもアリシアだ。ときには乱暴に腕をひっぱり、無理矢理立たせてでも歩かせた。不思議なもので、どんなに気力が尽きたように見えても、アリシアが一喝すると再び立ち上がる。

　このあたりはなだらかな丘が多く平地が少ない。急きゆう勾こう配ばいではないとはいえ、長い道程の中で続く緩ゆるやかなアップダウンは、地味に体力を削っていく。

「みなさんがんばってください。この丘を越えたら、休憩しましょう」

　スヴェトラーナは励ましの言葉をかけるが、返事はほとんどなかった。
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　熱で舞い上がった灰かい塵じんが吹雪ふぶきと混じり、彼方かなたへと飛んでいく。まだ鎮ちん火かしない炎の熱が周囲の雪を溶かすも、それが長くはないことは火の勢いからあきらかだった。

　雪原に点在するのは飛行機の残ざん骸がいだ。墜つい落らくしてさほど時間は経過していないはずだが、残骸のほとんどは雪に覆おおわれてしまっていた。あと半日もすれば残骸の起伏こそ残れど、もとの真っ白な雪原を取り戻すだろう。

　いまも少年が雪原を歩いているが、その足跡は雪と風であっというまにかき消されてしまう。頭まですっぽりと覆い隠す極ごつ寒かん仕様の防寒着だが、マイナス二十度の世界では文字通り風に吹き飛ばされそうな頼たよりなさであった。

　それでも少年の足取りは確かだ。分厚い雪や強風に阻はばまれているにもかかわらず、歩行速度は一定を保っている。その足は一直線にまだ炎と煙がくすぶっている飛行機の残骸へと向かっていた。

　雪原を５００メートルほど横断し、十分以上の時間を要してようやくたどり着く。それでもこの吹雪の中で時速３キロを保つのは驚きよう異いと言って差し支えないだろう。舗ほ装そうされた道をゆっくり歩くのと変わらない。ツンドラ地帯に住むイヌイットでさえ、それを長時間保つのは難しい。

「誰だれかいませんかあ！　無事な人はいませんかああ！」
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　フードを取り頭を外気にさらすと少年──坂さか上がみ闘とう真まは大声で怒鳴った。残骸の中心で周囲に何度も呼びかけた。少年の頭髪や眉まゆには雪があっというまに付着し白く染まった。

　闘真は何度も呼びかけては耳をすます。そのためにフードをはずした。この吹雪の中では人の声を拾うのは難しい。しかし知覚できるのは風の音と、寒さにちぎれるような耳の痛さだけだった。

「誰かああ！」

　それでも残骸の合間を歩き、呼びかけるのをやめなかった。

「あっ」

　残骸の隙すき間まから棒のようなものが出ている。雪がつもり判別しにくいが、闘真はそれを人の腕だと確信し走り寄った。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　生きてますか？」

　つもった雪を振り払おうとすると、棒のように硬くなった腕が倒れてしまう。それでも一いち縷るの希望をもって腕を引っ張るが、それは拍子抜けするほどあっさりと抜けて、勢い余った闘とう真まはその場で尻しり餅もちをついてしまった。

　抜けた腕を見て闘真は痛ましげな表情をする。腕より先には何もなかった。体温を失い凍りつき、完全に固まった腕は作り物のように見えた。

　腕をそっと地面に置くと、闘真はまた大声で周囲に呼びかける。しかしなにも答えがないまま無為に時間が過ぎていく。

　しばらくすると腕時計のアラームが鳴った。

「もう時間か。帰らなくちゃ」

　墜つい落らく現場の調査時間はあらかじめ決められていた。時間内に生存者が見つからなかった場合は、すぐに帰還するようにときつく言われている。これ以上生存者の捜索を続けるかどうか迷った。

　さきほどようやく発見した兵士の一人はとっくに死んでいた。しかしこれだけの大きな飛行機だ。一人だけのはずはない。

「あと二分、二分だけ」

　闘とう真まは再び声を張り上げる。二分が経過しても闘真に帰る様子はなかった。五分が経過し、十分が過ぎようとしたころ吹雪ふぶきの勢いに陰りが見えた。

「よかった、これなら」

　少しだけほころんだ闘真の顔が一いつ瞬しゆんにして凍り付く。吹雪の向こう、雪原の彼方かなたに赤い光点が揺らめいていた。一つや二つではない。百かあるいはそれ以上の数の大小様々な光がある。

「……グラキエス」

　闘真の捜索時間が制限されていた一番の理由は吹雪でもなんでもなく、飛行機の墜つい落らく現場がグラキエスの生息区域に近いことだった。

　──それでもこの距きよ離りなら逃げられる。

　闘真が赤い光点と反対側に走ろうとしたそのとき、

「うう……あぁぁ……」

　残ざん骸がいの中から人のうめき声が聞こえてきた。

　闘真は目を大きく見開き、グラキエスの光点と声のした方角の間に何度も視線を往復させた。迷いは数秒程度だろうか。

　決意と覚悟を瞳ひとみの奥に宿し、闘真は声のした方角に走った。残骸の一つをひっくり返すと、雪に半分以上埋もれた男の姿があった。覆おおいかぶさった残骸が奇跡的に男を吹雪から守ったのだ。

　男は闘真に向かって何かを喋しやべっているが、内容は理解できなかった。服装から軍人らしいことだけは解わかる。

「ごめんなさい。僕、ロシア語が話せないんです」

　闘真は男を急いで肩に担かつぎ上げる。足が雪に深く沈んだ。体のどこかが痛むのか男は悲鳴をあげたが、闘真にそれを気づかう余裕はなかった。すぐ見えるところにグラキエスの群れがある。一刻も早くこの場を離はなれなければならない。

　男の悲鳴が引き金になったのか遠巻きに闘真を観察していたグラキエスがゆっくりと動き出す。赤い光が近づいてくる。

　それを見た男がさきほどとはまったく別の種類の悲鳴をあげて、闘真に早口で何かをまくしたてた。言葉は解らないが何を言っているかだいたい察しはつく。

「あれはなにかって聞いてるんですよね？　僕にも解らないんです」

　闘真は男を担いだまま走り出す。軍人らしい体格のいい男を担いで雪原を走るのは至難どころではなかった。せいぜい早歩きを維持するのが精一杯だ。

　対しグラキエスの群れは見る間に近づいてくる。追いつかれるのは目に見えている。それでも闘真は走り続けた。グラキエスが光だけでなく姿形まで解るほどに迫る。針のような体と四し肢しを持つペルティカ棒と名付けられたグラキエスは、個体数が多いのか遭そう遇ぐうする確率が一番高かった。

　背中で男がなにやらわめいている。悲鳴をあげてグラキエスの群れを指さす。驚おどろきと恐怖の叫び声を交互にあるいは同時に出している。

「まあ、そうだよね」

　闘とう真まは苦笑しつつ背後を見る。ペルティカは背後から闘真を取り囲むように左右へ展開した。さながら狼おおかみの群れが獲物を狩るかのような行動だ。

　そのうちの一頭、それとも一匹というべきだろうか、一つのペルティカが闘真めがけて突進する。頭部も四し肢しのように細く、その先せん端たんは鋭利にとがり槍やりのようだ。それで突き刺そうと突進してきたペルティカを、闘真は回し蹴げりを頭部側面におみまいすることによりかわした。

　しかしそれは誘さそいだ。回かい避ひ行動により足が鈍り、数匹のグラキエスが闘真を追い越して前に出る。背後と左右をふさがれ、唯一の逃げ道である前方さえも閉じられようとしていた。残された選択肢は一つしかない。

　男を担かついで逃げるのはさすがに不可能だ。

「ごめん、このままじゃ逃げ切れないんだ」

　そういうと闘真は男を雪上に放り投げた。







　雪上を転がった男──グレマンはしかたないと思うと同時に、悔くやしさに唇くちびるをかみしめた。

　飛行機の墜つい落らくからようやく助かったと思ったら、生物なのか機械なのかすら判別できない今度はわけの解わからないものに殺されようとしている。

　グレマンは自分を置いて逃げてゆく少年の後ろ姿に向かって感謝の言葉を言う。たぶんロシア語を理解していないが、それでも気持ちは伝えたかった。彼は最後の最後まで、自分を救う努力をしてくれたのは解っている。

　おそらく東洋人の少年は振り返るとグレマンを見た。

「俺のことはいい。逃げろ。おい、早く逃げろ！」

　少年──闘真が立ち止まったのを見てグレマンは慌あわてた。

　腰から拳けん銃じゆうを抜く、手は無事だ。しかし立ち上がるのは無理だった。足が骨折しているのはあきらかだった。

　棒状の怪物──ペルティカの群れはすでに前方のわずかな隙すき間まさえもふさいでしまった。二人は完全に異形の生物に取り囲まれた。

「まだ大だい丈じよう夫ぶだ。君だけでも逃げるんだ！」

　銃をペルティカに向かって撃うつ。射しや撃げきに自信はなく、細長い体のペルティカは当てるに難しい的だ。しかし奇跡的に命中した。頭部に弾丸を喰くらったペルティカがよろける。しかしそれだけだった。水晶のような頭部がわずかに欠けてひるませることができただけだ。

「くそっ！　おい、おまえ、なにをぐずぐずしてんだ。早く逃げろって言ってるだろ！」

　それでも動こうとしない闘とう真まに、グレマンは最後の手段に出た。手に持っている拳けん銃じゆうを少年に向けたのだ。

「いかねえと撃うつぞ。本気だぞ。だから逃げろ。俺が隙すきを作るから逃げるんだ」

　じっと見返す少年はこの状況にまったくふさわしくない表情を浮かべる。

　微ほほ笑えんだのだ。

　自分を見捨てなくてはならないことへの哀あわれみや後悔、あるいは助けたのに銃を向けられた憤いきどおりではない。美しい景色を見たときに感動する、赤子を見て思わず浮かべてしまう、そんなたぐいの優しい笑みだった。

　闘真が何かを喋しやべるがグレマンには理解できない。しかし何をやろうとしているのかだけは理解できた。

「逃げろ、いいから逃げてくれ」

　懇こん願がんにも等しい声を出す。

　闘真は防寒着を脱ぎ捨てた。強風に飛んだ防寒着がペルティカに覆おおいかぶさるが、すぐに振り払われてしまう。

「ば、ばかやろう……」

　上半身シャツだけになった闘真を見て、グレマンはうめく。その背中にあるのは刃渡り50センチはある巨大な鉈なただ。厚みのある刃は重量感があり、威力はありそうだ。だが武器として適しているとは言い難がたい。

　一匹、あるいは二匹くらいならばその鉈で一矢報むくいることはできるかもしれない。しかしそれまでだ。重い鉈に体を振り回されて体が泳いだところに、奇妙な生物の頭で串くし刺ざしにされておしまいだ。そんな結末が容易に想像できる。

　闘真は鉈を手に取ると刃を被おおうカバーを外した。奇妙な刀身だった。一見大きな鉈にしか見えない。しかし刀身は横よこ縞じまの走ったまだら模様だ。一色は鈍い鉄の色だが、もう一色は鉈に不似合いな茶色がかった灰色、あるいは亜あ麻ま色いろというべき色合いを帯びていた。

　四匹のペルティカが同時に襲おそいかかる。闘真の左右と背後から、そして最後の一匹はグレマンめがけてだ。

　──終わった。

　グレマンは闘真を恨うらみがましく思う。あのまま逃げていてくれれば、犠ぎ牲せいは自分一人ですんだかもしれない。なぜこんなところで蛮ばん勇ゆうを見せるのか。

　闘真が鉈を振る。その先せん端たんがグラキエスの頭部を砕いた。斬きるのではなく砕くことを目的としていた。グラキエスの硬質な体には、そのほうが合理的なのかもしれない。

　しかし鉈は武器として合理的ではない。グレマンは次の瞬しゆん間かん、闘真がペルティカの頭部に貫かれている姿を連想した。振り下ろした鉈を再び敵へ向けるのは無理だ。

　しかしその想像は裏切られた。振り下ろしていたはずの鉈の軌道は、なぜか真横へと移り変わっていた。そのまま闘とう真まは体を回転させ、二匹のペルティカの頭部と胴を砕く。さらに軌道が切り上げに変わった鉈なたが、最後にグレマンに飛びかかったペルティカを両断した。

　重さに任せるまま鉈を振り回していた闘真は、最後は己の肩で鉈を受け止めて停止させた。

　グレマンは呆ぼう然ぜんとその様子を見る。鉈の軌道が変わったのはなんとなくだが理解できた。ペルティカの体にぶつけることにより、無理矢理軌道を変更させたのだ。さながらビリヤードの球のように、目標物に当たっては軌道を変え、全グラキエスに命中させた。むろんそれがすべてではないだろうが、グレマンの理解はおよそ真実とさほど離はなれたものではなかった。

　しかしもうひとつの現象は完全に理解の範はん疇ちゆうを超えていた。

　体を砕かれたペルティカ達が苦しむような動きを見せる。壊こわれたおもちゃのようにでたらめに動いたかと思うと、体が硬直し、そして体全体が砂のように崩れていった。崩れた体はそのまま風にさらわれ、いずこかへ消えてしまう。

「なにが、どうなってるんだ？　ぜんぜん解わかんねえぞ」

　グレマンに理解できるはずもなかった。グラキエスの弱点が炭素であることを。珪けい素その配列を操作する遺産技術に狂いが生じることを。そして鉈のまだら模様が炭素──亜あ麻ま色いろの髪であることを。闘真が真まな目め家け秘伝の鳴なる神かみ流りゆうの使い手であることを。

　鳴なる神かみの尊みことを使えないいま闘真が考えた対グラキエスの戦法は、合理的だが常軌を逸している。鳴神尊の継承者だからこそ編み出せる法外な手段だ。

　それでもなおいまこの状況が絶望的であることに違いはなかった。二人を囲むペルティカの数は百を超える。いまは四匹同時に襲おそいかかるのを防げたが、五匹同時ならばどうか。それが大だい丈じよう夫ぶでも六匹、あるいは七匹同時ならば防げるか。

　個としてはどんなに闘真に劣っていても、数の優位性はたやすくその状況をひっくり返す。事実、闘真の横顔に余裕はない。少年は生き延びるための道があまりにも細いことを自覚していた。
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　軍人らしい男を担かついで戻ってきた闘真を見たとき、アリシアは思わず小さな悲鳴をあげた。

　偵察に出た闘真の帰りが遅いと、様子を見に行こうとしていた矢先のことだった。

　闘真のなりは偵察に出かけたときとあまりにも変わり果てていて、一いつ瞬しゆん彼だとは気づかないくらいだ。

　厚手の防寒着は羽は織おっておらず、シャツなのかぼろ切れなのか判断に困るようなものを身にまとっている。あちこちが破れ穴があき、そこから覗のぞく体はアザか血を流しているかのいずれかで、無事な箇所を見つけるほうが難しかった。

　そんな体で一人の男を担いでいる。体格がよく一目で軍人と解った。軍人なら自分の足で歩けと言いたいところだが、片足は奇妙な方向に折れ曲がり、もう片方もとても無傷とは言えなかった。

「ちょっと、大だい丈じよう夫ぶなの？」

　かけよったアリシアに、闘とう真まは大きなくしゃみで答える。

「途中でグラキエスに襲おそわれちゃって。上着、風に飛ばされちゃって。ちょっと寒かったです」

　凍った鼻水をすすりながら闘真は照れたように笑う。無事を喜ぶべきか軽率な行動を怒おこるべきか迷ったが、結局自分の上着を脱いで闘真にかけてやることにした。

「その男性は？　軍人みたいだけど？」

　闘真が礼を言う前に話題を変えた。

「グレマンさん、たぶんですけど。アリシアさんの言うとおり、飛行機の墜つい落らく現場でした。そこで運良く生き残ってて。あ、でもそのあとグラキエスに襲われたから、運がいいって言っていいのかな？」

　ほがらかに笑う姿とやってきたことのギャップに、アリシアはこめかみを押さえた。闘真のマイペースは把は握あくしたつもりだったが、こんな状況でもいかんなく発揮されると軽い苛いら立だちを覚える。

「安全なところで手足は湯につけておきました。でも……」

　グレマンの指の何本かは黒ずんでいる。寒さにやられて凍傷になったのは明白だ。このままでは腐り落ちるだけだ。数本は切断するしかない。

「足が折れてそうね。くっつけるだけならすぐにできるけど指はあきらめて。ロシア軍のパイロット？　切断が小指と薬指だけですめば、現役復帰はできるかもしれないけど、最前線はあきらめて」

　アリシアがロシア語でグレマンに話しかけると、矢継ぎ早に質問が飛んできた。この少年は何者なのか、あの透明な体の獣けものはなんなのか、ここはどこなのか。言葉が通じず、会話が成り立たない闘真にではできなかった質問を、次々と繰くり出す。

「もう、落ち着いてよ。順番に説明するから。でもその前にまず足の治ち療りようをしないと。おっと、ちょうどいいタイミングで物ぶつ騒そうなナイチンゲールが来た。スヴィータ、こっちよ」

　アリシアが手を振ると難民達の間をすり抜けてスヴェトラーナが近づいてくる。何十人もの人々が、通り過ぎる彼女を尊敬の眼まな差ざしで見上げ、疲れた体に鞭むちを打ち道を開ける。その様子をグレマンは呆ぼう然ぜんと見ていた。

「彼女は修道女か何かか？」

「こんな状況で口のうまいやつが尊敬を集められると思う？　必要なのは強者。敵を退けてくれる人間だけよ」

　目の覚めるような美女に、グレマンは思わず足の痛みを忘れてしまった。

「また無む茶ちやをしたのですか？」

　スヴェトラーナは闘とう真まの姿に苦笑をこぼし、グレマンの姿を認めると足下にかがんだ。白い手が折れた足をつかむ。無造作にさわられて痛みが走りグレマンは思わずうめくが、スヴェトラーナはおかまいなしに足をいじる。

　亜あ麻ま色いろの長い髪がざわめくように動く。風になびくのとは違うように見えたが内心ですぐに打ち消す。髪が風に関係なくひとりでに動くはずがない。

「終わりました」

　見た目を裏切らない綺き麗れいな声だったがそれの意味するところをグレマンには理解できなかった。しかしそれも数秒のことだ。グレマンの肩を支えていた闘真とアリシアがあっさりと手を離はなす。片足で立っていたグレマンは、数歩よろけたがかろうじて踏ふみとどまった。

「ちょっと、もうちょっと丁てい寧ねいに……」

　そこでようやく自分が両足で雪上に立っていることに気づいた。折れていたはずの足はいつのまにかまっすぐになり、地面を踏みしめてもわずかな痛みを感じる程度だ。

「あら、今回はうまくいったんじゃない？」

　アリシアの意味ありげな笑みに、スヴェトラーナはなんのことだか解わからないと両肩をすくめる。

「僕の時もひどかったけど、次の人は気絶しましたよね、たしか」

　アリシアは必要とあればロシア語を日本語に通訳して闘真に伝える。しかしいまの会話は決して必要な項目ではない。アリシアは面おも白しろがっているだけだ。案の定、闘真の一言にスヴェトラーナは気け色しきばむ。

「し、しかたないじゃないですか。あんな使い方したの初めてなんですから。そもそも髪を添え木代わりなんて無む謀ぼうなことができたのは、あなたが相手だったからです。それを見たあなた達が、添え木に使えるなら縫ほう合ごう糸いとやボルトの代わりにもできるはずだと無む茶ちやな発案をしたんじゃないですか」

　よほど慌あわてたのかロシア語の反論に、闘真は困ったように首をかしげるだけだ。笑っているアリシアの策略にのせられたとスヴェトラーナが気づいたときにはもう遅い。

　グレマンは不思議そうに自分の足を見ている。よく見ると見慣れない毛が一本、足のすねから伸びていた。本当に自分の毛だろうか、亜麻色の髪が皮ひ膚ふに食い込むようにして生えている。

「病院についたら麻ま酔すいをしてもらってからそれを抜いてください。麻ま痺ひさせている痛覚が戻るはずです。いま抜くと痛みにのたうち回りますよ。もし切開することがあっても、添え木代わりに骨に巻き付いている髪は知らぬ存ぜぬということに」

　スヴェトラーナの言っている意味が解らない。解るのは折れていたはずの足で地面に立って歩いても大だい丈じよう夫ぶということだけだ。

　グレマンは改めて周囲を見回した。人里とは遠い山間のわずかに開けた平地に、身を寄せ合うように人々がいた。数は百人以上、老ろう若にやく男なん女によ様々だが、一つだけ共通している点があった。

　疲ひ弊へいしていた。生気というものがなかった。体を寄せ合って、ただじっとしていた。針葉樹に囲まれた開けた場所は、寒さや雪をしのぐには適しているとは言い難がたい。

「まるで難民みたいだな」

　彼かれ等らの様相は突然の襲しゆう撃げきに遭あい、着の身着のまま逃げてきたようにしか思えない。

「みたいではなくて、正しよう真しん正しよう銘めいの難民なのです」

「難民？」

　グレマンは目をしばたいてもう一度周囲を見る。ふと上を見たときには雪でかすんだ針葉樹の頂上に人影が見えた気がした。まるで見張りのように周囲を見渡している。しかし二つの理由でいま見えたものを打ち消す。一つは人を支えられるほど木のてっぺんの枝が頑丈であるはずがないこと。もうひとつはそれは年とし端はのいかない少女に見えたこと。

　空を見上げたまま口を開けているグレマンに、スヴェトラーナはおかまいなしに話を続けた。

「あなたも見たでしょう。クリスタルのように透明で赤い核を持つ生物。あれを私達はグラキエスと呼んでいます。ここにいるのはあなたと同じように、グラキエスに襲おそわれ、生まれ育った村を侵略され、故郷から逃げてきた人々。みな哀あわれな無む辜この民なのです」
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　闘とう真ま達がとある村でグラキエスに遭そう遇ぐうしたのは、一週間以上前のことだった。村はグラキエスの侵略によってほぼ全滅していた。

　そこで救出できたのは赤子一人だ。服の刺し繡しゆうからよくあるアナスタシヤという名前であることと女の子であること以外は何も解わからなかった。

　次に向かった村もグラキエスの侵略を受けていた。そこでも助けられたのはヴォルグという名の子供だけだった。

　次の町に到着する前に、そこから逃げてきた十名以上の難民と化した人々と出会った。

　三つの全滅した村や町を見たとき、彼等の行動はほぼ決まった。グラキエスから遠ざかりつつも近きん隣りんの村や町を救う。アリシアは危険すぎると主張したが、どの道通らなければならない村や町も多いとスヴェトラーナがはねのけた。

　さらにグラキエスに襲われていた軍隊にも遭遇し、いったいどういうことかと問いただしたかったが、彼等は全滅したあとだった。グラキエスの生息域の近くでは通信手段にも影えい響きようが出ている。軍の通信機を使っても外部との連絡は不可能だった。

　行く先々でグラキエスの犠ぎ牲せい者しや達に遭遇する。いくつもの屍しかばねを見て、僅わずかの人を救った。

　逃げても逃げても行く先々にグラキエスがいる。人数が増えると移動手段と食料に不安が出てくる。グラキエスを避さけるために移動経路は道からはずれなければならず、ガソリンがなくなった車も捨てざるを得なくなった。

　老人や子供も多い。スヴェトラーナは最初の村で救った赤子を抱きかかえながら山を越えた。

「これが私達の現状の一つ、装備は乏とぼしく、残りの食料もほとんどありません」

　具の少ないスープをすすりながらスヴェトラーナとアリシアの話をじっと聞いていたグレマンは、風でばたつくテントから顔を出して周囲の人々を見た。

　服装も年齢もまったくばらばらな理由に納得がいった。みな一ヶ所に集まりつつも、コロニーのように大小の集まりができているのは、同じ村や町の出身者達なのだろうか。

　食料の分配をしている場所では、十数人が列を作って待っている。スープを小分けしているのは闘とう真まだ。並んでいる人に何か話しかけられても、言葉の解わからない闘真はかぶりをふって曖あい昧まいに笑うしかなかった。

「適任でしょう」

　そう言って笑うのはアリシアだ。疲ひ弊へいしているうえに食料不足では不満の一つや二つ出るというものだ。しかし言葉の通じない闘真相手では、どんなに文句を言っても意味がない。ましてあの少年が、自分達をグラキエスから守るために戦っていることは皆知っている。

「はい、おじさん。パンもあるよ」

　そう言って配給に来た子供の頭をスヴェトラーナがなでる。

「ありがとうヴォルグ。闘真さんを呼んできてくれますか？　配給が終わってないようでしたら」

「うん、僕がかわるよ。リバースおじさんはいつ帰ってくるの？」

「リバースおじさん？」

　名前からロシア人ではない。東洋人の闘真に米国人のアリシア。グラキエスという謎なぞの生物の前ではたいしたことではないが、彼かれ等らもまた謎の存在だ。シベリアの山奥は、観光に適しているとは思えない。

「リバースおじさんがすごいんだよ。腕がとれてもくっついちゃうんだ」

　笑いながら謎の言葉を残していく。

「私達の素す性じようは詮せん索さくしないで」

　問うような眼まな差ざしを二人に送るが、アリシアがぴしゃりと言った。しかたなく明るい表情で闘真のもとに走っていく少年の背を見る。

「ヴォルグっていやあ、全滅した村の生き残りだったな。あの言葉の通じない少年の次は子供か。強いだけじゃない。したたかなリーダーだな」

　グレマンの視線にスヴェトラーナは肩をすくめる。すべてを失ったまだ十歳の少年に文句を言える人間はいないだろう。

「まだ若い女じゃないか。あんた何者なんだ？」

「だから私達の素す性じようは詮せん索さくしても無む駄だよ。生き残りたかったら今はとにかく従って」

　スヴェトラーナに話しかけたのだが、アリシアの冷たい青い瞳ひとみに睨にらまれる。

「何か用ですか？」

　グレマンとアリシアの会話に割り込んできたのは闘とう真まだ。ロシア語が理解できず会話の流れが理解できていないので、遠えん慮りよなく割って入ってくる。

「おお、君か。助けられるのは今日で二度目だな。女性のあつかいが難しいのはロシアもアメリカも一いつ緒しよらしい。君の国でもそうなのか？」

　ロシア語でまくしたてられた闘真は理解できず目を白黒させる。

「助けてもらったあなたの勇姿が忘れられない、恋をした、愛してるって闘真君に熱烈に告白しているのよ。もてる男はつらいわね」

　アリシアのでたらめな通訳に、闘真は思わずグレマンから身を引いた。

「では今後の対策と、もう一つの事情を説明します。いいですね？」

　スヴェトラーナは馬ば鹿かな会話はもうおしまいとばかりに、ぴしゃりと言った。







　闘真はテントの中にいるのが落ち着かなかった。外の吹雪ふぶきはまたきつくなってきて、他の粗末なテントの中で身を寄せ合って暖を取っている人達と、見張りにのため木の上に登ったまま帰ってこないクレールが心配だった。

「風がまた強くなってきましたね」

　一回り小さなテントの中、明かりに照らされたのはスヴェトラーナとアリシアと闘真とグレマンの四人だ。

「この地図を見てくれる？」

　アリシアが広げたのはロシアの中央を縦に二分するほど大きいクラスノヤルスク地方の地図だ。その北部、いま自分達がいるところを開いている。地図には様々な書き込みがあり、その中でも一番目立つのは、数百キロの広大な土地の範囲を赤い斜線で塗りつぶしていることだった。他にも×印や○印、一本のラインが引いてある。

「×印はグラキエスにつぶされた村や町、ラインは私達が歩いてきたルート。１００キロ以上歩いてきたけど、直線距きよ離りじゃ半分もないわね。そしてここが現在位置」

　アリシアはしるしをつける。赤い斜線よりやや離はなれた場所だ。

「この先の村はすでに無機物生命体グラキエスに吞のみ込まれたようです。こちらでは大移動が始まっています。クルメン山頂が現れては、無機物生命体生息域になるのは時間の問題でしょう」

　スヴェトラーナが指でなぞった部分をアリシアはさらに赤で塗りつぶしていく。赤い範囲が現在地を取り囲むように広がっている。

「まずいわね。私達の逃げ道がどんどんふさがれていく」

　アリシアが難しい顔をした。

「こっちからは通り抜けられないんですか？」

　赤いエリアが少ないところを闘とう真まは指差す。

「そこの山岳をこの人数で通り抜けるのは不可能ね。道が険しすぎる」

　闘真はテントの外で身を寄せ合っている人々のことを思った。普通の平地ですらここでは歩くのが精一杯。一週間以上逃げ続けている人もいる。グラキエスを迂う回かいするために山の中の道なき道を進むことも多い。車は途中で放ほう棄きするしかなかった。いまも吹ふ雪ぶいている中、身を寄せ合って寒さをしのいでいる。

「この×印はなんだ？」

　次に質問したのはグレマンだ。グラキエスにつぶされた村ならば赤い斜線の内にあるはずが、斜線の外にもいくつか×印があった。

「それも全滅した町村よ」

「グラキエスにやられたのか？」

　かぶりをふったのはスヴェトラーナだ。

「やったのはロシア軍です。それがもう一つの問題。軍部の暴走です。だからあなたをこのテントに呼びました」







　驚おどろいているグレマンにスヴェトラーナは諭さとすように、しかし強い口調で語りかける。

「にわかには信じられない話でした。ロシア軍が村を襲おそい住人を殺し、そのうち何人かはさらっていく。そんな非道をいくらなんでもロシア軍がするとは思えませんでした。同志と呼べる人々に銃を向けるなど……」

　スヴェトラーナの物言いにアリシアは内心ほくそ笑む。ロシア人は社会主義国家の名残なごりで仲間意識が強い。同志という言葉はグレマンの愛国心を刺激するには充分な効果を秘めていた。

「そんなこと、俺にだって信じられない……」

「それなら外の人達に話を聞くといいわ。三分の一はロシア軍に襲われた人の生き残りだから。数人だけど軍人もいるわ。軍部の非道に耐えきれなくなった脱走兵よ」

　グレマンはうなったきり黙だまってしまった。半信半疑だが頭ごなしに否定することもできない。

「確認はあとでお願いします。いまは話を進めさせてください。現状を述べます。いまのままではグラキエスに追いつかれて全滅は目に見えている。もってあと二日。その前に対策を練らなければなりません」

「解わかった。それであんた達はどうするつもりなんだ？」

「グラキエスに追いつかれる前に、このあたりで一番安全な場所を確保します。そのために先行して一人を行かせてあります。強きよう靭じんな体力と肉体を有しているので、もういまごろはついているでしょう」

　スヴェトラーナは地図の○を指さす。

「ここにあるロシア軍基地を占拠します。彼かれ等らこそ非道の元凶なので、遠えん慮りよするつもりはありません」
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　旧ツァーリ研究局の地下には、巨大な縦穴があった。

　元は核かく廃はい棄き施設の一つとして掘られた穴だったが、ソビエト連邦時代セルゲイ・イヴァノフが己の研究施設として欲したため、危険物が破棄されることはなかった。

　しかしその縦穴はいまもっと危険なもので満ちていた。赤い光を放つグラキエスが壁や床、天てん井じようを覆おおい尽くさんばかりに蠢うごめいている。地下に広大な勢力圏を構成し、そこから徐々に世界を侵略していた。

　縦穴の中央には、天井から穴の底までまっすぐに伸びるエレベーターシャフトがあった。シャフト自体は透明で中の様子がはっきりと見える。

　その中を落下する物があった。エレベーターのボックスではない。人の形をしたそれは自由落下していた。ありていに言えば、人が墜つい落らくしていた。

　体にフィットしたダイバースーツのような服の曲線は、落下している人物が女性であることを知らせていた。

　頭部は周囲を観察するかのように動いている。生きている人間だ。しかしその体にはパラシュートやワイヤーらしきものはついていなかった。

　１０００メートル以上の落下の末、地面が目前に迫る。彼女は体を反転させると、足から地面に落ちた。

「ぐっ……」

　墜落した女性は、激突の痛みにうめく。うめくことができる。それどころか立ち上がることさえできた。岩肌の地面に激突したならば、体がばらばらになるのだが、彼女は体をさする程度ですんでいた。

「アンチインパクト対衝撃スーツが衝撃の99パーセントを吸収するとはいえ、痛いものは痛いな」

　女性──峰みね島しま由ゆ宇うは、穴の底から周囲を見た。有機生物を見ると敵対行動に出るグラキエスだが、いま由宇に襲おそいかかるものはいなかった。

「やはりそうか。有機物部分を完全に覆えば、中身はなんであれ襲いかかることはないようだな」

　アンチインパクトスーツはもとは深海用の潜せん水すい服ふくを改造して作られたものだ。構造上、完かん璧ぺきに密閉されている。呼吸排気を再利用する循じゆん環かん式しき呼吸器なので、外に呼吸が漏もれることはない。

「これがグラキエスの世界か」

　由ゆ宇うの周囲を羽は虫むしのような小さなグラキエスが無数に飛んでいる。指でつまむと暴れたが、離はなすとまた周囲を飛ぶ。たいていのことでは由宇を有機生物として認識し襲おそいかかることはなさそうだ。

　エレベーターシャフトの上を見ると、白いライトが明滅していた。グラキエスの光ではなく、人工のものだ。その光の明滅を由宇は読み解くと、自分もライトを取り出し点滅を繰くり返す。

　グラキエスの生息圏では電波などの通信機器は使えなくなる。確実に届く光によるモールス信号を、通信手段として選択した。

　数度のモールス信号を繰り返すと、由宇は電源を切り適当な場所に腰を下ろす。

　その場にあぐらをかきほおづえをつくと、目の前で動くグラキエスをじっと見つめた。

　峰みね島しま由宇はその目で人を見るとき、外観から骨格や筋肉の付き方を把は握あくし運動能力を測る。はてにはその人物の性格や思考パターンまでも解析してしまう。

　いまはその瞳ひとみがグラキエスを見ている。行動の一つ一つ、動作の一つ一つ、それらをつぶさに観察しその意味を理解する。頭の中で完全に解体し理解する作業が始まった。







「本当に大だい丈じよう夫ぶなのかよ」

　エレベーターシャフトの下を覗のぞき込んでいたリバースが心配そうに膝ひざをつく。その横でマモンが下に向けてモールス信号を送っていた。

「アンチインパクトスーツは気に入ってるんだから返してよ、と。……なんだよ、また無視するのあの女」

　あきらめたのか不ふ機き嫌げんそうに電源を切り、八つ当たり気味に壁を蹴け飛とばしている。

　──こいつのおもりを俺がしなくちゃならねえのか？

　リバースが内心ため息をついているとマモンが、

「なに？　僕に文句あるの？」

　と内心を見透かしたようなことを言ってきた。自分は女難の相があるに違いないと思うのは何度目だろうか。

「しかしまったく警備している様子がねえってのも、不気味なもんだな」

「あの無ぶ愛あい想そうな女が言ってたでしょ。イワン・イヴァノフは防衛に関する意識がまったく欠けつ如じよしてるってさ」

「ああ、まあな」

　彼の人間性を知る上で重要なファクターだが、グラキエスはイワンの企たくらみではないから隠す意識は薄うすいのだと今、地下にいる謎なぞの少女は語った。グラキエスはあくまで二十年前の遺産技術の負債だとも。

「で、おっさんはどうするの？　グラキエスから逃げてる仲間がいるんでしょう？」

「そうなんだけどな……」

　最初の予定では基地から足になりそうなものを拝借することだった。理想は輸送ヘリだ。しかし由ゆ宇うは二日待てと言った。

「いまヘリ強ごう奪だつしてもロシア軍に落とされておしまいだろうな」

「なんのこと？」

「なんでもねえよ。ともかく俺はあのお嬢じようちゃんの言うことをきいて、二日待ってから行動する。その間に移動手段のメドもつくだろう。あんたはどうするんだ？　いなくなった仲間二人を捜すのか？」

　マモンは少し考えていたが首を横に振った。

「どうせ死んじゃったと思うし、捜しても無む駄だだよ。二人して運悪そうだから」

「ずいぶんあきらめが良いんだな」

「あきらめがいいとかじゃないよ。アンチインパクトスーツも霧む斬ざんもないし。武器も防具もなくってこんな危ないところにいたくないのはあたりまえでしょ。それよりさ、もしここから無事に逃げられたら、僕も連れてってくれない？」

　唐とう突とつな申し出にリバースは目をむく。

「は？　なに言ってるんだ？」

「いいでしょう。もう僕ＡＤＥＭにいる意味があまりなくなったんだよ」

　すねたように言うと、

「あいつ死んじゃったのかな。死んじゃったんだろうな。あーあ、ちょっとつまんないなあ」

　少しだけ寂しそうに床を蹴けった。
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　テントの中にいると息が詰まりそうになり、闘とう真まは外に出た。いつのまにか吹ふ雪ぶいていた雪がやんでいる。顔を横よこ殴なぐりにする風もなく、雲の合間から青空さえ覗のぞいていた。固まって吹雪ふぶきをしのいでいた人々も、穏おだやかな空にかわったことを安あん堵どしたように体をほぐしていた。

　闘真はフードを取ると同じように久しぶりの青空を仰あおぎ見た。

「……こんな気持ちなのかな」

　たとえ気持ちの方向が同じだったとしても、心情の万分の一にも達していないに違いない。彼女は十年、同じ天てん井じようを見続けてきたのだ。

　懐ふところから取り出した鳴なる神かみの尊みことは以前の姿とは変わり果てていた。文字が書かれた何枚もの札と鎖くさりが巻き付き、抜刀をされることを拒んでいる。八はち陣じん家けの一つ、四し々し家けの封印だと勝かつ司しは言っていた。

　──私は、私は、君を殺したくないっ！

　由ゆ宇うの最後の言葉が脳裏に蘇よみがえる。由宇が恐れているのは、闘とう真まが鳴なる神かみの尊みことを使うことだ。ならばいまの小刀の状態は由宇の願いをはからずもかなえていることになる。

　しかしこの状態が本当にいいことなのかどうか。由宇を守るために強くなりたい。それは鳴神尊を使いたいがための、殺しと破は壊かいの喜悦に浸りたいがための詭き弁べんではないのか。

　空にかざした鳴神尊を見つめていても答えなど解わかりはしない。解るのはただ一つ。

　──どこまでも、どうあっても遺産がからんでくる……。

　鳴神尊や禍まが神がみの血ちという真まな目め家けの謎なぞをあきらかにするために、父、真目不ふ坐ざの思惑を知るために、父についたはずだった。ただクレールを母親に会わせたいからロシアに来たはずだった。

　しかしそこで待っていたのは、ＩＦＣと呼ばれる遺産から発生したグラキエス達。いつにもまして得え体たいが知れない峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの遺産。

　スヴェトラーナは血管のような赤いラインや核は分子間力制御装置ＩＦＣという峰島勇次郎の技術だと言っていた。正確には勇次郎の作った資料をもとに、ロシアの天才科学者が作り上げたものらしい。

　ならばロシアで起こっている異変がＡＤＥＭに伝わり、いずれ由宇の耳にも入るだろう。胸の奥に甘い痛みが走る。彼女に会えるかもしれない期待と恐れが混在する。

　自分は何をしなければならないのか、何をすべきなのか。空こそわずかに晴れたが、己の歩むべき道は何も見えてはこなかった。

「そういや、まだご飯食べてなかったや」

　食事の配給場所にはもうヴォルグも並んで待っている人もいなかった。鍋なべの中は綺き麗れいさっぱりからっぽで、テーブルの上には食器が散乱している。

　消したはずの焚たき火の残り火がまだチラチラと燃えていた。空気が乾燥しているためか、火をおこしやすいことは好都合だったが、燠おき火びをこのままにしておいては危険だ。闘真は念入りに鉄板と鍋をかぶせた。あとでもう一度水をかけるのを忘れないようにしないといけない。

「クレールはちゃんと食べたかな」

　元々不坐の護衛をしていたクレールは、哨しよう戒かいの意識が強い。誰だれに言われるまでもなく、彼女が的確だと思う場所で周囲を警戒している。いまも木の上か、あるいは思いもよらない場所で周囲を見ているのだろう。

　食べ物に関してだけは執着を見せるから、きっと配給のときは目にも留まらぬすばしこさで一番に食べただろうが、それでもこの寒さの中、一人いるクレールを思うと心配になる。

　もともと食欲はあまりない。散らかった食器を片付けながら、時々空を見上げている闘真の背に優しい声がかけられた。

「手伝います。ようやく晴れましたね」

　目を細めて空を眺めていると、うしろからスヴェトラーナが並び立つ。彼女も闘とう真まと同じように空を仰あおぎ見て目を細めていた。

「グレマンさんには一通りの事情は説明しておきました」

「途中で勝手に出て行ってごめんなさい」

「かまいません。言葉も解わからないのに空気だけが重ければ、誰だれだって息苦しくなります」

　闘真は苦笑だけで答えようとはしなかった。スヴェトラーナもそれ以上問おうとはせず、一いつ緒しよに食器を片付け始めた。

「何を考えていたのですか？　教えてください」

「え、えっと、その、なんで？」

「珍しく物思いにふけってる顔をしていたから」

　テントの中にいたときとは別人のように、慈じ母ぼの微ほほ笑えみを浮かべる。それが心を軽くしたのか、

「好きな子に、今度あったら殺すって言われました」

　闘真はぽつりと心情を吐と露ろする。

「気にすることはありません。よくある話です。私も経験があるから」

「言われたんですか？」

「言った方です」

　それとなく目をそらしてばつが悪そうにする。

「危うく有言実行するところでした」

　冗談めかして言っているが、冗談でないことは解った。

「相手はなんて？」

「たいしたことじゃない、と抱きしめてくれましたよ」

「……ほんとに、よくある話みたいですね」

　もはや苦笑を浮かべるしかない。

「それで闘真さんはどうして？　浮気でもしたんですか？」

「ち、ちがいます！」

「じゃあ嫌いやがるのに無理やり押し倒そうとしたとか」

「そんなことしません！」

「あら、男の子はそれくらい積極的でないと。唇くちびるを強引に奪うくらいできなくてどうします？」

「え、あ、あの……」

「あら？　みかけによりませんね」

　イタズラっぽい微笑みで闘真をからかった。

「ち、ちがいますってば！　ただちょっと特殊な女の子で……」

「あなたも特殊でしょうに」

　闘とう真まは長く息を吐はき出す。

「普通の女の子が良かったんですか？」

「そういうことじゃなくて。彼女は普通の優しい子です。彼女自身は。でも……。僕は彼女を守る力が欲しい」

　自然と鳴なる神かみの尊みことを握りしめ、苦く悶もんの表情を作る。

「……手が止まってますよ。かっこうつけたふりをして、片付けをすべて私に押しつけようという魂こん胆たんですか？」

「え、あ、ごめんなさい」

　闘真は慌あわてて片付けにせいをだす。もう食器がほとんどなくなったとき、隣となりでぽつりとつぶやく声がした。

「必要なのは強さであって力とは違いますよ。そこをはき違えると不幸になります」

　片付けをするスヴェトラーナは無表情に言う。

「あの人が死んだのは、そこをはき違えたからです」

　虚こ空くうに向けられた眼まな差ざしはいったい何を見つめているのだろう。

「あなたは同じ轍てつをふまないでください」

「解わかりました。強さと力の違いはなんなのかよく解らないけど、がんばってみます」

「言葉遊びのたぐいです。あまり真剣に考えないでください」

　重たくなった空気を振り払おうとしてか、スヴェトラーナはおどけて言った。

　闘真も笑みを浮かべたのを見て、スヴェトラーナは安あん堵どしたようだ。その笑顔を見て闘真は違和感を覚えた。なぜ彼女はうしろめたさを感じているのだろう。本当なら夫である蛟みずちを殺したことで、多少なりとも闘真に対し負の感情を抱いていいはずだ。クレールを連れてきたことに対する感謝か。だとしてもうしろめたさにはならないだろう。

　指先に突き刺さった小さな棘とげのようなものを感じた。あるいはシャツのボタンを一つずれてかけてしまったような違和感だ。

　しかしスヴェトラーナは打ち解けた様子で話を続ける。

「あの人のことは言えませんね。ミネルヴァも初めは遺産を集めて封印する組織でした。私は誰だれよりも早く峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの生み出すものの危険性を知っていたので」

「でもいまは悪い組織になってしまった？」

「組織は大きくなりすぎて私個人では制御できなくなりました。でもＡＤＥＭはずっと初志を貫いていますね。伊だ達て真しん治じの手腕は見事なものです」

「伊達さんを知ってるんですか？」

「ええ、少しの間だけ交流がありました。もう二十年も前の話ですが。厳しい任務についているにもかかわらず、優しい青年でした」

　二十年前の優しい青年時代の伊だ達てを想像しようとしてうまくいかなかった。

「僕にはちょっと怖い人なんですけど」

「他人にも自分にも厳しい方ですが、根はとても優しい人ですよ。でも私はあの人のようにはなれなかった。ミネルヴァも初めは小さな組織でした。私とダブルエースの両親の三人だけ。いつしか賛同者が現れ、三人だけのグループは大きくなり、遺産技術に対する思惑も複雑にからんできた。それでもダブルエースの両親が健在のうちはなんとか統率できていました。彼女の両親が死んでから三年、それが私の限界でした。組織は遺産を金で取引する違法組織になりさがり、なにもできなくなった私は組織を去るしかなかった」

　それからずっとスヴェトラーナは極ごつ寒かんの地で過ごしてきたのか。厳しい自然に囲まれ、自分の人生に後悔しながら生きるとはどういうことなのだろう。

「ちょっとその言い方はないんじゃない？　私だってミネルヴァを維持しようと、これでも必死にがんばってきたのよ」

　そう言って歩み寄ってきたのはアリシアだ。二人が話しているとき彼女は、数十メートルは離はなれた場所で周囲を警戒していた。

「そうですね。あなたには苦労をかけました。両親と私の三人分の重圧。逃げた私がミネルヴァについて批判する権利はありませんでした。今の失言は謝ります」

「解わかればいいのよ、解れば」

「あなたの苦労じわを見るたびに、心が痛みます。あんなに愛らしかった少女がここまで図太くなって」

「あなた、本気で私に喧けん嘩かを売ってるようね。闘とう真ま君、気をつけるのよ。夜中にこの女が寒いから暖めてって言っても絶対気を許しちゃ駄だ目め。翌朝ひからびてるわよ。それがこの女の若さの秘ひ訣けつなの」

「でたらめを言わないでくれますか。それにいまは白夜ですから夜中なんてものはありません。私と闘真さんは真ま面じ目めに話していたんです。解っているでしょう？」

「解ってるから言ってるんだけど？　私はボーイフレンドには困らないのに続いたためしがないの。誰だれのせいかしら？」

「あなたの性格のせいでしょう？」

「いいえ、誰かさんと両親の尻しり拭ぬぐいのせいで、デートする時間もないからよ！」

　二人の口論がどんどん熱を帯びていく。そうなると闘真を気づかっての日本語は少なくなり、ついには消えた。二人は英語で怒鳴りあっていた。もう闘真には何を話しているのか解らない。解るのはファックとビッチくらいだ。

　だからと言って二人が本気で口論しているわけではないことくらい、闘真にも察することができた。

　二人はどこか楽しそうだ。進む道はたがえたが、心までたがえたわけではないのだろう。

「Oldbattleaxeくそばばあ！　ちょっと待って、ストップ」

　悪態をついていたアリシアが真顔になり、周囲を見回した。

「誰だれがOld battleaxeですか？」

　スヴェトラーナの声がいつもより低い。うつむいた顔がどんな表情をしているのか解わからないのがかえって怖かった。

「それどころじゃないから、静かに。だいたいあなたいつも自分はもう若くないって言ってるじゃない。言われたら逆ギレ？」

「誰がOldbattleaxeですか？」

　壊こわれたレコードのように繰くり返すスヴェトラーナを無視して、アリシアは耳をすます。

「最悪」

　そのただならぬ様子にスヴェトラーナもようやく事態の緊きん急きゆう性せいを認識したようだ。

「何か聞こえたのですか？」

「あいつが近くまで来ている」

「あいつ、あいつってあいつなの？」

　闘とう真まもアリシアの様子が豹ひよう変へんした意味を悟った。

　──ボオオオォォォン、ボオオォォン。

　そのとき聞こえてきたのは低音で鳴らしたホルンのような音だ。ただし音は桁けた違ちがいに大きい。音の振動にテーブルの上のコップがかたかたと鳴る。

「……クルメン山頂がきた」




　　　　　　　　７




　グレマンは疲れた顔でテントから出てくると、ポケットの中からタバコを出し口にくわえる。ライターを探そうとして、服のあちこちに手をあてるが出た結論は舌打ちだった。

「誰か火を……」

　さきほどまで座り込んでいた難民達が騒さわいでいる。慌あわてふためいた様子で同じ方向を見ていた。

「……持ってないか？」

　誰もグレマンのことを見ていない。それどころではない様子だ。

　──ボオオオォォォン、ボオオォォン。

　地鳴りのような音が鳴った。口にくわえているタバコの先せん端たんが振動する。

「いったい、何がどうしたって……」

　皆がグレマンの後方を指さす。振り向いたグレマンはそのまま硬直した。口からタバコがこぼれても気づかないほどに、目の前の景色に心を奪われた。

　巨大なグラキエスがいた。その姿を一言で表すなら山脈だ。

　山が動いている。遠くでよく解わからないが体の中心部には赤い光点が輝かがやいている。近くで見ることができたならば、その山脈は他のグラキエスと同様、クリスタルのような透明な体だと気づいただろう。ただし巨大故ゆえに体の大半は光が透過するまでにはいたらない。輪りん郭かくはうっすらと光を透過するが、それより内は赤い光点か、海の底に沈むような暗さだ。

　グレマンは絶句することしかできない。無機物生物がたとえどんなに奇異な生物であっても、じつのところ既存の生物に当てはまるところが少なくない。透明な体や発光する体は深海魚によく見られる進化のありかたであるし、硬質な骨格もさほど珍めずらしくない。無機物生物の存在こそ常識はずれだが、ありかたの一つ一つを分解してみれば既存の生物を模も倣ほうしているとも言える。

　しかしいま目の前にいる無機物生物は違う。その巨大さはいかなる常識にも当てはまらない。

　最大級のほ乳類であるシロナガスクジラの30メートル以上の巨きよ軀くをもってしても、80メートル以上の高さにまで成長するセコイアオスギと比較しても、二十世紀末に世界最大の生物の常識をくつがえした菌糸類ヤワナラタケの何万平方メートルにも広がる繁はん殖しよく力りよくがあっても、山脈の質量に届くはずがない。

　目の前に山がある。否いな、目の前というのは語ご弊へいがある。実際は数キロの距きよ離りを隔へだてている。しかしその巨大さ故に、距離感が狂わされ、目の前にあるように感じてしまう。

「い、生きているのか？　動いているのか？」

　目測では移動していると解らないが、絶えず足下を揺るがす地鳴りのような音が、あの山脈は動いているのだと教えてくれる。

　クルメンの巨大さに目を奪われて気づくのが遅れたが、その周囲には無数の光点があった。空や大地を埋め尽くさんばかりの大小様々なグラキエスの姿があった。

　クルメンに比べれば小型の、しかし人を襲おそうには充分すぎるほどの大きさのグラキエスが、難民達が集つどう大地に迫る。

　クルメンやグラキエスの姿を見て、難民達が悲鳴をあげた。それでも林の中へちりぢりに逃げなかったのはたいしたものだと、グラキエスに驚おどろく一方で難民達に感心していた。

　最初に迫ったグラキエスは移動の速い飛行タイプのものだ。そのグラキエスが、グレマンに迫った。

「うわっ！」

　グレマンが悲鳴をあげたのはグラキエスが迫ったからではない。目前まで近づいたグラキエスが突然地面に叩たたきつけられたからだ。

　驚いて動けずにいると小柄な少女が上空から長刀を携たずさえて落下してきた。グラキエスをクッションに地面に着地を果たすと、すぐさま長刀を引き抜き風のように奔はしる。白いコートとワンピースが少女の動作に一歩遅れてなびいた。まるで白い流星だ。軌道上にいるものはすべて、刃の洗礼を受け両断される。

　空を飛ぶグラキエスも少女にとっては地面でしかない。グラキエスを踏ふみ台にさらに高みにいるグラキエスを斬きり、蹴けり、さらに高く跳ぶ。四し肢しを区別するのも難しくなった高みまで昇ると、そこから一直線に落下した。

　あっという間に両手にあまる数のグラキエスが地面に散らばった。しかしその壮絶な闘たたかいぶりを見ても、状況が改善される気配はない。万を超えるグラキエスにとって０・１パーセント程度の損失でしかない。

「いったい、どうなってやがる？」

　グレマンには呆ぼう然ぜんとしている猶ゆう予よは許されなかった。どれだけグラキエスが倒されても、その数倍のグラキエスが迫る。

「おい！　大だい丈じよう夫ぶか！」

　尻しり餅もちをついて動けなくなった子供を抱きかかえて、グレマンは銃で応戦した。弾丸はスヴェトラーナから渡された炭素をふくんだ特製のものだ。しかしグラキエスには一発も当たらなかった。

　棒のように細い四足歩行のグラキエスが突進してくる。子供をかばうのが精一杯だった。体に次々と槍やりのように細いものが突き刺さった。

　腹が熱くなり口からは血があふれ出す。

「くそっ、やっぱり射しや撃げきの練習をしておくんだったなあ」

　体に突き刺さった槍を握ると、グラキエスの体に銃口を押しつけた。

「これならはずさねえ」

　二度、三度、引き金を引いた。それでどうなったかも解わからない。意識が遠くなり、気がついたときには空と子供の顔が見えていた。

「おじさん、だいじょうぶ？　だいじょうぶ？」

　泣きじゃくる子供の頭に手を置いた。

「ああ、無事か？」

　子供は泣きながら何度もうなずいていた。

「坊ぼう主ずの名前、なんていうんだ？」

「ヴォ、ヴォルグ」

「ああ、そうだったな。ヴォルグ。俺の甥おいっ子と同じ名前……だ」

　笑おうとして視界がかすむ。子供の声もよく聞こえない。

　結局、自分は死ぬ運命だったのならヘリが墜つい落らくした時に部下と一いつ緒しよに死にたかった。いや子供一人助けられただけ上等と思うべきだろうか。

　泣くヴォルグの顔の向こうに空が見えた。空には赤い光点がまたたいている。その光は墜落する飛行機の窓から一いつ瞬しゆんだけ見えた赤い光と同じ色をしていた。あの時見たのは雲海の上にそびえたつ巨大なハリケーンのようなものだった。その中で溶よう鉱こう炉ろのように赤く蠢うごめく巨大な光。この世のものとは思えない景色。

　頭上から、何かがキラキラと降ってきた。雹ひようのように見える透明なガラス状の粒。それは倒されたグラキエスの残ざん骸がいだ。

　──ああ、そういやあの時も。

　うすれゆく意識の中でグレマンは思った。

　──こんな雹みたいな透明なもんが機体に当たって……。

　あれはいったいなんだったのか。いまとなっては解わからない。知る時間はもうグレマンに残されていない。

　どうせ死ぬなら、最後のタバコを吸おう。その死に様はなかなか悪くない。しかし震ふるえる手でポケットを探っても、何も見つからなかった。

「しまらねえ死に方だなあ……」

　それがグレマンの最さい期ごの言葉になった。







「くそっ、いきなりすぎるよ」

　闘とう真まは鉈なたを振り回し、グラキエスに応戦していた。

　悲鳴がいくつも聞こえてくる。難民達がみな逃げ惑っていた。もはや避ひ難なんどころの状況ではなかった。みな目前の危機に恐怖し抵抗するのが精一杯だった。

　闘たたかいを知らない一般人の抵抗などたかが知れていた。いやたとえ知っていたところで結果はさほど変わらなかっただろう。

　巨大な鉄球ハンマーを持ったグラキエスが、逃げ惑う人々に近づく。その一振りはあっさりといくつもの命を奪うだろう。しかし振り下ろされる前にグラキエスは停止した。遥はるか上空から一直線に落下してきたクレールが、途中で何匹ものグラキエスを巻き添えにしながら、頭上から深々と体を貫いた。鋭さだけでは貫けない巨きよ軀くに、無む謀ぼうとも思える重力の加重をもってして攻略した。

　砂のように崩れていくグラキエスを前に、クレールはなんの関心も示さず、あっさり背を向け次の獲物へと疾しつ走そうする。その姿はさながらグラキエスを駆く逐ちくする一つのマシンだ。

　曲芸じみた身の軽さと徹てつ底ていした効率重視の破は壊かい活動に、同じ力を有する闘真さえも舌を巻いた。対多数において、その戦闘力は十全の己さえも超えるかもしれないと闘真は感じた。

　クレールを挟んで反対側にいたスヴェトラーナと目が合う。彼女もまた娘の鬼神のごとき闘いぶりに目を奪われていた。

　スヴェトラーナの複雑な苦笑の意味を、闘真は解る気がした。大事な一人娘に危険なまねをさせたくないという気持ちと、華か麗れいで苛か烈れつな強さで人々を救う姿に誇らしい気持ちが同居している。それは闘とう真まが由ゆ宇うに抱く感情に似ていた。

　娘が華か麗れいで苛か烈れつならば、親であるスヴェトラーナの戦いぶりは異様の一言に尽きる。亜あ麻ま色いろの髪が何十本も束となりうねり伸びる。その姿はさながらギリシャ神話に出てくる蛇へびの髪を持つメデューサだ。

　一つ一つの髪の束が蛇のように、あるいはホーミングミサイルのようにいくつものグラキエスを同時に追尾し、槍やりのようにつらぬいて破は壊かいした。彼女を中心とする半径数十メートルのグラキエスは次々と撃げき墜ついされていく。

　炭素に弱いグラキエスにとって髪、すなち炭素を自在に操るスヴェトラーナは天敵だ。闘真の持つ鉈なたにもクレールの長刀にも、スヴェトラーナの炭素結合を操作した髪が巻き付いている。

　何十という髪の束で次々とグラキエスを葬ほうむり去った。点か線でしか守れない他者に比べて、スヴェトラーナの髪は線でありながらその密度で面に匹敵する領域を守り攻める。

　スヴェトラーナは難民達を背に、不動の姿勢で迫り来るグラキエスを睨にらんだ。

　一時は異様な戦い方に恐れられたスヴェトラーナであったが、いまは彼女の背こそが一番安全とばかりに、難民達は自然とスヴェトラーナの背に集まるようになった。

　クレールが自在に動く点、スヴェトラーナが不動の面であるならば、銃の名手であるアリシアは線であった。炭素を含んだ特製の徹てつ甲こう弾だんはグラキエスのクリスタルの体を貫き、体の芯しんにある赤いラインまで到達する。空中でいくつものグラキエスが崩壊し、風にかき消された。

　少年と少女、二人の女性の戦いぶりは驚きよう異いと言っていい。しかしそれでも圧倒的な数の有利を持つグラキエスを前には、戦力が不足していた。

「いくら撃うってもきりがない」

　一呼吸の間に三度トリガーを引き、全弾命中させているアリシアは、それでも焦あせりの色を見せる。倒した数の十倍以上のグラキエスが一呼吸の間に迫り、状況は悪くなる一方だ。

　闘真、スヴェトラーナ、アリシア、クレールの四人で百人以上の人を守るには足りなすぎる。防衛の隙すき間まから人が狩られていく。悲鳴とともに血しぶきが飛び、命が失われていた。

　クレールがいくつものグラキエスを葬っても、その倍の数が脇わきをすり抜けて怯おびえる人々を襲おそった。アリシアの銃がその半数を撃墜しても、スヴェトラーナが無数の数をけちらしても、闘真が瀬せ戸と際ぎわで守っても、難民に届くグラキエスをどうにもできなかった。







「スヴィータ、このままじゃじり貧よ。どうするの？」

　スヴェトラーナは雪を赤く染めた犠ぎ牲せい者しやを見て唇くちびるを嚙かむ。くだした決断は悲壮な決意をともなっていた。

「ここは私がおとりになります。その間にあなた達はみなさんを連れて逃げてください。この林を抜ければ、基地まで半日の距きよ離りです」

「ちょっとなに言ってるの？」

　アリシアは驚おどろきのあまり一いつ瞬しゆん手が止まった。その隙すきにグラキエスの大群が迫る。アリシアは慌あわててトリガーを引いた。一秒たりとも気が抜ける状況ではない。文字通り一秒の気のゆるみが命取りになる。

「私以外におとりがつとまる可能性のある人間はいません。あなた達の力ではグラキエスを引き止めることはできません」

　あくまで可能性の問題だ。グラキエスはスヴェトラーナの髪──炭素を恐れる傾向があることは確認されていた。しかしそれも少数の場合だ。髪が伸びる範囲も数十メートルと限られている。それでも数十の数を同時に相手にできる可能性があるのは、スヴェトラーナただ一人だった。

　アリシアは表情をこわばらせてただ無言になる。彼女の理屈は頭で解わかっていたが心がそれを許せない。

「だめです。スヴェトラーナさんが死んだら次こそ守りきれない」

　闘とう真まがかろうじて出した結論はさらなる未来への杞き憂ゆうだ。

「スヴェトラーナ、逃げるのよ。私達だけでも」

　アリシアの言葉は日本語で行われた。それがここで解るのはスヴェトラーナとクレール、それに闘真だけだ。難民には知られてはいけない話題。つまり彼かれ等らを見捨てるということだ。

「みんなを見捨てるの？」

「私達が死ねばどのみち皆死ぬ。私達は彼等を守りきれない」

　アリシアの声は冷たい。それは遺産強ごう奪だつ組織ミネルヴァの一員である一いつ端たんだ。しかし初めてそれを目まの当たりにした闘真は息をのむしかなかった。アリシアがミネルヴァの一員と聞いても、いままで実感することはなかった。ミネルヴァとは何度か闘たたかったことはあるが、彼等と同じように考えることはできなかった。いまの組織について行けなくなりミネルヴァを抜けたスヴェトラーナと旧知というのも、その思いをますます強くしていた。しかし本質はどこまでも厳しい現実主義者だ。

「スヴェトラーナさん……」

　だが闘真を見たスヴェトラーナの眼まな差ざしは、慈じ母ぼのように優しかった。彼女が見ているのは泣いている赤子だ。少年の思いを裏切らない笑顔があった。

「闘真さん、クレールをお願いします。みなさん逃げ延びてください」

　しかしだからこそ盾たてとなる決意は揺るがない。逃げろと言う指示は変わらない。闘真が何も言えないのは、それしか道がないと解るからだ。

　クルメンの周囲にいた今までの数倍の大群が迫っている。森林がなぎ倒されていく。

　スヴェトラーナは全員に背を向けて、迫り来るグラキエスの正面に立った。一匹たりとも通さないと言わんばかりに、髪が大きく広がる。背中の襟えり首くびから出したのは一本のプラグケーブルだ。それを延えん髄ずい上部にあるソケットへ差し込もうとした。10センチ以上の長さが、頭の中心部へ消えていく。これから起こるのは脳への過か剰じような負荷、記き憶おくを犠ぎ牲せいにして開放される化け物じみた戦せん闘とう能力の開放だ。しかしいまはその代だい償しようすらも些さ細さい。彼女が差しだそうとしているのは己の命だった。

　だからこそソケットにプラグを差し込む最後の一手が止まったのは、相応の事態が起こったからに他ならない。

　一陣の風がスヴェトラーナの脇わきをすり抜ける。白い小さな背中がグラキエスへ向かって見る間に小さくなる。

「クレール！」

　悲壮な悲鳴が母親の口から発せられた。

「よすんだ！」

　迫り来るグラキエスの密度はもはや壁と言って差し支えないほどだ。素早さと鋭さを武器としたクレールといえども、前後左右上下三百六十度から密集されればひとたまりもない。少女の行動は自殺行為に他ならない。

　闘とう真まは自然と走り出していた。少女の背を追って、スヴェトラーナの横をすり抜けた。

「お願い」

　すれ違いざまかすれるような声がした。子を思う母は己の役割を知っている。いま難民のそばを離はなれれば、盾たての意味をなさない。だからたった一言にすべての気持ちを集約させて、闘真に託した。

　闘真の足が地面を蹴けるたびに雪がはぜる。少年の体たい軀くに似つかわしくない瞬しゆん発ぱつ力りよくの表れだが、同時に雪に力を吸収されている証あかしでもあった。

　クレールの移動は雪の大地だけでなく木々の幹さえも蹴り進む。その背が離れることがあっても、近づくことはなかった。

「クレール、止まるんだ！」

　途中すれ違う少数のグラキエスを叩たたき伏せ、あるいは何匹かは背後に任せて見過ごす。それでも十以上のグラキエスと対決する羽は目めになる。すれ違いざまにたたき伏せていくが、それでもクレールから遅れることは否いなめない。闘真が追いつく前に、少女がグラキエスの大軍と激突するのは必至だ。

　悪いことは重なった。

　マッレウスハンマーの巨大な鉄球のようなモノが闘真に振り下ろされる。避さけるには間に合わず、振り上げた鉈なたを激突させて強引に軌道を歪ゆがませた。すぐ真横に巨大な球体が落下し、地面に大穴を作る。ほんの一瞬遅れて、折れた鉈の刃が地面に突き刺さった。

　折れた鉈に目をやったのも一瞬のことだ。刃の炭素に体内の赤いラインが触れ崩ほう壊かいするマッレウスの横をすり抜けて、闘真はクレールを追った。

　手にあるのは柄つかだけ残った鉈なただ。もはや武器として意味をなさない。クレールとの間にいる数匹のグラキエスに対し、徒と手しゆ空くう拳けんで挑まなければならない。

　いや武器はあった。

　腰にあった短刀、鳴なる神かみの尊みことを柄ごと抜くと両手で握りしめる。しかしどんなに力をこめても、鳴神尊が鞘さやから抜ける気配がない。

「くそっ！」

　いざというとき鳴神尊を頼たよろうとする自分の弱さを叱しつ咤たした。これが力と強さの違いを理解していないということなのかもしれない。鳴神尊を使えば由ゆ宇うが心配していることが起きてしまうかもしれないのだ。

　次のグラキエスの足の間をすり抜け、刃や爪つめをかわしクレールを追う。脇わき腹ばらは避さけきれなかった攻こう撃げきで赤く染まっている。視界がぼやける。グレマンを助けたときとの連戦で体力も血も消耗しすぎていた。

　クレールが大集団の先せん端たんに接触する。数秒後には彼女の周りは余すことなくグラキエスに埋め尽くされるだろう。

「やめろ！」

　闘とう真まの叫びはむなしく雪に吸収される。さらに巨大なグラキエスが前に立ちはだかった。

「どくんだ」

　巨大な口を避けながら、その頭部へ鞘ごと鳴神尊を叩たたきつけた。しかし刃もなく鉈のような重さもない一撃では、表面をわずかに欠けさせただけにとどまった。赤い芯しんには届かない。闘真の一撃にいっさいのひるみも見せず、クレールが以前オース口と名付けたのと同種のグラキエスは、車すら横転させる巨大な頭部の一撃を闘真に激突させた。

　闘真の体が地面と水平に吹き飛ぶ。何本もの枝を折り、太い幹に背中からぶつかってようやく停止した。

　地面にふせて咳せき込む。しかしそんな余裕があるはずもない。いまこの瞬間にもクレールはグラキエスの集団の餌え食じきになるかもしれないのだ。

　さらにオースが巨大な口を開けて闘真めがけて迫ってきた。はいつくばったまま転がるようにかろうじて避ける。ついさきほどまで闘真がいた場所で巨大な口が閉じた。背後にあった太い幹ごとあっさりとかみ砕く。

　目や鼻もない口だけの頭部が闘真を見た。姿形こそ違うが、巨大な肉食恐竜であるＴレックスを連想させた。

　しかし目のない頭の見る方向は闘真を過ぎ去り、そのまま背後へと向けられた。クレールがグラキエスの集団と接触した直後のことだった。







　スヴェトラーナの声なき悲鳴を聞いた気がした。

　なぜクレールが暴走しグラキエスに向かったのか誰だれにも解わからない。クレールは基本的に命じられなければ闘たたかわないし、必要以上のことはしない。

　希望的な憶おく測そくをするならば、母の覚悟をよしとしなかった娘の想いと言うべきだろうか。

　闘とう真まは立ち上がろうとしたが無ぶ様ざまに転んでしまう。体の自由がほとんどきかない。

「クレール！」

　その叫び声は自分自身のものだったか、あるいは娘の死に直面した母のものなのか、闘真自身にも解らない。

　無数のグラキエスがクレールへ襲おそいかかった。

　密集した数千数万の群れに向かって、クレールは袈け裟さ切ぎりに刀を振る。刃渡り１メートルあまり、その刃が届くのは多くても数匹が限度だ。ならば次に起こった不可解な現象はいかなるものがもたらしたのか。

　数千数万の集団が中央から真っ二つにわかれた。刃の届く範囲を超え、その先その上数百メートルまでもが、一直線に分断される。
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　刃が届いたわけではない。現に地面に落ちたグラキエスの崩れた亡なき骸がらは数体を数えるのみだ。なのに数万のグラキエスは気け圧おされるように、中央を分けた。

　クレールの一振りが、グラキエスの集団を分断させる。あくまで分断であって殲せん滅めつではない。多数のグラキエスは残ったままだ。しかしその一いち撃げきは止とどまることを知らなかった侵略者の足を止めるに値するものだった。

　戸惑い、あるいは驚きよう愕がくといった感情がグラキエスにあるのか解わからないが、それに似た反応が起こったことは確かだ。

「何が起こったんだ？」

　つぶやく闘とう真まの口は強く嚙かまれていた。何をとぼけているのだと、心の奥底では歯嚙みしていた。あれこそが禍まが神がみの血ちがもたらす力ではないか。

　クレールはたった一撃で相手を恐れさせた。無機物生物といえども森しん羅ら万ばん象しように与くみする存在である限り、いかなるものも両断し殲せん滅めつしうる力を前に恐れの感情が生まれないはずがない。

　数百匹のネズミが一匹の猫から逃げるように、そこには数の優位性という理性など働きはしない。ただ恐れるのみだ。

　さらにもう一振り、今度は真横に刃が振り抜かれる。さきほどとおなじように再びグラキエスの群れは分断される。縦と横、四つに分断されたグラキエスは、最初の進攻の勢いを失っていた。

　いまあるのは恐れと戸惑いのみである。

「クレール！」

　再び闘真が叫んだのは、クレールの体が傾かしいだからだ。たった二振りにどれだけの心血を注いだのか。その結果は推おして知るべし。しかし事態の停てい滞たいは招いても解決にはいたらなかった。わずか十三歳、いまの結果を引き起こしたことさえ奇跡以外の何物でもない。

　傾いだ体が完全に地面に崩れ落ちる前に、闘真の両腕は少女を抱きかかえていた。クレールの名を叫んだときから、一時も足は止めなかった。

　軽い少女の体を抱きかかえただけで全身に気が遠くなるほどの激痛が走る。グラキエスに吹き飛ばされたダメージは深い。

　しかしその痛みすら忘れさせるものが目の前にあった。

　個体も万を超える数が集まれば、一つの巨大な個体にしか見えない。グラキエスの群れという一個の個体が闘真の目の前に立ちはだかっていた。その高さは高層ビルに匹敵し、その幅は首を回して見渡さなければならないほどだ。

　四分された空間が埋まっていく。目の前にあるのは絶望を濃縮した壁だ。透明な体もこれだけの個体数が集まれば、光を遮さえぎるほどの密度を持つ。

　クレールはこれを前にまったく臆おくせず刀を振るったのか。感情の希き薄はくさがなせる業わざか、あるいは小さな体に剛ごう胆たんな心を持っているのか。

　闘真は生なま唾つばを飲み込む。いまはまだクレールの一刀がなした効力が残り踏ふみとどまっている。しかしそれも長いことではない。

　グラキエスのたてる物音が一段と騒さわがしくなる。それは羽は音おとであり、大地を踏みしめる音であり、体を顫せん動どうさせる音であり、顎あごを刃を爪つめをかき鳴らす音であり、これから始まる殺さく戮りくの宴うたげに歓喜する声であった。

　闘とう真まはクレールを抱きかかえて逃げることをあきらめた。少女の体を地面に下ろす。ずっと背後から息をのむ気配が伝わってきた。

　代わりに手に持ったのはクレールの長刀だ。

　──由ゆう宇うは二度と使うなと言ったけど。

　クレールの長刀を手に取った。

　──これは本物の鳴なる神かみの尊みことじゃないし。

　それは単なる言い訳なのかもしれない。

　──だがこのままではどちらにしても今ここでみんな死ぬ。

「無理です。逃げなさい！」

　スヴェトラーナの声は思ったよりも近い。グラキエスをつぶしながら、追いついてきたのか。

　両手で上段に構える。正面に見据えるのはグラキエスの群れだ。鉈なたでは感じることのできない力がみなぎる。禍まが神がみの血ちがたぎるのを感じる。

　その力を刃に乗せて、渾こん身しんの力を込めて振り下ろした。巻き込んだグラキエスの数は数体。しかしその数十倍もの数が、刃の直線上から退いた。

　砕けそうなほど強くかみしめた奥歯の音が、ぎちりと脳の奥で鳴った。

　──届かない、か。

　軍勢を二分したクレールに比べると、己の刀はなんと慎つつましいことか。百や二百退けたところでなんの意味がある。

　長刀はクレールに合わせて作られたものだ。言い方を変えれば峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうが鳴神尊を模して作った模造品にすぎない。闘真の力が十全に出ないのは当然とも言える。

　それでも闘真は納得しない。クレールは目の前の敵すべてを一時的にせよ退けた。

　思わずあとずさりしそうになる体を、思いとどまらせる。足下には守らなければならない少女が昏こん倒とうし、うしろにはスヴェトラーナやアリシアや村人達がいる。

　逡しゆん巡じゆんは数秒の出来事だ。しかしそのわずかな時間に、闘真が切り裂いた空間はあっというまにグラキエスで埋め尽くされた。グラキエスに躊ちゆう躇ちよする理由はなくなった。

　──ボオオオォォォォォン。

　クルメンが号令の合図であるかのように鳴き、万の軍勢が一気に押し寄せた。

　闘真は足下にクレールを置いたまま、長刀を休みなく振り回した。正面からくる巨大な口を叩たたき伏せ、横から突とつ撃げきしてくる刃のような顎を両断し、前方へ大きく踏ふみ出すように横へなぎ払い数体を葬ほうむり去る。

　その戦いぶりは鉈のときとは雲うん泥でいの差だ。いまの闘真なら数百は相手にできるだろう。しかしグラキエスの数はさらにその数百倍。闘真に襲おそいかかるものはほんの一部で、そのほとんどは背後の難民達へと向かっている。

　いまの闘とう真まはイナゴの大軍に巻き込まれたような有様だが個体の大きさが違う。人かそれより大きな個体がほとんどだ。ただ一人、足下のクレールを守るのが精一杯だ。

「逃げてください！」

　背後に向かって叫ぶ。この大軍はもはやスヴェトラーナの力をもってしても止めるのは不可能だ。アリシアだけで百人以上を守り、グラキエスから逃げ切る。それはもう夢物語になりはてた。

　それでも闘真が戦い続けるのはあきらめることを知らないからだ。かつてあきらめた少女に言った言葉を無意味なものにしないためだ。それこそが闘真が持つ数少ない矜きよう持じの一つであり、闘真を闘真たらしめるものであった。

　──あきらめるな。まだ何かあるはずだ。

　無数のグラキエスを葬ほうむり、少なくない攻こう撃げきを受け、それでも闘真は立つ。純然たる思いが少年を動かす。いまここで死ねない。死ねば地下に閉じこもった孤独な少女を救うことができなくなる。

　雑念が消えたことにより、あるいは純然たる一つの雑念により闘真が振るう刃は鋭くなる。徹てつ底てい的てきに無む駄だがそぎ落とされただけでは説明のつかない速さを得る。いつしか闘真を中心とした刃が届く球状の領域には、何者をも存在を許しはしなかった。

　しかし自分自身で悟ったように、闘真の戦力は対個人に向いていた。己のテリトリーを殲せん滅めつできても、その領域外は無力に等しい。無数のグラキエスが難民やスヴェトラーナに襲おそいかかる。その程度では状況になんの改善もありはしなかった。

　遠くでスヴェトラーナとアリシアが何かを叫んでいるが、無数のグラキエスの音にかき消され、なにも聞こえる状況ではなかった。

　大群は闘真のテリトリーさえ侵略していく。いつしか闘真の体に傷や打だ撲ぼくが増えていく。それでもその場を一歩も動かなかった。動くわけにはいかなかった。

　体のどこが痛いのか解わからないほど傷が増え、自分が刀を振っているのか、倒れているのかすら判別できなくなった。振っている長刀がグラキエスを切り裂いているのは、すでに偶然に近い。痛みに視界はぼやけ、意味をなしていない。

　何十、何百を斬きったか。グラキエスはいっこうに減らない。ついには立つことすらままならなくなり膝ひざをつく。

　グラキエスはいっせいに闘真に襲いかかる。さながら疲れた獲物を狩る狼おおかみのように。

　異変が起こったのはそのときだった。







　闘真は反射的にクレールに覆おおい被かぶさるように伏せていた。そんなことをしてもなにもならない。解わかっていながらも体は勝手に動く。

　グラキエスの攻こう撃げきを覚悟し体をこわばらせていたが、いくらたっても痛みや衝しよう撃げきは訪れなかった。

　ふいに視線を感じそちらを見ると、いつのまにか目を覚ましていたクレールと目が合った。感情のない目がじっと闘とう真まを見つめている。

　居心地の悪さとグラキエスへの疑問から、上体を起こすと周囲を見た。

「何が……起こったんだ？」

　闘真の周りにいたグラキエスは例外なく全部苦しんでいた。宙を飛ぶグラキエスは突然制御を失ったかのようにでたらめに飛び、ぶつかっては地面に墜つい落らくする。地を這はうグラキエスもおちつきなく動き回ってはたがいにぶつかり合い、しまいにはグラキエス同士で争いを始める始末だ。

「なんで？　どうして？」

　もしかしてスヴェトラーナやアリシアが何かしたのか。そう思い彼かの女じよ等らのほうを見たが、そこに見えたのは闘真と同じように戸惑い、周囲を見ている女性二人と難民達、それと苦しんだり争ったりしているグラキエスの姿だ。スヴェトラーナもアリシアも狐きつねにつままれたように、突然の異変を見守るしかできなかった。

　ふらつきながらも立ち上がったクレールが、闘真の袖そでを引っ張りクルメンのほうを指さす。クルメン周辺のグラキエスにそのような変化は見られなかった。さきほどまでと同じように、地を這い空を飛びこちらに近づく。

　しかしそれもまもない時間だ。近づいたグラキエス達は次々と同じような症状を引き起こす。どうやら闘真達に近づくと、そのようなことになるらしかった。

「何が起こったの？」

　グラキエスの異常以外、他に変化らしい変化はない。

　戸惑いながらも闘真はクレールを連れ途中で落とした長刀を拾い、難民達のほうへ向かう。周辺ではグラキエス達が苦しんでいるか争っている。飛び火のようにグラキエスの攻撃が闘真へ向かうときもあるが、かわすのはたやすかった。

　闘真が難民達のところにたどり着いても、状況は変わらない。グラキエスはたがいにつぶし合い、数を減らしていく。

　スヴェトラーナはクレールのもとに駆け寄ると、その無事を確かめてほっとした顔をする。

「これはいったい？」

　闘真の問いにスヴェトラーナは首を振るだけだ。

「私にも解りません。突然苦しみだしたんです」

　次にアリシアに聞こうとした闘真は、彼女に自分達とは別の種の戸惑いを見て取った。

「この音、何かしら？」

　その口から発せられた疑問は、闘とう真ま達のそれとはまったく別のものだった。

　視線をグラキエスから外し、針葉樹林の奥へと向けた。集中した顔で耳をすましている。しかし闘真にはアリシアが気づいた音がなんなのか解わからない。スヴェトラーナもかぶりを振って聞こえないという意思表示をする。ならばこの音は五感が強化されたアリシアのみに聞こえるものなのか。

「音？　音ってなんの音ですか？」

　突然林の中から一匹の巨大なグラキエスが、苦しみながら現れた。さきほど闘真が襲おそわれたオースの仲間であったが、その大きさはゆうに倍はあった。苦しみ暴れるだけで周囲に多大な被害をもたらす。

「ちょっと、冗談でしょ！」

　アリシアが銃を続けざまに撃うち頭部へひびを入れ、スヴェトラーナの髪がひびの隙すき間まからオースを貫いた。核が炭素に触れてしまったオースはそのまま砂のように崩れていく。

　そのとき見えたものに全員が驚おどろく。まったく予期しないものが見えた。

　崩ほう壊かいするグラキエスの向こうに一人の人物が見えた。見覚えのない人物だ。古びたコートに身を包み、頭や手のひらに包帯のようなものを巻いている。その姿はまるでホラー映画に出てくる透明人間だ。

　あまりにも場違いな姿の人物を前に、闘真はしばし凍り付く。相手も闘真の姿を見てなにか驚いている様子だった。

　男は手に持っている金属片らしきものを腕を交差させてぶつけては鳴らしている。いや鳴らしているはずなのだが、音らしい音は不思議と聞こえてこなかった。ただなぜか心の奥底がざわめく。落ち着かない不快な気分がわきあがる。

　しかし異変は闘真の心理よりもグラキエスに対して劇的であった。聞こえない音を鳴らすたびにグラキエス達はさらに混乱し苦しみだす。

「いまのうちに逃げるんだ。早く！」

　男の声を聞いた闘真の驚きは男の姿を見たとき以上だった。

「逃にげろって言ったの？」

　何を言っているのか理解できた。いまの言葉は日本語で発せられた。そのあと男は慌あわてたようにロシア語で言い直す。

　それからのスヴェトラーナの行動は素早かった。すぐさまアリシアや闘真、兵士に指示を飛ばし態勢を立て直した。己はしんがりを守りながら、先導はアリシアに任せ難民達をグラキエスの活動範囲外へと誘ゆう導どうする。

　追ってくるグラキエスはアリシアの射撃とスヴェトラーナの髪の槍やりが撃げき墜ついした。グラキエスが追いついても男の聞こえない音に惑わされて、退治するのはたやすかった。




　　　　　　　　８




　林の横断を強行する。グラキエスは脅きよう威いだが同じくらいに脅威なのは雪の山道だ。ルートを見誤れば雪崩なだれに遭そう遇ぐうしかねないし、道に迷いかねない。雪は深く体力のないものは、いまにも倒れそうになる。兵士や若い男が先を歩き雪道を踏ふみならすが、それでも悪路であることには変わりない。なによりも問題なのはグラキエスから急いで逃げるあまり、荷物のほとんどを置いていかなければならないことだった。

「ここでいったん休みましょう」

　グラキエスの進路コースから数キロ離はなれたところで、スヴェトラーナは提案する。避ひ難なん民みんが思い思いの場所に腰を落ち着けて休んだのを見届けると、闘とう真ま達は何食わぬ顔をしてついてきている包帯男に目をやった。

「あれ？　なんでそんな目で見るのかな？」

　包帯とコート姿の男は外見の不気味さに相反して、軽い口調で話しかけてくる。顔こそ解わからないがその話し方に、闘真とアリシアは、男をいぶかしげに見た。

「日本語解るんですか？」

「あなた、どこかで聞いたことある声なんだけど？」

　二人の問いに男は首をひねる。

「あ、あれ？　解らない？　ああ、そうか」

　男は帽子をぬぐと包帯のように巻いていたぼろ切れを顔からはずす。その下から現れた顔を見て闘真は驚き、アリシアはやっぱりとつぶやきながらかぶりを振る。

「じゃーん、はい、僕でした。ちなみに八や代しろ一はじめって名前なんだけど覚えてるかな？」

　両手を広げてポーズを取る軍人──八代にみなは無反応だ。呆ぼう然ぜんと言うよりはしらけた雰ふん囲い気きに、八代はすごすごとポーズをとく。

「いやあ、闘真君の姿を見たときはさすがに我が目を疑ったよ。ちょっと呆然としてたらグラキエスがまた活動を始めちゃって、慌あわてて阻そ止ししたんだけど」

　そう言って両手に持っていた金属片──クナイを回している。

「あなた、あのとき何をしたの？」

　八代の正体以上に全員が知りたいことだった。

「いやあ、基地から逃げるときにやぶれかぶれに使った技がね、なんだかグラキエスを混乱させたみたいで」

　まいったなとのんきに笑う八代だが、

「雷らい鳴めい動どう。確かクナイを使った音の技でしたね。人だけでなくグラキエスにも効果があるとは驚きです。門外不出の技だと聞きましたが」

　スヴェトラーナの一言に、八や代しろは表情をわずかながらもこわばらせる。

「い、いやあなんのことかな。らい、らいなんだっけ？　ほら、僕にも立場ってものがあるから、むやみに口外するわけにはいかないんだよね。あんなのをみだりに他人に見せたとバレたら実家の……」

　そこまで言ってまだ余裕を保っていた八代の表情が完全にこわばる。スヴェトラーナの顔を見たまま硬直し、次の瞬しゆん間かんには闘とう真まやアリシアが見たこともないほど真顔になった。

「スヴェトラーナ・クレール・ボギンスカヤさんですね」

　スヴェトラーナを見ると八代はうやうやしく頭を下げる。

「あなたの命がけのメッセージはＡＤＥＭが受け取りました。あなたのメッセージがなければ、ＡＤＥＭの行動はもっと遅れてたでしょう」

　スヴェトラーナは小さく微ほほ笑えむ。

「よかった。ビデオ映像は届いたんですね。ＡＤＥＭに届いたのは幸運でした。司令はいまも伊だ達て真しん治じさん？」

　差し出されたスヴェトラーナの手をとり握手をした。

「ええ。ビデオを見て驚おどろいてましたよ。二十年前と変わらないって」

「伊達さんはお元気ですか？　自分に厳しい真ま面じ目めさはあいかわらずかしら？」

「部下に厳しくも昔からですか？」

「そういうところもあいかわらずなのね」

　スヴェトラーナは昔を懐なつかしむように目を細める。しかしそれもほんの一時で、すぐに険しい表情で八代を見る。

「あなたがいた場所は軍事施設といいましたね？　それはクラスノヤルスク中央基地ですか？　旧ツァーリ研究局のある？」

「そう、そこです」

　動揺を隠す八代に、闘真が耳打ちをする。

「来ているんですか？」

　誰だれがとは言わない。

「もぐらのお姫様？　いいや、来ていないよ」

　それでも八代には通じた。答えはすばやかった。

「そうですか……、いえよかったです。ここはひどい場所だ。彼女に来てほしくない」

「おたがい情報交換する必要がありそうだね」

　不敵に笑う八代の襟えり首くびをアリシアがつかんだ。

「そうね。きりきりと喋しやべってもらうわよ」

「え、なんで？　なんで僕が尋問されるみたいになってるの？　ねえ、アリー？」

「最初に言っておくけどあなたに黙もく秘ひ権けんはないわよ。あと気安く名前で呼ばないでくれる？　運転手さん」

「だから僕は運転手じゃないし、アリーでいいって言ったのは君のほうだし」

　抗議する八や代しろをテントに引きずっていくアリシアのうしろ姿を見て、スヴェトラーナは頰ほおに手を当てる。

「アリーと彼、ずいぶん親しそうですね」

　普ふ段だんより目を輝かがやかせてスヴェトラーナはつぶやいた。







「それでイワンに騙だまされた僕達は地下洞どう窟くつの中を逃げてきたんだけど、岸きし田だ博士とははぐれちゃってね。僕も何百体ものグラキエス相手じゃ情けないことに逃げるしかなかった。でも洞窟の中じゃ逃げ切れるわけもないし、そのときやぶれかぶれにん、んん、んーを使ったんだけど、なぜかグラキエスが混乱したんだ。本当は人間の感覚を狂わせる技なんだけどね」

「雷らい鳴めい動どうってはっきり言ったらどうなの？」

「黙もく秘ひします。あとはもう必死に洞窟の中を逃げたよ。外に出られたときは不覚にも涙がこぼれそうになったなあ。ただ寒さで死にそうになった。途中で山小屋見つけてコートとぼろ切れを拝借したわけ。はい、僕の事情はこれでおしまい」

「ずいぶんとざっくりした説明ですね」

　スヴェトラーナの探るような視線に、八代は乾いた笑いで答える。

「アリシア、あなたが一番とても親しそうだから聞きますが、この人物はどのような人間ですか？　端たん的てきに問うなら有能か無能か、信用できるか否いなかですが」

「いやいやいや、信用できるよ。ねえ闘とう真ま君」

「僕、あまり親しくないから解わからない」

　そう言って闘真は申し訳なさそうに顔をそむける。

「ただのミスター伊だ達ての運転手よ。あと親しくないから」

　裏切られた顔をしている八代に、アリシアがとどめを刺した。

「八代一はじめ……。雷鳴動を使いこなしていることから察しても、あなたは真まな目め八はち陣じん家けの一つ、八代家の長男ですね？」

　ふいの一言がおどけた顔の八代をこわばらせる。しかしそれもあるかないかの時間だ。

「黙秘します。八陣家なんて単語、僕は知りません」

「なんでも長兄なのに八代家を継げず、あとから生まれた者にその座を奪われ、十年ほど前に遁とん走そうしたとか」

「えーとその言い方はちょっと承服しかねるといいますか、僕は争いを避さけてみずから身をひいたと解釈してもらえるとありがたいかなと。あと遁走って。せめて家出って言ってもらえませんか。十五の夜だったんですから」

「あなたの名は勝かつ司しさんからも聞いたことがあります。まだ彼が十二、三歳の頃ころに。チェスは結局、どちらが強かったんですか？」

　八や代しろの中でスヴェトラーナに関する知識が書き換えられる。蛟みずちと関かかわっていたから真まな目め家けに関する情報は持っていると思ったが、自分と勝司との間に、昔、交流があったことまで知っている。これは真目家の中でも知っている人間は少ない。たぶん真目麻ま耶やでも知らないだろう。やっかいな人物だという認識が強まった。遺産技術だけでなく真目家の内情にも詳しい人間はそうそういない。

「なのにＡＤＥＭで伊だ達て司令の右腕を担になっている。なるほど、八代一はじめとはそのような人物ですか。とても興味深いです」

　スヴェトラーナは得心がいったのか、何度もうなずいている。八代は居心地が悪そうに頭をかく。ごまかすように笑ってみせるが、当惑しているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「運転手、一つ確認するけど、あなた、ＡＤＭＥの人間よね？　ミネルヴァの創立者と話しているのに、そんなにへらへら笑ってていいの？」

「昨日の敵は今日の友、人類皆兄弟、世界が平和でありますようにが僕の信条だよ。ここは手に手を取りあって協力する場面じゃないかな」

「確かにうさんくさい人ですね」

　スヴェトラーナがぽつりと言う。

「しかしイワン・イヴァノフですか」

「知ってる？」

　すでに旧知のように話しかける八代に、スヴェトラーナは気にした様子もなく微ほほ笑えみさえ浮かべて肯定した。

「ええ、よく知っています。ツァーリ研究局にセルゲイ・イヴァノフの後継者としてロシア中から集められた天才児達の一人です。とは言ってもセルゲイ・イヴァノフに後継者を育てるつもりはなかったようですが。知恵の回るモルモットくらいにしか思っていなかったでしょう。けれどイワンの坊やが生きていたのは意外でした。十二年前に……」

　そこでスヴェトラーナの言葉が止まる。必死に何かを思い出そうと眉み間けんにしわをよせているが、あきらめたようにかぶりをふった。

「忘れてしまいました」

　スヴェトラーナの頭にある旧型ブレインプロクシは脳細胞を破は壊かいする。失われた記き憶おくはもう戻らない。そのようなことを八代に説明した。

「ところで雷らい鳴めい動どうは誰だれかに伝授することはできますか？　グラキエスに対抗できる数少ない手段です」

「一いつ朝ちよう一いつ夕せきには無理ですよ。雷鳴動は門外不出の術ですよ？　僕がやってるから簡単そうに見えるのかもしれないけど、これは八はち陣じん家けの中でも……」

「運転手、雷らい鳴めい動どうって言っちゃってるわよ」

「ためしにもう一度見せてもらえませんか？」

　八や代しろは迷う。出し惜しみをしているわけではない。見せたところでマネできるものではない。怜れいとて習得するまでそれなりに手こずっていた。もし一目で習得できる人物がいるとすれば、人体の動きを完全に解析する頭脳を持った由ゆ宇うくらいのものだろう。

　スヴェトラーナは真しん摯しな眼まな差ざしを向けてくる。いまここでのぞみを聞いて友好を深めるのも大事なことだ。

　──岸きし田だ博士や舞まい風かぜ君を助けるのに協力者は絶対必要になる。しかたないか。

　八代は腹をくくるとクナイをどこからか取り出した。

「解わかりました、一度だけです。あと実家には絶対内ない緒しよにしてくださいよ。僕、殺されちゃいますから」

　冗談めかして笑い、八代が立ち上がるとスヴェトラーナも立ち上がった。

「では私に向けて放ってください。五感を狂わせるというものを一度体験したほうが感覚はつかめそうです」

　本当にいいのかと問う八代に、アリシアは肩をすくめるだけだ。

「じゃ、じゃあいきますよ」

　八代はためらいを感じつつも雷鳴動を放った。両手に四本ずつ持ったクナイを羽ばたくように交差させる。八本のクナイがぶつかりあい指向性を持った特殊な音を発する。聴ちよう覚かくを狂わせ平へい衡こう感覚をうばい相手を混乱させる。雷鳴動とは本来そういう技であった。

　雷鳴動の音を受けたスヴェトラーナがのけぞる。平衡感覚を失い、その場に膝ひざをついた。

「ちょっとスヴィータ、無む茶ちやしないで」

　アリシアが慌あわててかけより、スヴェトラーナに肩を貸した。

「大だい丈じよう夫ぶです」

「八代さん？」

　闘とう真まが驚おどろいた顔で見ている。何をいったいそんなに驚いているのか。八代には解らなかった。雷鳴動に驚いたわけでもスヴェトラーナにためらいなく放ったことに驚いたわけでもなさそうだ。

　そのとき八代の全身に悪お寒かんが走る。体中にナメクジが這はっていくようなおぞましさだが、同時に震ふるえるような甘美をももたらした。

　反射的に見た己の体になぜ闘真が驚き、いまのような悪寒を感じたのか理解した。八代の体全体にスヴェトラーナの髪が巻き付いていた。つま先から指先にいたるまで螺ら旋せん状じように巻き付いた髪が、蛇へびが這うように引いていく。やがて髪はスヴェトラーナのもとへ戻っていった。

「いつから髪が？」

「雷鳴動を放つ少し前からですよ」

　数分は聴ちよう覚かくや平へい衡こう感覚が狂わされるはずであるのに、スヴェトラーナはもう己の両足で立っていた。

　その前に髪がうねり螺ら旋せん状じように動き、一人の人間の形を作る。

「まさか、それって……」

　髪で作られた人間が動く。両腕を広げ羽ばたくように胸の前で交差する。その動きは雷らい鳴めい動どうそのものであった。

「動きはトレースできました」

　さらに髪はうねりスヴェトラーナの四し肢しへと巻き付いた。彼女がやろうとしていることはあきらかだ。髪と己の四肢を連動させ雷鳴動を習得しようとしている。

　八や代しろは自然とクナイをスヴェトラーナに渡そうとしていた。しかし彼女はそれを手で制す。

「私には必要ありません」

　そう言った彼女の手の中で髪が束となり一つの形を作ろうとする。数秒を待たずして髪で形成された八本のクナイが両手に生まれていた。

　スヴェトラーナが八代の動きを覚えた髪に従い、両手を広げて羽ばたく。正面にいた八代はのけぞり、よろけ、立っていられなくなりその場に膝ひざをついた。

「さすがにオリジナルには及びませんね。六割程度の威力でしょうか」

　スヴェトラーナの物言いは少し残念そうだった。もう少しうまく再現できると思っていたらしい。

「たいしたものですね。二十年前の遺産技術だとはとても思えない」

　八代は目を細めて賞賛する。

「それほどでも。しょせんオリジナルにはかなわない拙せつ技ぎですよ」

「ははは、謙けん遜そんしなくていいですよ。っていうかしないでください。さっきも言いましたけど、僕は習得までに何年もかかったんですから。謙遜されると逆に悲しくなります」

「私はこの遺産技術を二十年使っています」

　柔らかく微ほほ笑えんでスヴェトラーナはまだふらつくと言って腰をおろした。その言葉が八代には一番驚きよう異いに感じた。

　ミネルヴァの一員としてつねに遺産技術が集つどう戦せん闘とうの最前線に立ってきたのなら、彼女の技量は死闘と経験がもたらしたものだ。一いつ瞬しゆんで雷鳴動を習得したのではない。二十年の蓄積があるからこそなしえたことだ。

　その血のにじむような経験を微笑みながら悟らせた。だから一度で習得されたと思い悔くやしがる必要はないのだと言っていた。

　──これはなかなか手て強ごわいなあ。

　遺産の狂気を使いこなしてきた人間。そのような人物を八代はほとんど見たことがない。知る限り峰みね島しま由ゆ宇うと環たまきあきらくらいだろう。さらにスヴェトラーナには二十年間使い続けたという膨ぼう大だいな経験がある。なにより正気を保っているのだ。

「でもこれでグラキエスを狂わせる雷らい鳴めい動どうは二つ出せることになりました。戦術の幅が広がります」

「そうね。運転手にはより危険なほうに行ってもらおうかしら。本家本元の威力を見せてもらわないと」

「え、また僕貧乏くじ？　まだ運転手あつかい？　どっちも勘かん弁べんしてほしいな」

　内心の思いを隠して八や代しろは軽く笑う。その横で考え込む顔をしている闘とう真まがいた。

「闘真さん、どうかしましたか？」

「うん、ちょっと気になることがあって」

　全員の意識が闘真に集まる。

「雷鳴動でグラキエスがおかしくなるって、それでいいのかな？」

　思いもよらない疑問に三人は顔を見合わせた。

「仲間内で争いを始めるんだから、おかしくなったんじゃないのかい？」

「でもあれが自然の姿なんじゃないの？　グラキエスに自然の姿ってのもおかしいけど」

　闘真の言葉の真意が解わからず、八代もアリシアも疑問を否定した。

「だって無機物生物なんでしょう？　みんな一いつ緒しよに襲おそってくるほうがおかしいよ。ライオンとゾウとシマウマが協力しあうようなものなんじゃないの？　思い出してよ。僕達が初めてグラキエスに遭そう遇ぐうしたとき、彼かれ等らは協力し合ってた？　争ってたよ。グラキエスって一つのくくりにしちゃってるけど、それって本当は間違ってるんじゃない？」

「なるほど、闘真君らしからぬするどい意見だ」

　八代はほがらかに失礼なことを言う。

「生態系があるにもかかわらず、なぜかそれを無視した一つの意思の統一がある。そういうことですね」

　スヴェトラーナが簡潔にまとめた。

「ともかく八代さんの話が本当だということになると、私達の計画も変更せざるを得ませんね」

「計画？」

「基地の占拠です。地下にそんなグラキエスの巣があるのなら、占拠する意味はありません。トラの巣に飛び込むようなものです」

「リバース一人で行かせたけど、もしかしたらいまごろ死んじゃってるかもね」

　さらりと言うアリシア。

「いやいや、待ってよ。誰だれだか知らないけど仲間なんでしょ。心配してあげたほうがいいんじゃないかな？　彼だっていまごろきっとがんばってるよ、うん」

　写真でしか見たことのない人物を八代は必死にかばう。

「それに基地に行く意味はある。いや、行くしかないと言うべきかな」

　スヴェトラーナの目がじっと八や代しろを見つめている。

「まず第一にイワン・イヴァノフはグラキエスを操っていた。この方法は危険を冒おかしても探る価値がある。第二に状況はひどくなる一方で、僕達が行方不明になったことで伊だ達てさん……ＡＤＥＭも強固な姿勢で対応するはずだ。たぶんＬＣ部隊の介入がある。基地周辺にいれば彼かれ等らと合流できるかもしれない。さらに基地にとらわれてる僕の仲間を救出しないことには、僕は日本に帰れないよ。どの面つら下げて伊達さんに報告しろって言うんだい？　それに基地の外にいてもグラキエスはやってくるし、寒いし疲れたし暖かいベッドで寝たいし、僕としてはさくっと基地を占拠して、穏おだやかな時間をすごしたいよ」

　最後のほうはやけくそ気味だった。

「日本には虎こ穴けつに入らずんば虎こ児じを得ずという諺ことわざがありましたね」

　スヴェトラーナは少し離はなれたところで固まっている人々を見る。ヴォルグは他の子供と雪玉を投げて遊び、それを見ている大人達は力のない顔でそれでも笑って見ていた。最初に救った赤ん坊は、グラキエスに子を奪われた母親の腕の中ですこやかに眠っていた。

「どの道を選んでも彼等が危険であることには変わりないのですね」

　ずいぶん優しいことを言う。ミネルヴァの創立者とは思えない言葉だ。伊達の話からもっと冷静で苛か烈れつな性格を想像していた八代には、彼女の姿は違和感の塊かたまりだった。

「解わかりました。休憩が終わった一時間後に出発します」

　決断は早かった。それだけは抱いていた印象と一致していた。







「八代さん、聞きたいことがあるんですけど」

　スヴェトラーナとアリシアが離れたとき、闘とう真まが話しかけてくるのは予想済みだった八代は、落ち着いた態度で笑顔を見せる。その用意周到な笑顔こそがうさんくさいと言われる要因の一つなのだが、だからといって無ぶ愛あい想そうにする必要もない。

「やあ、闘真君久しぶりだね。元気だった？」

「はい、お久しぶりです。っていうか、そんなに久しぶりでもありませんけど。あの、ＬＣ部隊が来てるんですか？　それはつまり遺産事件ってことですよね？」

「君が心配しているのはもぐらのお姫様かい？　あいにく僕には知りようがないな。最初の調査メンバーは岸きし田だ博士と六りく道どう舞まい風かぜ、それに僕の三人ってのには噓うそがないよ。ただ今後やってくるメンバーの中に彼女がいないとは限らない。まあ、あの様子だとこない可能性も高いと思うけど」

　八代が最後に見た由ゆ宇うは地下に閉じこもっている姿だ。閉へい鎖さ的てきな性格に拍車がかかったように思える。その原因は目の前の少年なのだろうと想像はついたが、いまは言及を避さけた。それよりも知らなければならないことは山ほどある。

「あとで話があるんだけどさ、いい？　ほら日本人同士のほうが気安く話し合えるでしょ」

「内ない緒しよ話ばなしですか？　でも僕たいした情報知りませんよ」

「君自身がたいした情報と思っていなくても、君自身の行動から導き出される周囲の思惑はたいした情報なんだよ。いい加減気づこうよ、闘とう真ま君」

「あ……、すみません。そうですね。八や代しろさんの言うとおりです。僕はまだ自覚が足りないみたいです」

　八代が知っているのは闘真が不ふ坐ざと行動していたということだけだ。どのような経緯でロシアに来てアリシアやスヴェトラーナと行動しているのか聞かなくてはならない。

「こっちに来たのはいつ？」

「ロシアに来たのはもう十日以上前です」

「十日……」

　ミネルヴァのメンバーとロシアで行動している情報はなかった。つまり隠いん蔽ぺいされているということだ。

「どうしてここに来たんだい？　従い兄と弟この女の子連れて観光するならもっといい場所があるはずだよ。たとえば、ええとうーん、熱あた海みとか？」

「いえ、観光じゃないです」

「いや、そのジョークに真ま面じ目めに返さないでくれよ……」

　少し寂しそうな顔をする八代に気づかず、闘真はここにいる経緯をかいつまんで話す。

「そうか。勝かつ司しさんが……」

　闘真の情報の隠蔽工作をしたのは勝司だろう。ＡＤＥＭや真まな目め麻ま耶やの情報網もうを騙だませるとしたら、勝司か不坐くらいしか思いつかなかった。問題はなぜ勝司が闘真をスヴェトラーナに会わせたのか。あるいはロシアに行かせたのか。そして不坐はなぜそれを黙もく認にんしたのか。

　グラキエスは勝司にも不坐にとっても想定外に違いないと半ば直感的に思った。闘真達が直面した問題は一歩間違えれば、闘真とクレールという真目家の重要人物のあっけない死につながる。

　八代は少し離はなれたところでアリシアと話しているスヴェトラーナを見た。

　──彼女がキーだろうなあ。

　闘真とスヴェトラーナを接触させようとした勝司は何をもくろんでいるのか。

　不坐はなぜ黙認したのか。

　そして今、この状況になって彼かれ等らはいったいどう動くのか。

「どうしたんですか、難しい顔しちゃって？」

　脳天気に聞いてくる闘真には呆あきれるを通り越して感心してしまう。ここまで周囲の状況に無む頓とん着ちやくなのは一種の才能かもしれない。

　──そういや萩はぎ原わら君は面おも白しろいことを言ってたな。どうしてるかな。

　鳴なる神かみの尊みことの継承者は最強の殺さつ戮りく者しやであるが故ゆえに、己の身の危険に無む頓とん着ちやくなのだと、萩はぎ原わらが苦々しげに言っていた。彼らしい皮肉の効いた解釈は一面の真理をついている。坂さか上がみ闘とう真まの無頓着さ、マイペースさは性格ではなく性質なのだ。

　アリシアは耳がいい。ここでの会話などすべて筒抜けだろう。それでもいまはかまわない。闘真達に出会えたのはこの上ない僥ぎよう倖こうだった。

「いやあ、君達に会えてほんとによかったよ」

　いまは目の前の問題が大きすぎるが、勝かつ司しの目的を無視していいわけではない。そういう意味では絶好の相手だった。

「はあ、そうですか」

「闘真君、それはないでしょ。そこは僕も八や代しろさんに会えてよかったですって言うところじゃないかな？　社交辞令でもさ」

「じゃあ、僕もです？」

　スヴェトラーナと話していたアリシアが、うつむいて笑いをこらえているのが見えた。







「みんな出発の時間よ。さあ立ち上がって」

　きっちり一時間後、アリシアの号令に全員がのろのろと立ち上がる。

「ほら元気出して。これから向かうのが軍事基地です。そこでみなさんを保護してもらいます。きっと熱々のボルシチや暖かい布ふ団とんが待ってるわ」

　少しだけ明るい雰ふん囲い気きになった。しかし彼かれ等らの体力がほとんどないことはあきらかだ。あとどれだけ歩き続けていられるかも怪しかった。

「クレール、見張りはもういいよ」

　闘真が空に向かって叫ぶと、白い物体が音もなく落下し、地面の白い雪を巻き上げた。突然目の前に出現した少女──クレールを前にして八代は目を白黒させながら空とクレールを見比べる。

「え？　あれ？」

「グラキエスはいた？」

　八代の混乱をよそに闘真が問いかけると、クレールは首を左右に振る。そのたびに母親譲ゆずりの亜あ麻ま色いろの髪が左右に揺れる。

「クルメンもオースもフロスもペルティカもいない」

「そうか、よかった。見張り大変だったでしょう」

　闘真が毛布をかぶせるとクレールは、いつも通りふるふると首を横に振る。

　多少風変わりではあるものの、仲の良い従い兄と弟こ同士に見える。

「……ん？」

　だが八や代しろはそのときなぜか小さな違和感を覚えた。二人の所せ為いだろうか、それとも話の内容か。なにに違和感を覚えたのかすら解わからない。だが八代の胸の奥に、今の会話から得え体たいのしれない小さなしこりが生じたのは確かだ。

　しかし八代の思いをよそに闘とう真ま達は出発した。

　百人以上の民間人を引き連れて、旧ツァーリ研究局へと歩き出す。そこから少し距きよ離りをとった位置で、アリシアはスヴェトラーナにそっと耳打ちした。

「スヴィータ、ねえ、本当にこれでいいの？」

「何がですか？」

「あなたはクレールを連れて逃げるべきよ。母親ならね。あなた達の足ならグラキエスから逃げ切ることができる」

「この人達を見捨ててですか？」

　スヴェトラーナが背後を見る。百人以上の行き場を失った人々が、憔しよう悴すいしきった様子でなんとか歩いていた。それはスヴェトラーナがどんなに異形の姿を見せたとしても、自分達を守ってくれる行動を信じ、言葉を信じているからこそできることだ。

「そうよ。あなたに彼かれ等らを守る義務はないはず。さっきだってクレールは危なかった。あなたいつまで自分の娘を赤の他人の盾たてにするの？　どれだけ危険にさらすつもりなの？」

　アリシアの厳しい、だが正せい鵠こくを射た言葉にスヴェトラーナはうつむき、ただ唇くちびるをかみしめた。

「解っています」

「ごめんなさい。あなだたってつらいわよね」

　スヴェトラーナも最初からクレールを戦わせることを選んだわけではなかった。ひとたび闘たたかいが始まれば、クレールは旋せん風ぷうのように駆けていく。止める間もない。

「でもやはり私は間違っていたのでしょう。次は戦わせません」

「どうやって？　あの娘は誰だれの言うことも聞かないわ。こと戦せん闘とうに関しては特に。さっきみたいな危ない橋を、これから何度も渡ることになるわよ。あんな幸運はそう何度も訪れないわ」

　言外に闘真が守り、八代が現れなければクレールは死んでいただろうと含ませる。

「本音を言うわよ。私はここで何も解らないまま犬死にする気はさらさらないの。だから、さっき言ったようにこんな状況からは一刻も早く脱出するつもりだった。でも、あなたが小さいヴォルグを連れて帰ってきたとき、あなたは村人達を見捨てられないって悟ったわ。生まれ育った村を戦争で焼かれたあなたが、同じように故郷を失った人々を見捨てられるわけがない。それは解るの。でもやっぱりあなた少し、いえ、かなりおかしいわ」

「何が、ですか？」

　ためらっているようなアリシアに、スヴェトラーナはその先をうながす。

「言ってください」

「あなたの行動原理は矛む盾じゆんだらけ。普通、母親ならなにより自分の子供の身の安全を考えるものでしょう？　でもさっきの戦せん闘とう中ちゆう、あなたはクレールの心配じゃなく、他の子供の心配をしたわ」

「そ、そんなことは決して！」

「でも逃げろと言った私の言葉には耳を貸さず、クレールを戦わせた。違う？」

　絶句するスヴェトラーナに、今度は違う方向からの疑問をぶつける。

「そもそも、どうしてあなたは峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうを危険視するの？　それより真まな目め家け、真目不ふ坐ざを憎にくむべきなんじゃないの？　あなたが掲げ持つべきプラカードは遺産技術撲ぼく滅めつじゃなくて、真目家撲滅だと思うのだけど？」

　スヴェトラーナはいったい何を聞かれたのか解わからないとでも言うように、目を見開いてきょとんとしている。

「だってそうでしょう？　夫を死地に追いやり、娘をあんなふうにされたのよ。蛟みずちさんのことは仕方ないかもしれない。でもクレールをあなたから奪ったあげく惨むごい人体実験であんなふうにしてしまったのは真目不坐なのよ。なのにあなたの口から真目不坐が憎いなんて言葉を一度たりとも聞いたことがないわ。感情を抑えているとか、そういうんじゃない。絶対何かおかしいわよ。自分ではなんとも思わないの？」

　スヴェトラーナは常識人に見えて、何かが欠落している。ロシアにきてからスヴェトラーナの行動を見ていたアリシアはそれをずっといぶかしんでいた。

「あなた、もしかして何か大事なこと忘れてるんじゃない？」

「大事なこと……？」

「そう。峰島勇次郎を危険視する何かをね」

「……かもしれませんね。二十年前のことは半分以上忘れています」

　そう言って苦笑するスヴェトラーナに、アリシアの疑問はますます大きくなった。こんなことを少し苦笑する程度ですますだろうか。

　スヴェトラーナは何かが欠けている。大事な何かが抜け落ちてしまっている。アリシアの中でそれが確信に変わる。

　──取り返しのつかないことにならないといいけど。

　アリシアは湧わき上がる嫌いやな予感を、抑えることができなかった。
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　それは屍しかばねと言っていいのだろうか。

　崩れ落ちたグラキエスの体が雪上にうずたかく積もっていた。強い風に吹かれ、舞い上がった雪と共に空の彼方かなたへ消えていく。

　しかし闘とう真まに砕かれてなお、クレールに斬きられてなお、アリシアに撃うたれてなお、スヴェトラーナに貫かれてなお、崩れることなく、形を保つグラキエスがあった。理由はいくつかある。ただの運であったり、特異な個体──たとえば赤い核を二つ有しているものであったり、硬いい外殻が芯しんを守ったりだ。

　いずれにせよ対有機物として生き残った。

　生き残ったグラキエスは空を見上げ、体を震ふるわせる。体中にひびが入る。断だん末まつ魔まのようであったがその真の意味は異なる。

　闘とう真ま達は失念していた。グラキエスには二種類の脅きよう威いがある。

　一つはその個体数だ。一つ一つは闘真達に届かなくても、数の優位性が戦力をたやすく覆くつがえす。それが解わかっているからこそ、難民達を連れてすばやく移動する。

　そしてもう一つ、生命サイクルの短さである。すなわちそれは代を重ねるのが早いことを意味する。わずか一日で十数代を重ねるものもいるくらいだ。

　ＩＦＣと言われる遺産技術の産物を単細胞と見なすならば、いまのグラキエスの多種多様ぶりは、カンブリア大爆発と呼ばれる時代を連想させる。

　単細胞からカンブリアまで有機生物は三十数億年を必要とした。グラキエスはわずか二十年で有機生物の三十数億年の進化を再現したことになる。秒単位のグラキエスの早い生命サイクルがそれを可能とした。

　しかしいまのグラキエスに当初ほどの早いサイクルはない。体の構造が複雑化し、活動時間が延びた。それでもサイクルの早さは、有機生物の比ではない。

　ひび割れ体を震わせていたグラキエスがついに砕け散った。しかし砕け散った破片は砂のように崩れることなく、中央に赤い光点を有した状態で活動を始める。それらは皆、砕け散る前の個体と似た形を有していた。有機生物の自然淘とう汰たと一いつ緒しよである。淘汰され適応し生き残ったものが増えていく。

　闘真達は気づかなかった。

　グラキエスは進化する。その進化は多様だ。ときに刀にも銃にも耐性があるものも生まれ増えるかもしれないのだ。







　　　三章　京都第三条約
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　レポーターはやや興こう奮ふんした口調で、テレビカメラの前に立っていた。

　カメラが左右にパンし、周囲の様子を映し出す。場所は空港の到着ロビーだ。いつもは混み合っている空港も、この日は少し閑かん散さんとしていた。かわりと言ってはなんだが、大勢の警察官とマスコミの姿があった。

　その中の一人であるテレビ局のレポーターは合図を待って、やや大げさな口調で喋しやべり出した。

「明日から始まる国際連合による京都第三条約を取り決める会議のため、各国の代表が次々と入国しています。関西国際空港は警備の警察官八百人という異例の厳戒態勢です。日本の命運を左右するかもしれない会議に、万が一のことが起こってはならない。そのような強い意志をひしひしと感じることが出来ます。みなさんがご存じのように京都条約はＡＤＥＭの組織としてのあり方を決めるものであり、峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの遺産技術の影えい響きようが強い日本では、条約の一つ一つが日本の平和を左右すると言っても過言ではありません。先の海かい星せいの事件により、ＡＤＥＭの、そして日本の立場はとても苦しいものになっています。遺産技術の管理組織として、失しつ墜ついした信用を取り戻せるか。京都第三条約でどこまで遺産技術を管理する権利を得ることができるのか。そこが焦点となります。専門家の間では、いくつかの権利の剝はく奪だつはやむを得ない。そのような意見が大多数を占めています。しかしそれすらも楽観視したものである、という意見も少なくありません。あ、いま中国の代表、楊ヨウ国務委員が到着した模様です。警備のものすごい緊きん張ちよう感かんが、私にも強く伝わってきます」

　ロビーに楊が現れると、取材に来たマスコミがざわめき、警察官が不用意に近づかないように牽けん制せいした。

　カメラマンとレポーターは人混みを避さけて、楊がカメラに収まる位置まで移動すると、再度取材を続ける。

「常任理事国であるアメリカ、中国、ロシア、フランス、イギリスの五ヶ国が、どのような姿勢を取るかが注目されます。安保理下の第三条約は常任理事国のうち一つでも異を唱えれば、決議は成立しません。場合によっては会議が長引くことも考えられます。京都第二条約のときは五日という長丁場でした。今回の会議は前回以上の長丁場が予想され……」
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「できません。あきらめてください」

　私個人ではどうすることもできないのはお解わかりでしょうと言外に含ませ、ロシアの駐在武官、アレクサンドル・ロマンコフは伊だ達ての要求を拒否した。

　岸きし田だ博士、八や代しろ一はじめ、マモンの三人がロシアで行方不明になってから、伊達は連日ロシア大使館に出向いていた。要求はただ一つ、ロシアで起こっている遺産事件のＡＤＥＭ介入の許可だ。

「捜索状況はどうなっていますか？」

　伊達の二の句はいつもと同じだ。そしてロマンコフの返事も予定調和であるかのようにいつもと変わらないものだった。

「進展はありません。しかしご安心ください。我々は全力で捜査に当たっています。無断で基地から外出していない以上、ＡＤＥＭの皆さんは基地のどこかで生きておられると思います」

　言外に勝手に基地の外に出て騒さわぎを大きくしたのではないか。そのような言い方に伊達は無表情で相手を見返す。

「と、ともかく今日のところもお引き取りください」

　伊達は無言で立ち上がると、背を向けた。

「伊達司令がお帰りだ。送って差し上げなさい」

　ほっとした声でロマンコフは部下に命令する。

　外に出ると、伊達は待っていたＡＤＥＭの専用車の後部座席に乗り込む。中では運転手と秘書官が一人、そして朝あさ倉くら小さ夜よ子こが待っていた。

「五日間も長引いたら、人類滅亡が決定してしまうのに。あ、おかえりなさい」

　テレビの音だけに耳を傾けていた小夜子は、やや見当違いの方角を見て微ほほ笑えむ。

「待たせてしまったな。出してくれ」

　発進してから車内はしばらく無言が続いた。腕を組んだまま難しい顔をしている伊達に、誰だれも声をかけることができなかった。誰も大使館での出来事を尋ねない。尋ねなくても伊達の態度が雄弁にそれを物語っている。

「あの娘からの連絡はあれきりか」

　重苦しい沈ちん黙もくを破ったのは、それを作った張本人だった。

　伊達の声は平時と変わらないように思えたが、目の見えない小夜子は声の調子に敏感であり、わずかながらもいらだちの感情が感じ取れた。

「はい」

　秘書官が答える。

「解った。朝倉君、報告を頼たのむ」

　木き梨なしも死亡し、岸きし田だ博士も不在となったいま、ＡＤＥＭのＬＡＦＩを管理できるのは小さ夜よ子こしかいない。自然と伊だ達てと接する機会も増え、そのたびに己の重責に喉のどがひりつく思いだった。

　現在のＬＡＦＩの管理状況、ＮＣＴ研究所の復興のさいの管理体制の見直しと新たなシステムを導入した再構築は、いずれも岸田博士が打ち立てた計画であり、その洗練されたシステムに小夜子は驚おどろくしかない。

　人馬一体という言葉があるが、これは人機一体というべきものだ。人が使うシステムというものが考え抜かれている。合理的で効率的でそれでいて理解しやすい。

「すごいものだろう」

　報告を終えてかけられた伊達の第一声に、小夜子は戸惑った。しかしすぐに岸田博士のことだと理解する。

「はい、これほどのシステムを立案することは並大抵ではありません」

　見た目も性格も穏おん和わな人物からは想像できないほど、鋭い切り口だ。ＮＣＴ研究所の管理から防衛体制、ＬＣ部隊の運用システムまでおそろしく考え抜かれている。唯一岸田博士らしさを感じるのは、守り重視のシステムであるということだ。

「博士はここになくてはならない存在だ。岸田博士ほどの人材は世界に二人といない。見ようによってはあの娘と同じくらい優秀だ」

「行かせるべきではなかったということですか？」

　出過ぎた質問だと思ったが、小夜子は口にせずにはいられなかった。

「そうだな。岸田博士に関しては早計すぎたと後悔している。あの娘を行かせたことも賭かけだ。だがあれから有益な情報は外部からはほとんど集まってこない」

　だから今は待つしかないと言葉を締しめくくる。本当にただ待っているだけでないことは小夜子も理解していた。連日、各地に飛び回って様々な話し合いをしている。何をしようとしているのか解わからないが、伊達は何か手を打っている。

　電話が鳴り響ひびき、伊達が受け取る気配がした。

「そうか、解った」

　十秒にも満たない時間だったが、伊達の気配が変わった。それは喜びとも苦悩ともつかない複雑なもので、小夜子はどのように受け止めていいか困惑する。

「ロシアからですか？　それとも彼女から連絡が？」

「いいや、別件だ」

　伊達は難しい顔をしたまま秘書官に手を伸ばす。しばらくそのままの姿勢でいたが、

「あの、どのような用件でしょうか？」

　秘書官の困った顔に、伊達は初めて自分の失態に気づいた。

「ああ、そうだったな。会議の資料だ」

「本日の会議の資料でいいですか？」

「いいや、明日のだ」

　聞き返す秘書官に伊だ達ての苦笑に似たものを感じ取った。いつも伊達の横にいる秘書官の八や代しろも今はいない。八代なら打てば響ひびくところが、なかなかそうもいかないからだろう。

「それと真まな目め家けのご息女に連絡を取ってくれ。早急に相談したいことがある」

　三人を乗せたセダンが大使館のゲートを出る。麻あざ布ぶ台だいは初夏の柔らかな陽光に彩いろどられていた。世界滅亡の危機にさらされているとは誰だれも思っていない。平和な光景がそこにはある。
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「なんですの、これは……」

　渡された資料を見て麻ま耶やはしばらく言葉を発することを忘れた。それほどまでにＡＤＥＭから届いた資料は衝しよう撃げき的てきな内容だった。

　怜れいはさりげなく麻耶の手から落ちそうになったティーカップを受け止め、一滴もこぼすことなくソーサーの上に置く。

「地球上の全有機生物の存在が消えるまで、一週間、ですって？」

　麻耶がいままで想定したあらゆる厄やく災さいとかけ離はなれたものが、そこには記載されていた。

　核やウィルス兵器を使用した戦争、ＳＡＲＳや鳥インフルエンザ等のパンデミック、隕いん石せきの衝突、温暖化や気候変動による自然バランスの崩ほう壊かい。人類が絶滅の危機に瀕ひんする出来事はいくつも想定されているし、どんなに可能性の低いものであっても真目家には対策案の一つや二つは用意されていた。

　しかし由ゆ宇うが提示した人類滅亡のシナリオ、いや全有機生物滅亡のシナリオはそのいずれでもない。まったく未知の危機で現実味がない。まだ月が落ちてきて地球上の生物が滅亡すると言われたほうが信じられた。

「麻耶様、その程度で驚おどろかれては困ります。もう一つ、信じられない資料が届きました」

　麻耶はこれ以上驚くことがあるのかと、もう一つの資料を手に取る。

　それはロシアで起こっている異常気象の見解だった。その内容は言葉通り異常の一言だ。常軌を逸している。ばかげている。ありえない。絵空事。いくつもの否定の言葉が瞬しゆん時じに麻耶の頭を駆け巡るが、たった一つの事実がそれらを打ち消してしまう。

　グラキエスと呼ばれる無機物生物の台頭。分子間力制御装置ＩＦＣという遺産技術から偶然生まれたらしいそれらは、ロシアのクラスノヤルスク地方に大きな生息圏を広げていた。

　麻耶が持っていた情報では、彼かれ等らの現在の生息域の半径は一万七千平方キロメートル。日本の四国に相当する範囲に広がっていた。

　人がほとんど住んでいないツンドラ地帯。しかしだからこそ、そこには原始に近い自然が残されている。そこから受ける人類の恩恵は大きい。特に酸素を排出する広大な針葉樹林帯は人類にとって重要な恩恵の一つだ。今問題になっているアマゾンやアフリカの森林伐ばつ採さいなど比ではない。なぜなら消滅するのは木だけではない。そこにすむ昆虫から菌糸類から微生物にいたるまで、すべてが消滅するのだ。人間の手による復元は不可能。一度大きく破は壊かいされた生態系はグラキエスの直接的な脅きよう威いにさらされない地域にまで絶対的な影えい響きようを及ぼす。

　さらに彼かれ等らは増殖し続ける。いまだそれをとめる有効な手段どころか、正体さえもつかめていないというのに。

　三ヶ月以内に有効な手段を講じねば、地球上の全生態系が破壊されてしまうだろう──それがＡＤＥＭの解析チームが出した結論だった。

「怜れい。私は今回の事態を甘く見ているつもりなど、微み塵じんもありませんでした。けれど私はまだ三ヶ月あるとタカをくくっていたのだと、はっきり解わかりました」

　ＡＤＥＭにロシア政府から無機物生物の調査の依い頼らいが来たのは六日前のことだった。しかし現場に到着した翌日に、調査に行った岸きし田だ博士、八や代しろ一はじめ、マモンの三人は行方不明になった。

　そこでようやく峰みね島しま由ゆ宇うが重い腰を上げた。彼女が出した結論は驚おどろくべきものだった。

　麻ま耶やは書類の数字を凝ぎよう視しする。

「千五百万立方メートル……」

「はい。大まかですが、地球上の全海水の百分の一が入るほどの空間です」

「地下にこんな巨大な生息域があったなんて。いえ、そもそも可能なのでしょうか？」

「最初からあった空間ではなく、アリが巣を作るように広げていったのだと思われます。グラキエスの餌えさは珪けい素そ。地上や光にこだわらなくともいい。いえ、有機生命体がいないぶんむしろ適しているといえるでしょう。盲点でした」

　地上ではなく地下にあった、彼等の真の生息域。予想は大幅な修正を強しいられた。グラキエスを阻そ止しできる期限は十日。それ以上経過すると、爆発的に増えていくグラキエスを止める手立てはない。

　それから三日が経過した今、由宇が言ったリミットまで残り一週間となった。

　それだけでも夢物語にしか思えないのに、由宇はさらにいくつかの考察と対策を送ってきた。それらの考察はとうてい信じられる内容ではなかった。普通なら笑い飛ばすような内容だ。

「カタパルト……排除……。由宇さんは……由宇さんは頭がおかしくなってしまったんですか？」

「そうであれば幸いです」

　怜は眉まゆ一つ動かすことなく答える。

「ええ、そうね。これが彼女の誇大妄もう想そうならどんなによかったことかしら」

　麻耶は沈痛な面おも持もちでいくつかの資料を怜に出すように言う。

「でも彼女の仮説が本当なら、これらの事件も説明がつきますわ。昨日カナダで起こった天文学者が予測できなかった流星雨、人工衛星の異常。すべてこれの仕し業わざでしょう」

　怜れいの表情がわずかに曇くもったのは、主の言葉が正しいと解わかったからだ。由ゆ宇うの仮説の正しさを裏付けるものだ。

「怜、これだけの範囲の生物を死滅させる方法は？　判断基準は有機生物でけっこうです」

　怜は即答した。

「ありません。数万平方メートルにもわたり繁はん殖しよくし、地下にも根深く巣くう生物を死滅させるなど不可能です。核を使用したとしても根絶できません」

　麻ま耶やにはもう一つ頭を悩ませていることがある。いまとなってはその問題は小さなものとなってしまったが、彼女自身にとってそれは大きなウェイトを占めるものだった。

「勝かつ司しお兄様は何をもくろんで闘とう真まをシベリアに送り込んだのかしら？」

　スヴェトラーナに闘真を会わせる目的が解らない。真まな目め家けと敵対する道を選んだ長兄が必要としているものはなんだろうか。スヴェトラーナとの間にパイプを作り、ミネルヴァとのコネクションをより強固なものにしたいのか。しかしそれなら娘であるクレールの居場所だけで取引材料には充分だろうし、なによりいまのスヴェトラーナにミネルヴァの実権はない。彼女のカリスマ性から現ミネルヴァに信奉者がいることは知っているが、疎うとましく思っている者もいる。スヴェトラーナを引き込んだところで一長一短、資料を見る限りの彼女の性格からも勝司の思い通りになるような人物には見えなかった。

「不ふ坐ざ様に対抗する手段として、遺産技術の知識を欲しているのではないでしょうか？　ミネルヴァの創立者だけに、その知識は豊富と思われます。また、【天国の門】と同じように、真目家の根幹、脳の黒点に関することも重要なファクターかと考えられます。禍まが神がみの血ちや鳴なる神かみの尊みことの継承者とスヴェトラーナは深い関係にありますから」

　麻耶の思案を見抜き、怜は己の考えを述べた。しかし声にさほど確信があるわけではない。その程度の考えならば麻耶もすでにたどり着いているはずだと、何年も仕えている怜には解った。

「そうね。それが一番説明がつく理由なのだけれど……」

　それでも麻耶の表情が曇ったままなのは納得していないからだ。

「それではなぜお父様が勝司の行動を黙もく認にんしているのか、説明になりません」

　不坐が動く理由はただ一つ。峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうにかかわることだけだろう。それならば今回のこの事態も峰島勇次郎がかかわっているということになる。【天国の門】事件のときと同じように。だが麻耶は違和感をぬぐいきれない。

「お父様は勝司とミネルヴァだけでなく、なぜ闘真とクレールまで接触を許したのでしょう……」

　考えあぐねる麻耶に怜が、

「北ほく斗と様と再度連絡を取りますか？　軍部の動きであれば、北斗様から得られる情報は大きいでしょう」

「ええ、そうね。今は手段を選んでいる場合ではないわ」

　麻ま耶やはそう言って一つのモニターに目をやった。

　ロシアのクラスノヤルスク地方北部にあるシミのような印。いまもなおそれは確実に領土を広げている。全有機生物を駆く逐ちくしようとグラキエスが進軍を続けているはずだった。

「予定通りなら、いまごろ由ゆ宇うさんは旧ツァーリ研究局に潜せん入にゆうしているはずですわね」

　由宇は渇望していた空の下に再び出ることができた。遺産と真まな目め家けの因いん縁ねんだけではない。またしてもその小さな体に人類の命運などという、とてつもない重いものを背負うことと引き換えにして。
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「ううう、さぶい……」

　環たまきあきらはかみ合わない歯を鳴らしながら、フードを深くかぶった。そんなことをしてもシベリアの寒さを防げるはずなどないのだが、そこは気分の問題と自分に言い聞かせる。

「病は気から。心しん頭とう滅めつ却きやくすれば火もまた涼し。ああ、涼しくしてどうする！」

　一人で喋しやべって一人で突っ込んでいるあきらに冷ややかな視線を送る者がいた。

「なによ。そんな目で見ないでよ。よけい寒くなるじゃない」

「あきら、うるさくしちゃだめだよ。隠おん密みつ行動なのに」

　大きな体を目立たないように縮ませて、吉よし見み萌もえは批難がましく言う。

「別にいいじゃない。あたしだって言いたくて言ってるわけじゃない。連絡してきてそれっきりってどういうことって抗議してるの。最初に会ったときから協調性の欠片かけらもない女だって思ってたけど、やっぱりあたしの勘かんは正しかった」

　怒おこりながら双眼鏡を覗のぞき込み、周囲の様子を探る。基地までの距きよ離りは１・５キロメートル、少しでも吹ふ雪ぶけば監視が難しくなる。何かあった場合思うように行動できない雪を突っ切っては、現場到着まで五分はかかってしまう。

「外人部隊にいたときはもっとひどい状況もあったんじゃないか？」

　二人の会話に割って入ってきたのは、アドバンスＬＣ部隊の一人である越こし塚づかだ。いかなる乗り物も完かん璧ぺきに乗りこなす天才ドライバーは、ロシアへの潜入にも一役買っていた。

「そうだねえ。この状況が天国だって思えるくらいひどいときもあったなあ。寒さじゃなくて暑さだったけど。砂漠でろくな装備もなしに一週間。水も少なくて、くそまずいレーションを喉のどに流し込む。それに比べれば装備は充実している分楽ちんだけどさ」

「そのわりにはあきら元気ないね」

　萌は心配そうに隣となりを見た。

「さすがに生物滅亡ってなるとね。気合いが入るって言うか、責任の重さを感じちゃうんだよね。今回は蓮れん杖じようさん別任務でいないし。一応あたしが隊を預かるんだし」

　あきらの返答に越こし塚づかは密ひそかに感心していた。

　いま自分達の行動はもしかしたら、全生物の命運を担になうものになるかもしれない。しかしどれだけの人間がそれを実感できるだろうか。突拍子がなさ過ぎて、現実味のないビデオと資料だけでは、生物滅亡の絵など頭の中に描けるはずがない。

　しかしあきらはそれを感じている。感じているからこそ、いつになくプレッシャーにいらだっている。

　与えられた情報をデジタルに脳内でシミュレートできることは、優秀な兵士であるための必須条件と言っていい。しかし今回のような常識外のケースでは、脳内シミュレートがうまくいかない。グラキエスという存在をデータとして把は握あくすることができない。

「なに、腰ちゃん、黙だまっちゃって。あたしのガラじゃない？　あはははは」

　笑うあきらは必死にプレッシャーをはねのけようとしている。それでいて目はじっと基地から離はなれない。

　あきらは感性によって理解しシミュレートしている。理論ではなく感情だ。男よりがさつな一面のあるあきらだが、越塚から見るとそこは女性ならではの感性が活いかされているように思われた。

「丸二日か。まったく動きがないのも不気味だな」

　ロシアに到着してまだ二日しか経過していないが、無表情な越塚の顔にも疲労の色がすけて見える。

「赤軍の女性狙そ撃げき兵へいだってじっと耐えたんだから、あたしだって大だい丈じよう夫ぶ」

　第二次世界大戦でソビエト連邦は赤軍に多くの女性狙撃手を採用した。その数はおよそ二千人あまり。しかし帰還できたのは三分の一程度だ。過か酷こくで厳しく危険な任務が多かった。

「知らなかったな。おまえがリュドミラ・パヴリチェンコにあこがれてたなんて」

　ソビエト連邦傑けつ出しゆつの女性スナイパーの名に、あきらは照れたように笑う。

「別に伝説になりたいなんて思ってないけどね。人殺しじゃなく、世界を救う役なんて、あたし達にはめったにまわってこないんだからさ」

　そう言って笑うあきらの目は真剣だった。

　ＬＣ部隊の働きは、本当に世界の命運を左右するかもしれなかった。
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　国連事務総長に任命され二年目になるソロモンは、高揚した気持ちを抑えられないまま、案内されるビルの通路を歩いていた。前を歩く黒く長い髪の中性的な容姿の麗れい人じんが、東洋という国の神秘性を高めてくれる。

　案内されたのが日本の屋や敷しきや城ではなく、高層ビルという点においては仕方ないとしても、せめて通路には鎧よろいや壺つぼや屛びよう風ぶが並んでいてもいいのではないか。

「ソロモン事務総長をお連れしました」

　両開きのドアを前に麗れい人じん──確か怜れいと名乗った人物が澄すんだ声で呼びかける。

「お入りになってください」

　中から若い女性の声がした。

　ドアを開けると広い応接間の中央に一人の女性が立っていた。

「おまちしておりました。ソロモン事務総長、どうぞおかけになってください」

　淡い水色のワンピースを着た可か憐れんな容姿の少女だ。

　奇妙な感かん慨がいが胸の内にわき上がる。

「どうも初めまして。真まな目め家けのお招きに与あずかれるとは光栄の至りです」

「いいえ、こちらこそお忙しい中おこしくださり、大変感謝しております。怜、事務総長にお茶を」

　ソロモンは初老のアフリカ系黒人だ。黒い肌にグレーの頭髪、長年アフリカの某ぼう国こくで人民解放運動に身を投じてきた人生にふさわしく険しい顔立ちをしている。そんな彼がまだ十代半ばの少女を前に恐縮している姿は、こっけいを通り越して微ほほ笑えましいとさえ言えた。

　ソファに座ったソロモンの前にすかさず、しかし意識をわずらわせない程度の早さで怜が紅茶の入ったティーカップを置く。

「あなたのお兄さんとは何度かお会いしたことがあります」

　紅茶の香りを楽しみながら、ソロモンは柔らかに話を切り出した。

「お相手するのは大変だったでしょうね」

　麻ま耶やは苦笑を交えて答える。

「いやはや自由奔ほん放ぽうな青年でしたよ。しかし切れ者だ。彼がいなければアフリカはいまだに多くの内乱を抱えたままだったでしょう」

　確かにそうかもしれないが、必要だと思う内乱は人がどれだけ死んでも手を出さない。北ほく斗ととはそのような男だ。あるいはアフリカで活動をしていた七つの大罪にその役を体ていよく押しつけていたのかもしれない。極度の怠なまけ者と完かん璧ぺき主義者、相反する性質を内包するのが北斗という人物だった。

　最低限の行いで最大の結果を出すのだから、その才覚は自分や勝かつ司しはおろか不ふ坐ざさえも超えるかもしれない。真ま面じ目めに仕事に取り組めば真目家の歴史に名を残す人物になったかもしれないが、怠けたい一心がいまの能力を後押ししているのなら、なんとも皮肉なことだった。

「こうしてお招きいただいたのは、お茶会を楽しむためですかな？」

　ソロモンが頃ころ合あいを見計らって本題を切り出してきた。

「いいえ、今日は紹介したい方がおりますの」

　麻ま耶やが傍かたわらに立っている怜れいにうなずくと、怜は部屋の奥の扉を開けた。一人の人物がそこに立っていた。麻耶が座るようにうながすと、ゆっくりと歩み寄り麻耶の隣となりに腰を下ろす。

　その様子をソロモンは目を細めて見ていたが、

「真まな目め家けは峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの遺産技術とは関かかわらないという不ふ文ぶん律りつがあったはずですが」

　伊だ達て真しん治じが座るのを待ってやや厳しい口調で口を開いた。

「用件は言わなくても察することができます。明日に控えた京都第三条約の会議で、なにかしらのはからいがほしい。そう言うのでしょう」

「ありていに言えば、そのようなものです」
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　麻耶が口を開くより早く、伊達が答える。ソロモンは伊達ではなく麻耶の顔を見た。

「日本のＡＤＥＭ創立に関しては一つの噂うわさがありました。遺産技術をよしとしない真目家が後ろ盾だてになっているのではないかと、まことしやかにささやかれたものです。かくいう私はその噂を信じておりませんでした。ついさきほどまでは」

　咎とがめるような厳しい眼まな差ざしを正面から受け止めた。しかしそのような眼差しは麻耶にとって好ましかった。

「海かい星せいの失態により、あなたたちの権威は地に落ちた。世界は次の京都第三条約で、ＡＤＥＭの特権のいくつかは剝はく奪だつしなければならないと考えるでしょう。かくいう私もＡＤＥＭに関してはいろいろと思うところがあります。国連の補助機関でありながら、その権限のほとんどは日本にのみ託されている。極ごく秘ひ項目が多すぎて組織として不透明。また創立のさい、組織として30パーセントの外国人を雇用するという公約も守られていない。ナショナリズムの塊かたまりにしか見えない。これが私の見解です」

「雇用に関しては守られていますわ。ＡＤＥＭは現在二百十八名、うち五十八名が外国人です。海かい星せいの事件で大勢が死に、外国人の雇用率は上がってしまったくらいです」

「そして外部組織との連携という形で、千人以上の職員と兵士がいる。うまい逃げ道を残しておいたものですな。しかし今回の第三条約ではそのような逃げ道は許されないでしょう。公正を欠く条約は許さないつもりです」

「それでもなお言わせていただきますわ。伊だ達て司令は遺産技術の管理において、右に出る者はなしと私が目している人物です」

「君の父上はとても日本的であったが、同時にとても公平な視点を持っていた。世界の発展のため、尽力してくれた」

　麻ま耶やは一つだけ異を唱えたかったがあえて黙だまっていた。真まな目め不ふ坐ざは世界のために世界に貢献したのではない。真目家繁はん栄えいのため世界の中心として磐ばん石じやくとなるべく、杭くいを打ち込んだに過ぎない。

「しかし君はどうやら父親とは違うようだ。自国を愛する気持ちは大切だ。しかし愛国心と言えば聞こえはいいですが、ようは身内びいき。公平な視点を欠いた意見ですな」

　ソロモンが立ち上がったとき、伊達は初めて言葉を発する。しかしその対象はソロモンではなく、麻耶に向いていた。

「真目さん、私のことは気兼ねせず、どうか自分のやり方で交渉を進めていただきたい。どうにも今のあなたは窮きゆう屈くつそうに見える」

　麻耶は微苦笑を浮かべ、そのあとにソロモンに再度座るようにお願いした。事務総長は迷ったあげく、ソファに座り麻耶の話に耳を傾けた。

「ソロモン事務総長、あなたは遺産技術をどのようにお考えですか？」

　ソロモンの返答は早い。

「恐怖です。峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうの遺産技術は莫ばく大だいな力と金を生み出す。とくに大国は喉のどから手が出るほど欲しいものばかりでしょう。それは利権ばかりではない。他の国に出し抜かれるという恐怖心からもです。アメリカ、ロシア、中国、ヨーロッパ諸国、中東。そこに恐怖を覚えない国はいない。いわば自衛手段です。身を守るのになりふり構わないのは。もしあなた方が遺産技術をただの力と認識しているならば、その認識は改めたほうがいい。あれは恐怖なのです」

　麻耶は同意を意味するようにうなずく。

「問題は各国がそれを恐怖だと認識していない点にありますわ。遺産を欲しているものほどそれは顕著です。過ぎる恐怖は人を引きつけるものです。魅み入いられると言ってもいいくらいに。ですが少なくともＡＤＥＭは長年その恐怖に負けることはありませんでした」

　話を聞く気になったのか、ソロモンは組んだ手をテーブルの上に置き、腰掛けなおした。

「あなた方の主張は解わかりました。志も立派なものです。ＡＤＥＭが遺産の恐怖に踊らされていないことも仮に認めたとして──しかしそれでは弱い。遺産は恐怖だと私は申し上げた。だが皮肉なことに遺産犯罪に対するには力が求められます。いまのＡＤＥＭにそれだけの力がありますか？　度たび重なる遺産犯罪での死傷者の数は三桁けたに上ると聞きます。ちょっとした戦争です。力に対抗する組織が力を失っては、存在意義すら疑問視されかねません。もちろん海かい星せいを退けた力は認める国も多いでしょう。けれどもそのため力を失いすぎた。ＡＤＥＭは新たな力を示すことができますか」

　ソロモンは見定めるようにじっと伊だ達ての顔を見つめる。そこには威圧も何もない。国連事務総長として公平な立場を貫く人間の姿勢がうかがえるだけだ。

　麻ま耶やも無言で伊達を見る。もしこれで話し合いが終わるなら伊達の要求は通らず、京都第三条約の取り決めは混迷の末、ＡＤＥＭにとって著しく不利なものになるだろう。伊達に切り札があるかどうか麻耶は知らなかった。今日こそ密議を共にしたものの、伊達は真まな目め家けと一歩距きよ離りを置く姿勢は変えていない。真目家という後ろ盾だては大きすぎるが故ゆえに、毒にも薬にもなる。

「話はこれで終わりですか？」

　ソロモンが立ち上がろうとしたそのとき、伊達は懐ふところに手を入れると一枚の書類を取り出し机の上に置いた。

「え？」

　それは麻耶も知らないものだ。いったい何が書かれているのかすらも見当がつかない。

　伊達は書類を黙だまってソロモンの前に置いた。紙切れ一枚をいぶかしげに見ていた二つの眼が大きく見開かれた。驚おどろきと戸惑い、ある種の恐れさえ漂わせて伊達を見る。

「ま、待ってください。これは本当ですか？　いや、この書類が偽ぎ装そうだと疑ってるわけではないのですが……」

　ソロモンは額の汗を拭ふきながら、何度も書類と伊達の顔を見比べる。彼をよく知る者ならいまの動揺の様を驚くだろう。常に冷静で公平であることが、国連事務総長に選ばれた大きな理由の一つだった。

「この方法は賛否両論を巻き起こします。いや、しかし、それにしても……どうやって、どうやって話をつけたのです？」

　まだうろたえるソロモンの横から麻耶が書類を覗のぞき見する。はしたないと思いながらも伊達がどのような手段をとったのか好奇心を抑えられなかった。

「これは……」

　息をのむ麻耶に怜れいがわずかに眉まゆを持ち上げる。主の反応からその情報の重要性、意外性を察したからだ。怜はゆっくりと首を回し伊達を見た。二人の反応に伊達はいつもと変わらない。少なくとも怜にはＡＤＥＭ最高司令の心情を読み取ることはできなかった。

「お気に召しませんでしたか？」

「お気に召すも召さないもこれはとんでもない爆弾です。海かい星せいの恩おん赦しやですと？　伊だ達て司令、あなたはあのテロリストグループを仲間に引き入れようと言うのですか！」







「国が犯罪者を雇用する例など過去にいくつもある。そんなに驚おどろくことですか？」

　皆の驚きが心外だと言わんばかりに伊達の様子は平常となにも変わらない。

「確かに過去の事例を探せば、そのようなケースはいくつも探し出すことができるでしょう。ネットワーク犯罪者のクラッカーをクラック対策として雇用することもあります。天才詐さ欺ぎ師しフランク・アグネイルもＦＢＩに雇われました。ＡＤＥＭのＬＣ部隊にもすねに傷を持つものは多々いるでしょうね」

　怜れいは冷静に状況を分析する。横から口出ししたのはなにも己の見解を述べたいからではなかった。麻ま耶やが握りしめたこぶしをあごに当てじっと書類を見つめている。頭の中で様々な知識を駆使して、リスクと益を天てん秤びんにかけている。しかし事態があまりにも予想外で突飛すぎるため、多少の時間はかかる。いまソロモンに麻耶の悩みを悟られるのは得策ではないからだ。

「不可能だ。……こんなことが許されるはずがない。彼かれ等らは戦争犯罪者ですよ。テロリストです。さらにあなた方の同胞であることは事実だ。そんな集団が恩赦の厚遇を受け、雇用など他国が許すはずがないことくらい、解わからないわけではないでしょう？」

「戦争犯罪者か英雄か、そんなことは勝者と敗者の区分に過ぎない。私はこう考えます。海星のやり方は遺産技術を抑止する方法として、さほど間違ってはいなかったと。ただ彼等は思い詰めすぎた。他者の犠ぎ牲せいを度外視してしまっただけだと。しかし当然日本人が日本人の国際テロリストを特例恩赦にすることを世界は認めますまい。ですから私は彼等には命をかけた償つぐないをしてもらうつもりです。救いを与える恩赦ではありません」

「償いですと？　そんなもので世界が納得しますか？」

「納得するでしょう。いま世界でももっとも危険な遺産事件が起こっている地域、ロシアに行ってもらいます」

　ロシアで起こっている遺産事件、グラキエスのことを伊達は包み隠さず話した。

　最初はいぶかしげに聞いていたソロモンだが、しだいにその顔色は悪くなっていった。並べられた資料は信しん憑ぴよう性せいの高いものばかりだ。ただそこから導き出される無グ機ラ物キ生エ物スによる全有機生物の絶滅という結論を受け入れがたいだけだった。

「ここで見聞きしたことはすべて内密にお願いします。いまのままでは数日中に、グラキエスは取り返しがつかないほど勢力を伸ばします。絶対に阻そ止ししなければならない。過ちは許されない。そんな状況で各国足並みをそろえて事に当たるという悠ゆう長ちようなことはしていられない」

「だからＡＤＥＭにゆだねろ、ですか」

　ソロモンはしばらく瞑めい目もくしていたが、しばらくして出した結論はかんばしくないものだった。

「それでも認められません。確かに海かい星せいの力は世界が知るところです。彼かれ等らはやり方は誤ったが志の高さもあったかもしれません。人材としては理想的かもしれない。しかし今見せていただいたこの脅きよう威いに何ができるというのです？　フリーダムという巨大兵器を失った彼等はただの歩兵だ。厳しいことを言っているのは解わかっているつもりです。しかしいま、あなた方自身が私につきつけたこの危機クライシスは、そんなものでは解決できるものと思えない。違いますか？　ですが、まあ驚おどろかせていただきました。あなたの交渉の切り札はなかなかのものでした」

「切り札のうちの一枚です」

　立ち上がろうとするソロモンだが、伊だ達ての一言に硬直した。

　伊達は何も言わずにもう一つの書類を提示する。

「これが海星を歩兵から精鋭に変える手段です」

　ソロモンが手に取った書類は少なくなかった。十数枚の書類を時間をかけてじっくりと目を通す。その表情が険しくなるのは、最初の書類以上だった。そして最後の一枚に目を通したとき、うめくようにつぶやいた。

「……アメリカ合衆国大統領のサイン」

　震ふるえる手で書類を置いたソロモンは、

「これこそ不可能だ」

　とつぶやく以外にできなかった。

「本当です」

　伊達の口調はまるで変わらない。

「アメリカの軍事設備の使用権限貸与など不可能だ！　アメリカが承認するはずがない！」

「核はのぞきます」

「だとしてもだ。なぜアメリカがそんな条件をのむ？　ありえない。これこそありえない！」

　取り乱すソロモンに、伊達は携帯電話を差し出した。

「疑うならアメリカ大使館に連絡してください。私の名前を出せばこの件に関する責任者につながるはずです」

「責任者、ですと？」

　ソロモンの目が書類の最後のサインに向けられた。







　電話が終わったソロモンは憔しよう悴すいした顔を伊達に向けた。

「非礼はお詫わびいたします。しかしどうやってこんな条件をアメリカに承認させたのです？　できれば、その……種明かしをしていただきたい」

　恥じる様子を見せつつも、抑えられない好奇心を垣かい間ま見せた。

「タネを知ってしまった手品ほど、つまらないものはありませんわよ」

　そう言うと茶菓子のクッキーを口にして、麻ま耶やは満足そうに頰ほおに手を当てた。

「アメリカ政府が裏で雇っている遺産強ごう奪だつ組織、ミネルヴァをご存じですか？」

「ええ、ＡＤＥＭと何度かぶつかっていると聞いています」

　ソロモンに説明したのは麻耶だった。

「先日ミネルヴァがアメリカに反旗を翻ひるがえしました。離り反はんしたのです」

「遺産に関する大きな手段を失ったちょうどそのとき、合衆国は我々から今回の契約を持ちかけられた」

「しかしどうやってアメリカと。先の海かい星せいの作戦で米軍と協力したことを考えると、そのようなコネクションがあったことは想像できますが、だからといってこれが可能だとは思えない。海星はアメリカにとって許しがたい存在のはず。ましてＡＤＥＭと連携するなど彼かれ等らが承しよう諾だくするとはとても」

「今まで裏で遺産を操ろうとしていたアメリカが、表だった遺産対策組織の必要性に気づいたのです。ミネルヴァは組織として暴走し、内部分裂しついには離反までした。あなたのいう遺産の恐怖。直接さらされていた組織であるからこそ遺産に魅み入いられたのかもしれません。祖国を裏切るまでに」

　離反したミネルヴァがどこについたか知っている麻耶だったが、いまは話を混乱させるだけなので黙だまっていた。

「アメリカは早急に遺産技術に対するノウハウと権威を示せる機会が必要だった。ＡＤＥＭはそのノウハウをアメリカに教授し、アメリカは我々に軍事施設を条件付きで貸与する。知識と力、たがいに足りない物を補う形の契約に同意するのは、じつはさほど苦労したものではなかった」

「しかしそれでは遺産技術の管理が守られない。いえ、日米の独占と世界はとらえます」

「元々アメリカはミネルヴァを使って膨ぼう大だいな遺産技術を蓄えました。いま我々が保有する技術を守るより、もっと広い視野で管理するほうが得策でしょう。難しいことですが、やる価値はある。アメリカもＡＤＥＭが独自で軍事設備の強化をされても何かと都合が悪い。それよりも施設を貸し出すことにより、強化の抑制と動向の監視をできるほうがずっと都合がいい。さらにＡＤＥＭと組めば、ミネルヴァが離反したのではなく裏の組織を切ったという形にできる。アメリカの体てい裁さいと権威は守られる」

　真相は少し違う。麻耶がミネルヴァの離反をＡＤＥＭに教えたとき、伊だ達てから情報公開を数日待ってくれと持ちかけられたからだ。何かしらの交渉に使うと見抜いていた麻耶だが、伊達の大胆さまでは見抜けなかった。

　次に口を開いたのはソロモンだった。

「いや、あなたには驚おどろかされます。だが、私が今一番驚いているのは、海星の件でも合衆国大統領のサインでもありません。いまのロシアにおける無機物生物の話が本当なら、一刻も早く、早急に手を打たなければならない。であるのに、この状況で法的整備をし、正面から行こうとするあなたにです」

「この遺産事件は公表すべきではないと判断した。すべては秘密裏に行わなければならない。そのためにこそ各国の協力が必要だ。ミネルヴァや海かい星せいがそうであったように、不法な方法をとれば必ず痛いしっぺ返しをくう。ロシアに独断で潜せん入にゆうするという方法もあるが、それでは全力で解決に挑むことはできない」

　ソロモンはじっと伊だ達てを見つめ、まだ何か考える顔をしていた。

「しかし許されない場合は、強行し犯罪組織の烙らく印いんを押されるのもかまわないと思っている」

「私にそれを話しますか」

　赤せき裸ら々らに語る伊達にソロモンはついに固く結んでいた手を離はなし、大おお仰ぎように広げてみせた。したたかな交渉手段を持っていながら、恐ろしく真まっ直すぐな男だと思う。

「なるほどこれがＡＤＥＭの司令、伊達真しん治じという人物ですか。よく解わかりました」

　ソロモンは伊達に右手を差し出すとにっこりと笑った。










　ソロモンが帰ったあと伊達は疲れたような長い息を吐はく。

「お疲れ様でした」

　怜れいが冷めた紅茶を交換し、労をねぎらう。

「失礼を承知で言わせてください。まさか伊達司令があのような巧みな交渉手段を使うとは思ってもみませんでした」

　麻ま耶やは感服したとばかりに丁てい寧ねいに頭を下げる。

「謝罪させてください。ＡＤＥＭ創立の裏にはお父様の力があるのではないかと思っておりました。でも今日自分の思い違いと愚おろかさを思い知りました。伊達司令、あなたは実力でＡＤＥＭの権利をもぎ取りましたのね。交渉手段は見事なものでした。あなたは軍人気質かたぎだと思っていましたが、政まつりごとの手腕も驚おどろくべきものですわ」

「交渉ごとは嫌きらいなんだがな」

　賛辞に苦笑で応こたえる姿に、麻耶の微笑は深まる。

「あら、残念。好悪と得意なものが正反対の場合、とても有能であると私の経験則が申しております」

　伊達の嫌そうな顔が面おも白しろくて、麻耶はさらに二言三言賛辞を続ける。

「かんべんしてくれ。いまはこんなしゃれた飲み物ではなく、ＡＤＥＭのまずいコーヒーを飲んで休みたい気分だ」

「そうもいきませんわ。今日中に常任理事国残り三ヶ国の代表とお話しいただけないと。次は難物の中国代表楊ヨウ国務委員です」

　麻ま耶やは伊だ達てのネクタイを直しながら、くすくすと笑う。

「あなたには感謝している。真まな目め麻耶の名がなければ、こんな短期間で秘密裏に各国の代表と会えることはなかっただろう」

「私の名というより真目家の名ですけれども。でも次は期待してくださいな。アジア圏は私の陣地です。楊国務委員の扱いならお手の物ですわ」

　麻耶はイタズラっぽく微ほほ笑えみながら胸を叩たたいてみせたが、慣れないしぐさのせいか、すぐに咳せき込んだ。







　翌日、京都第三条約を取り決める会議が某ぼう所しよで行われた。

　事前に長引くと予測された会議は、異例の一日で終えた。

　ＡＤＥＭの主張にアメリカ、中国、フランス、イギリスが賛同し、粘ったロシアも最後には賛成の挙手をしたのだった。
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　ロシアの駐在武官、アレクサンドル・ロマンコフは額に浮かぶ大粒の汗を何度もハンカチで拭ふき取った。その様子をじっと見守っていた伊達が口を開いた。

「京都第三条約にしたがい、あなたの国、つまりロシアに査察団をお送りしたい」

　京都第三条約の会議が終わると同時に、伊達はロシア大使館の門戸を叩き、面会を求めた第一声がそのようなものだった。

「しかし私の一存では……」

「もうあなたの一存の問題でもない。ロシアの問題でもない。これは世界の問題だ。これ以上ＡＤＥＭの要求を拒否するならば、京都第三条約にしたがい強制査察権の受理を国連に願うことになる。参加国の過半数の承認があれば我々はロシアに立ち入る権利を得る。そしてあなたの国は大きな信しん頼らいを失うことになる。もちろんロシアに何も問題がないというならば、立場は逆転するでしょう。信用を失うのは我々だ。しかしここにもう一つ選せん択たく肢しがある。ロシアが我々に正式に調査を依頼していただければ、不ふ祥しよう事じの隠いん蔽ぺいなどというものはどこかに霧む散さんする。ロシアとＡＤＥＭは、手を取りあって峰みね島しまの遺産技術の被害を解決した。歴史に残るのはそれだけです」

「おっしゃることはもっともですが、すぐに返事をするわけには」

「いいや今日こそはあなたがたに首を縦に振っていただきたい。時間がない」

「ですからほ、本国に……私の一存で決められる問題ではないのです」

「ではすぐに本国に連絡を」

　詰め寄る伊だ達てにしどろもどろになりながらも、ロマンコフはなんとか伊達の言葉をかわそうとする。そのとき大使館職員の一人がコードレス電話の受話器を持って、ロマンコフのもとに走り寄ってきた。

「クレムリンからです」

　ロマンコフは慎しん重ちような手つきで、受話器を受け取ると耳に当てる。

「はい、ロマンコフです。閣下」

　電話は短かった。かわしたロシア語は二言か三言、静かに電話を切り職員に受話器を返すと、吹っ切れた表情で伊達を見た。

「本国より通達がありました。ＡＤＥＭの全面介入を許可します」

　あきらめた、しかし肩の荷が下りた表情をしていた。

「ご協力、感謝します」

　伊達は握手をすると、失礼がない程度の早さで背を向けて携帯電話を取り出す。

「許可が下りたぞ。ロ二十二号作戦を実行しろ」
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「伊達司令より伝令。ロ二十二号作戦、実行セヨ。ロ二十二号作戦、実行セヨ」

　ＬＣ部隊の通信員が、吹雪ふぶきに負けないようしかし大きすぎない声を出した。

「よっしゃ、さすが真しん治じさん！」

　あきらは小さくガッツポーズをすると、体を隠していたカモフラージュを兼ねたフードを取っ払った。

「まさかこんなに早く決まるとは。さすが伊達司令だな」

　越こし塚づかは態度こそほとんど変化はないが、顔にはわずかばかりの笑みがあった。

「僕もがんばるよ。寒いのもう嫌いやだ」

　大きな体をできるだけ小さくしていた萌もえが立ち上がる。

　あきらは背後を振り返った。そこには白い雪原が広がるばかりだ。しかしそんなことはおかまいなしに、雪原に向かって声を張り上げた。

「これよりロ二十二号作戦を決行する」

　雪原がもぞりと動く。大小の小さなこぶがいっせいに生まれた。こぶがひるがえり布となって風に飛ばされた。その下から現れたのは武装したＬＣ部隊員だ。何十というこぶからその数だけの隊員が姿を現した。

　ものの十秒足らずでそこに総勢七十名のＬＣ部隊が現れた。

「各自、装備の最終チェックをしておけ。決行は２ふた０まる３さん０まる。時計合わせ準備。十九時二十七分。五十四、五十五、五十六、五十七、五十八、五十九、いま」

　全員が腕の時計時刻を合わせる。作戦前に行うことが多いが極ごつ寒かんの地では時計の動作の信しん頼らい性せいは落ちるため、直前に行った。同時にあきらが考えた気持ちの切り替えでもあった。ずっと極寒の大地で身を隠していた体では、すぐには作戦へ切り替えることができない。そのスイッチとして時刻合わせを利用した。

「さあていっちょう、大暴れするとしますか！」

　手のひらをこぶしで叩たたき、あきらは生き生きと吠ほえた。
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　ロシア、クラスノヤルスク地方にある対グラキエス前線基地。そこより東に50キロ離はなれた場所に、グラキエス監視用の塔があった。そのような建築物はグラキエスの生息域を囲むようにして、十数ヶ所に及ぶ。グラキエス発見からすぐに建てられたそれは、いかにも急造という外観であったが、見張りという目的をはたすには充分の機能を有していた。

　そこに従事しているロシア兵は常に双眼鏡にて、東にあるグラキエスの生息域を見張っていた。グラキエスの生息域は電波、電磁波を狂わすという結果が出ているため、グラキエスの監視は目視に頼たよらざるを得なかった。

「こちら第七監視塔、グラキエスを発見。本部、至急応答を願う。こちら第七監視塔、グラキエスを発見」

　第七監視所の兵士達が慌あわただしく動く。

　双眼鏡を覗のぞいている兵士に、本部から返答がくる。

『数は？　二百か三百か？』

「解わからない。たくさんだ」

『たくさん？　大規模な大移動か。数は数千を超えるか。よし』

「違う！」

　兵士のこぶしが手すりを叩たたく。指先が震ふるえている。

「真っ赤だ……。空も大地もすべて真っ赤だ。見渡す限り数十キロすべて真っ赤だ」

　その言葉に噓うそはなかった。監視塔から見える山、大地、空、視界の幅数十キロにいたるまで、それらすべてが赤い色を発していた。赤い大地と空の向こうに、巨大な竜巻のような雲が見える。

『おい……ま……どういうことだ？　よく聞こえない……ざつお……ひど…い』

「万？　十万？　違う。もっとだ。もっと、もっと、もっと！　無数のグラキエスが攻めてくる。いいか、無数のグラキエスだ」

『なに、よく聞こえ……い？　もう一度……ろ。も……』

　本部からの連絡に雑音が増えていく。

「基地への推定到達時刻、四時間後、２４００だ。応答願う、本部、聞こえないのか本部？」

　何度呼びかけても聞こえてくるのは雑音だけだ。

「くそ、グラキエスの妨ぼう害がいか。おい、車を出せ。直接基地に行く」

　兵士は塔の内線で下に呼びかけたが返事はなかった。

「おい、聞こえないのか。早くしろ！　畜ちく生しよう、何をしているんだ！」

　塔の階段を駆け下りようとしたその足が止まる。

「噓うそ……だろ」

　怯おびえる兵士の顔を赤い光が照らした。それが兵士の見た最後の光景だった。







「どうした？　第七監視塔？　何かあったのか？」

　突然通信が途絶えたことに、基地の通信兵は何度も連絡を試みたが返事はなかった。雑音が聞こえるのみだ。

「ゴーゴリ司令官に連絡だ。監視所からの連絡が途絶えた。何かあったらしい」

　最悪の事態を頭を振って追い払い、通信兵は隣となりの同どう僚りように話しかけた。しかし返事がない。見ると、コンソールに突っ伏している姿が見えた。

「おい、寝ている場合じゃないぞ」

　怒いかりの感情にまかせ乱暴に揺すると、同僚の体が椅い子すから転げ落ちる。あお向けに倒れた顔は、目を大きく見開いたままぴくりとも動く様子がない。

「ひっ！」

　驚おどろいて飛び退のくと何かが背中にぶつかった。慌あわてて振り返ると、なぜかそこにはイワンの姿があった。通信室に姿を見せたことなど、記き憶おくを掘り起こす限り一度もない。なぜいまこのタイミングで来るのか。

「イ、イヴァノフ博士。大変です。同僚が死んでいるんです」

「うん、死んでいるね」

　のんびりとした声が、通信兵に疑念を抱かせる。

「……あの？　私はゴーゴリ司令に報告しなければならないので」

　立ち去ろうとする通信兵の前に、イワンが立ちはだかるように移動する。

「せっかく面おも白しろくなってきたのに、水を差さないでもらいたいなあ」

　イワンの背後から現れたマーガレットが、細くしなやかな指を通信兵に向かって伸ばしてきた。
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　ゴーゴリの元に異変が知らされたのは、夕食の肉厚のステーキにナイフを入れたときだった。

「司令官、至急ご報告したいことが……」

　伝令の兵士はそこまで口を開き、不ふ機き嫌げんそうに自分を睨にらんでいるゴーゴリに気づいた。

「いま我わが輩はいが何をしているか解わかっているかね？」

　肉を口の中に放り込み、端はしから肉汁を垂らしながら喋しやべる。咀そ嚼しやくする音と混じって不愉快そのものだが、そんなことを顔に出す兵士は一人もいない。

「申し訳ありません。しかし事は急を要しますので」

「ふん、まあいい。話せ」

「正面ゲートにおよそ二個小隊の軍勢の姿があります」

「二個小隊？　兵の補充の到着は今日だったか？」

　興味をなくしたゴーゴリは再び大きな塊かたまりの肉を口に運んだ。

「いいえ、同志の軍ではありません。所属は不明です」

　ゴーゴリのフォークとナイフが途中で止まった。しばし伝令兵の顔を凝ぎよう視ししていたゴーゴリは椅い子すを倒さんばかりの勢いで立ち上がった。

「なんだと、どういうことだ！　こんな内陸に敵兵など。哨しよう戒かいはどうなっている？　いったいどこの軍だ？　いや、どこの軍がここを襲しゆう撃げきできるというのだ！」

　基地の場所はクラスノヤルスク地方の中心地、ロシアの中央部にある。潜せん入にゆうするには何百キロもロシア領地を横断しなければならない。

「解りません。しかし外観から東洋人と思われます」

「東洋人？　おい、まさか中国じゃないだろうな！」

　中国とロシアは長い国境を挟んだ隣りん国ごくだ。昔から共産国として友好と対立の複雑な関係を繰くり返してきた。しかしそのような背景があっても、この基地に中国が攻める理由などない。

「正体はいまだに解りません。発砲しますか？」

「いや待て。正面ゲートと言ったな」

　ゴーゴリは窓に近寄ると双眼鏡で外を見た。広場の向こうにゲートがあり、その向こうには確かに所属不明の武装した集団がいる。およそ七十名、国境を越えてこんな内陸の基地までどのように潜入したか不明だが、これは明らかに領域侵犯だ。

「威い嚇かく射撃をしろ。武装を解除し、降伏するように言え」

　ほどなくゴーゴリの指令は見張り台の兵士に伝わった。見張りの兵士は機銃で、武装集団の前を横一文字に撃うつ。踏ふみ固められた雪を砕き、白いしぶきが一いつ瞬しゆん、武装集団を覆おおった。

「むう」

　ゴーゴリがうなったのは、雪のしぶきが消えてもなお最初と変わらない姿勢で立っている武装集団を見たからだ。たとえ威嚇と解っていても、あの状況なら下がるのが普通だ。いや下がらないとおかしい。

　さらに一人が集団の前から数メートル前に出た。東洋人の武装集団の中で、その人物は兵士らしからぬ赤い髪をしており、なおかつ女だった。

　共産主義だったソビエト連邦時代の感覚を色濃く残しているゴーゴリは、その姿は堕だ落らくした資本主義の象徴にしか見えなかった。

「撃うて」

　ゴーゴリは冷たく言い放つ。

「あの格好を見ろ。中国じゃない。日本か韓国、堕落した資本主義に染まった姿だ。殺してもかまわん」

　ゴーゴリが普ふ段だん愛用している携帯ミュージックプレイヤーもアメリカ製なのだが、部下はあえて口を閉ざしていた。

　しかし射殺の命令が伝令されるより早く、赤い髪の女が動いた。タンクのようなものを持ち出すと蓋ふたを開けた。中からけむりが立ち上るが、すぐに風でかき消されてしまう。

「あれは水……でしょうか？」

「馬ば鹿かかおまえは！　こんな状況で湯や水を出すはずがないだろう！　化学兵器の一種かもしれん。早く撃て！」

　見張り台の兵士が再び機銃を撃つ。大地の雪を蹴け散ちらしながら、銃弾の雨が赤い髪の女に向かう。しかし彼女はよける様子もなく、煙が立ち上るタンクを逆さにした。中から透明の液体がこぼれ落ちる。しかし液体は地面の雪に接することなく、途中で停止した。

「なんだ？」

　ゴーゴリの目が驚おどろきに見開かれる。

　途中で停止した液体は、蛇へびのように首をもたげたかと思うと次の瞬しゆん間かん、銃弾の軌跡を遮さえぎるように広がった。あっというまに女の前に液体の壁ができあがる。機銃の弾がそれにぶつかった。液体のしぶきが生まれるもののそれだけだ。依然として女は平然と立っており、銃弾を浴びた様子はない。

「司令、武装集団より伝言です」

　まだショックから立ち直っていないゴーゴリに、部下が見張り台からの報告を伝える。

「我々はＡＤＥＭ所属のＬＣ部隊。京都第三条約にしたがい、いますぐに開門し基地に入れろと要求しています！」







「通信の応答はいまだになし？」

　ウィンディーネで壁を作ったあきらは、通信員に問う。

「はい、まったくありません。さきほどから何度も呼びかけているのですが」

「交渉拒否か。まいったね。ロシアのお偉いさんは頑がん固こ者ものぞろいだ。ＡＤＥＭだってことも名乗ってるよね？」

　通信の声は聞こえてくるので確かめるまでもなかったが、あきらは再度確認をする。

「はい、もちろんです」

「おっかしいなあ。この基地には京都第三条約の決議が届いてないの？」

「グラキエスによる通信妨ぼう害がいでは？」

「うーん、だったらあたし達のところにもＡＤＥＭから連絡届かないよね。それはないと思うんだけどなあ」

　基地からの応答がないので、しかたなくあきらは銃座で自分を狙ねらっている兵士に呼びかけた。銃じゆう撃げきこそ止まったものの、銃口はあきら達に向いたままだ。

「参ったなあ。この気候だとウィンディーネも細かいことはできないんだよね」

　ウィンディーネで湯をホースのように伸ばしたら、すぐに冷えて凍り付いてしまう。ある程度の体積を保ちつつ、常に温める必要があった。タンクで保温しているが、温めすぎても気化してしまうのでそのバランスを保つのは難しい。

「どうしようかなあ」

　いつの間にか座り込んで悩んでいるあきらに、

「あきら、またお尻しりに敷しいてる」

　萌もえが地面を指さし指摘する。

　慌あわてて立ち上がったあきらは、雪に半ば埋もれたＬＡＦＩサードを見つける。

「これって下に敷くのにちょうどいいんだよね。ケースも立派だし。あたしの小さくて可か愛わいいお尻にぴったりで困っちゃう」

「大事な預かり物なんだから、大切に扱わないといけないよ」

「座るのにちょうどいいサイズなのがいけないんだよ」

　あきらが頭をかいて困っていると、ゲートの鉄てつ格ごう子しの向こうから何人もの兵士を引き連れ、一目で偉いと解わかる、勲くん章しようをこれでもかと貼はり付けた人物がやってくるのが見えた。

「あれがゴーゴリ司令官かな。ようやく交渉できそうだけど、なんで直接きたのかな？」

　ゴーゴリは数十メートル離はなれた場所に止まると、手に持っている拡声器を口に当てた。

「貴様達は何者だ。ＡＤＥＭと名乗っているが証拠はあるのか。何が目的でここに来た」

　居い丈たけ高だかな口調が大音量で響ひびいてくる。あと２００メートル離れていても問題ないだろう。

「ええと、我々はＡＤＥＭです。開門をお願いします」

　ロシア語でつっかえつっかえに声を張り上げる。フランスの外人部隊は多た国こく籍せきで様々な言語を学ぶ機会のあったあきらだが、ロシア語があまり流りゆう暢ちようではなかった。

「なんだあのなまりのひどいヘタクソなロシア語は。とんでもない田舎いなか者ものだな」

　ゴーゴリは小声で言っているつもりなのだろうが、拡声器が声を拾い否いや応おうなくあきらの耳にも届いた。

　こめかみに血管を浮き上がらせたあきらの肩を押さえたのは萌だ。

「あきら、落ち着いて。ここで怒おこっちゃ駄だ目め」

「解わかってるって。あたしは常に冷静、交渉事だって完かん璧ぺきにこなしてみせるって」

　多分に疑わしい萌もえと越こし塚づかの視線に気づかないあきらは、そのまま話を進める。

「えー、なまっててすみません。京都第三条約に従いＡＤＥＭの強制査察権を行使しますので、開門を願います。開けない場合は国連による制裁が行われます。だからさっさと今すぐ開けてください」

　遠目にもゴーゴリの顔が真っ赤になったのが解る。

「京都第三条約？　ＡＤＥＭの強制査察権？　はっ、何を言ってるんだ。そんな話は聞いていないぞ」

「そんなはずはないでしょう。クレムリンから連絡が来ているはずです。寒いんで開けてもらえますか？　ひさしぶりに屋根があるところで温かいスープが飲みたい」

　もはや交渉と希望の区別がつかなくなってきている。

「そんな連絡は来ていない」

「だからそんはずないって。物忘れ激しくなってるんじゃないの？」

「なんだと貴様！」

　激げつ昂こうするゴーゴリをあきらは鼻で笑った。もはや交渉と言えない話し合いだが、うしろで控えている他のＬＣ部隊員は動こうとはしない。

　怒いかりにまかせて近づいてくるゴーゴリを警護の兵士が慌あわてて追いかける。止める手を振り払い、ゴーゴリはゲートの鉄てつ格ごう子しをつかんだ。

「やっと声を張り上げなくていい距きよ離りに来た」

　ゲートの鉄格子を挟んでゴーゴリと向き合う。

「この堕だ落らくした民主主義者め。俺にそんな口をきいてただですむと思っているのか！」

　ゴーゴリが口汚くののしってくる。とうぶん怒声と罵ば声せいはやみそうにない。気の済むまで怒鳴らせてから交渉を再開しようと聞き流していたあきらは、ふと別のことに気づいた。

　広場を横切る二人の兵士がいた。一人は身長２メートルはありそうな図体で、もう一人は少女と見まがうばかりの小柄な人物だ。大人と子供以上に体格差がある。

　湯でレンズを作り、二人の姿を拡大した。気温差で流体の激しい水では、精巧なレンズを作ることはできなかった。しかし相手の顔をぼんやりと視認することはできた。

「あれは……」

　見覚えのある顔にあきらは驚おどろきを隠せない。

　大小二つの姿は滑走路脇わきに止めてある航空機に向かっていた。







　Ｍｉ─２６はメインローターのブレード──翼つばさが八枚あるロシアを代表する大型の輸送ヘリコプターだ。軍事民間の両方で活かつ躍やくする大型ヘリは、過か剰じよう搭とう載さいさえ許せば、百名以上の人間を運ぶことができる。

「これなら行けるな」

　リバースはボタンがはち切れそうな服に窮きゆう屈くつそうにしながら、ヘリのコックピットに乗り込む。服も窮屈なら、コックピットの中も窮屈そうだ。子供用の自転車に大人が乗っているような有様だった。

　操そう縦じゆう桿かんは片手だけでほぼすっぽりと覆おおい隠してしまう。

「そんなんで操縦できるの？」

　疑惑を含んだ眼まな差ざしを送るマモンは、隣となりのコックピット席に子供のようにぴょんっと座り込む。

「余裕だ」

　幅の狭いスイッチを大きな指先で器用に入れていく。

「それより周りの様子はどうだ？」

「相変わらず正面ゲートでいざこざ中。まだ僕達に気づいてないよ」

「そうか。でも、まあこれで否いや応おうなく気づくわな」

　リバースがエンジンのスイッチを入れるとエンジンは騒そう音おんを鳴らし、メインローターの八枚ブレードがゆっくりと回り出した。










「だいたい女というのは家にこもっておればいいのだ！」

「はあ、なに言ってるの？　赤軍のスナイパーは女だらけだったでしょう。そんな歴史的事実を無視して、家にこもってろ？　あんたこそ、その見るにたえないたるんだ体を隠すために家にこもってたら？」

　あきらとゴーゴリの話し合いはもはや交渉の体ていはなしておらず、ロシア語と英語とフランス語のちゃんぽんの程度の低い口げんかへと発展していた。あきらは大げさに身振り手振りを交えてゴーゴリを罵ば倒とうし、ゴーゴリも負けず返そうとする。

「なんだと女、それを言うなら……」

　その時、エンジン音が響ひびき、ゴーゴリの声をかき消した。

「なぜＭｉ─２６ヘイローが動いている？　今日は何か予定があったか？」

「いいえ、そのような話は聞いておりません」

「パイロットに事情を聞け」

　ゴーゴリの会話を盗み聞きしていたあきらは小さく舌打ちをする。

「ちっ、気づいたか」

　行方不明だったマモンに気づいたあきらは、できるだけ大げさに騒さわぎ立てた。もう一人の大男の正体は解わからなかったが、直感で彼かれ等らの行動を支援すべきだと感じたあきらは迷いなく実行した。しかしさすがにヘリ発進の爆音までは隠し切れない。

「ともかく通信履り歴れきを調べてもらえますか？　クレムリンから何か連絡が届いているはずです」

　一変してあきらの態度は丁てい寧ねいなものになる。

「いま確認に行かせている」

　ヘリ使用の確認など、いまあきらがふっかけている問題に比べればたいしたものではない。ゴーゴリの意識はすぐにあきらへ引き戻された。

「あと十分、いや五分待ってろ」

　時計を確認しながら、ゴーゴリは鼻をふんと鳴らした。







　ヘリの確認に行った兵士は、手を振って停止するように呼びかけた。

「エンジンを止めろ。所属と氏名を確認する。すぐにエンジンを止めるんだ」

　しかしヘリコプターの駆動音は騒そう音おんに等しく、どれだけ声を張り上げても伝わらない。

「ああ、何言ってるか解んねえなあ」

　リバースはコックピットで耳をすます動作をして、聞こえないことをアピールした。

「所属と氏名だ。ともかくエンジンを止めろ」

　しかしリバースは耳をすましあきらめたように首を振って肩をすくめただけだ。

「止まれって言ってるんじゃないの？」

　隣となりでマモンは退屈そうにあくびをする。

「いやいや、俺にはすぐに飛び立てと言ってるように思えたぜ」

「じゃあすぐに飛び立たないとね」

　リバースはピッチレバーを引きヘリコプターを上昇させた。

「おい、止まれ！」

　兵士がつかみかかりそうな勢いで走ったが、時すでに遅くヘリは人の手が届かないところまで上昇していた。







「ほう」

　飛び立ったヘリを見て越こし塚づかが小さく感心の声を出した。

「どうしたの？」

　耳ざとく聞いていたあきらがストレートに問うてくる。

「なかなか腕の立つパイロットだと思ってね」

　上昇しかしていないではないかと言いたい気持ちになったが、あきらの理解できないところで操縦のエキスパートの越こし塚づかならではの見定める何かがあるのだろう。

「ふーん」

　越塚が言うのなら、納得するしかない。

「おい、こら、何を勝手に飛んでいるんだ！　おまえ達、何をしている。さっさとあのヘリを止めろ」

　怒いかり狂うゴーゴリのもとに一人の兵士が青ざめた様子で走ってきた。

「た、た、大変です！」

「解わかっとる。ヘリが無断で飛んだのだろう。たったいま目の前で見ていたわ。パイロットは営倉行きだな。まったくどいつもこいつも」

「そうではありません。通信室が、通信室の兵士が……」

　尋常ではない様子にあきら達も兵士の言葉に意識を傾けた。

「全員死んでました」

　かすれた声で言った。
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「走って、早く！」

　アリシアが声を張り上げても、百人以上の人間の足が突然早くなるはずもない。彼かれ等らはアリシアが思っている以上に速く走っているし長時間走っている。これ以上望むのは酷こくというものだ。しかしそれでもやらなければならない。すぐうしろまで彼等の死は迫っていた。

　背後にあるのは赤い壁だった。横は果てしなく広く、縦は見上げんばかりに高い。密集したグラキエスは、もはや一つの壁と言って差し支えなかった。一分の隙すきもなく、壁が迫ってくる。わずかでも足を止めたら追いつかれる。

　うしろを振り返る。ちょうど跳ちよう躍やくしたクレールがいくつものグラキエスを葬ほうむり去る瞬しゆん間かんだった。しかし斬きったグラキエスの数倍の数が、脇わきをすり抜けていく。

「うわあ」

　悲鳴なのか驚おどろきなのかあるいはあくびなのか、いま一つはっきりしない声をあげているのは八や代しろだ。両手に持ったクナイを打ち鳴らし雷らい鳴めい動どうを放つ。人には聞こえない音波は、グラキエスの行動を乱す。

　それでもグラキエスの行進は止まらない。苦しみもだえているグラキエスを乗り越えて、新たなグラキエスが迫る。

　──甘かった。

　アリシアは内心歯ぎしりしながら、次々とグラキエスを狙そ撃げきしていく。

　八代の雷鳴動でグラキエスの対処はいくらか楽になると思っていた。しかしいま雪崩なだれのように襲おそいかかってくるグラキエスの前には、雷らい鳴めい動どうの効力など雀すずめの涙にも等しい。

　スヴェトラーナも八や代しろから学んだ──あるいは盗んだ雷鳴動で応戦するが、こちらは八代以上に効果は期待できない。髪を槍やりにして貫くほうが効果的なくらいだ。

　闘とう真まも近づいてきたグラキエスを振り払うのが精一杯だった。攻こう撃げきの間合いの広さはクレールとさほど変わらないが、闘真にはクレールのような身軽さや機動力に欠けている。対多のケースでは、闘真の能力は十全に発揮できない。

「早く、早く、早く！」

　転んだヴォルグを抱きかかえるように起こすと、アリシアは先頭を切って走る。針葉樹林はどこまでも続く。

　──基地までまだ40キロ以上ある。

　こんな強行をあと40キロも続けられるはずがない。アリシアでさえ倒れそうなのに、民間人がついてこられるはずがない。そもそも基地にたどり着いたところで、この状況が好転するだろうか。基地に、これほど大量のグラキエスに対抗する手段はあるのか。

　頭に思い浮かぶのは絶望ばかりで、いいことは何一つ思いつかなかった。
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　通信室にいた通信兵全員が死んでいた。しかし外傷らしきものはどこにもなかった。ただ耳や鼻の穴、目め尻じりから血がわずかに流れている程度だ。

「な、な、な、なんだこれは！」

　部下の報告を受けて慌あわててかけつけたゴーゴリは、予想外の惨さん状じように一度叫んだきり絶句してしまった。その状況の異様さは、室内に足を踏ふみ入れるのを躊ちゆう躇ちよさせるほどだ。

　一度うなったきりドアのところで立ち尽くしていると、

「はいはい、どいてどいて」

　と言いながらゴーゴリを押しのけて通信室に入っていく人物がいた。

「あーっ、あ、あーっ、なぜ貴様勝手に入ってきている！」

　部屋に入る人物の赤い髪の後頭部を見て、ゴーゴリは思わず叫んでいた。

「気にしない気にしない。ほらそんなことよりほら、そんなところに立ち尽くして、いつまで怖おじ気けづいてるつもり？」

「だ、だ、誰だれが怖じ気づいてるものか！　こんな場所なんでもないわ」

　ゴーゴリはずかずかと中に入ると、どうだと言わんばかりに得意げにあきらを見た。

「全員、似たような死に様だね。銃は誰だれも抜いてないと」

　すでに死体に興味を移しているあきらに、苦み走った顔を見せる。

「おい、貴様。これ以上愚ぐ弄ろうすると……」

「クレムリンからの指令書が届いてないか確認してくれる？」

　部下の一人が指令書を発効するプリンターのところにいくと、何枚か印刷してあるものを順番にめくっていく。

「司令官、クレムリンより指令書が届いております」

　プリンターに印刷された正式な書類を見て、ゴーゴリはうなった。

「なに？　なんて書いてあるのかな？」

「京都第三条約が可決。それにしたがいロシアもＡＤＥＭへの協力体制を……まないと」

「え、なに？　よく聞こえない」

「ＡＤＥＭへの協力を惜しむなと書いてあるんだ！」

　怒鳴るゴーゴリにあきらは満面の笑みを見せた。

「クレムリンは何を考えているんだ。グラキエスはわしらだけでどうにでもなる」

　愚ぐ痴ちるゴーゴリにあきらは真顔になり、直立不動の姿勢で敬礼した。

「ＡＤＥＭ、ＬＣ部隊所属の環たまきあきらです。本日付でロシアでの遺産事件を解決する任務に任命されました。グラキエス事件解決のため、尽力することをお約束します。つきましては私の部隊のためにゲートの開放をお願いします」

「……貴様らに何ができる？」

「遺産事件ならば、何事でも」

「この惨さん状じようもか」

「解決してみせます」

　二人はしばらく睨にらみ合う。折れたのはゴーゴリだ。

「解わかった。捜査を許可する。だが忘れるな。役立たずなら、すぐにでも追い出すからな」

　ゴーゴリにそんな権限はない。京都第三条約の強制査察権が発令した以上、全権はＡＤＥＭにある。しかし彼にも司令官としての立場とプライドがある。

「努力します」

　少年のようなさわやかな笑みを浮かべて、あきらは敬礼し直した。

「む、うむ……」

　毒気を抜かれたゴーゴリは、照れたように頰ほおをかいた。
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「くそっ、なんか操縦しにくいな」

　リバースは悪態をつきながら、操そう縦じゆう桿かんを細かく動かしている。

「どうしたの？」

　隣となりで座っている分には何が問題なのか解わからないマモンは、退屈しのぎだと言わんばかりに興味なさそうに問うてくる。

「思うように動かねえ」

「ヘタクソなんだ」

「ふざけんな」

「ずいぶん古いし、ガタがきてるんじゃない？」

「そういうのとは違う。アンバランスなんだ」

「ふうん？」

　どのみち興味がないマモンは前方に意識を集中した。遠くの景色が赤く染まっている。

「もう夕方なんだね。白夜って時間の感覚が狂っちゃうよ」

「違うぞ。あれは……」

　近づくにつれ、それは無数の赤い光点の集まりだと気づく。

「なに、あれ？」

　マモンはロシアに来た初日に、ロシア軍とグラキエスの大軍が戦っているのを見ている。そのときも何百何千というグラキエスの数を見ているが、いま遠くに見えるのはその比ではなかった。

　地平の空と大地を染める赤は夕陽と見まごうばかりに、遥はるか彼方かなたまで続いている。

「やべえ、やべえぞ。おい、どこかに姉あね御ご達がいないか？　集団で行動しているはずだ」

「生きてればね」

「不ふ吉きつなこと言うな」

　マモンは目を見開き、周囲を見渡した。リバースは気づかなかったが、マモンの目が人のそれとは異なるものへと変質していった。視力がより優れたものへと変わっていく。人間の視力はほ乳類の中でもトップクラスの性能を誇るが、それでも鷹たかや鷲わしなどの猛もう禽きん類るいには遠く及ばない。

　白目の部分は黄色く染まり、虹こう彩さいも大きくなる。視細胞が数倍に増え、色形だけでなく機能さえも猛禽類に近づいていった。

「大だい丈じよう夫ぶ、これくらいなら問題ないはず」

　マモンは出発前に風かざ間まに言われたことを思い出していた。体を変質させる変異体の能力、しかしいずれそれは制御できなくなり、もとに戻れなくなると。マモンがロシアに来て使うのは二度目だが、このくらいは数に入らないと彼女ならではの楽天さで決めつけた。

「いた」

　物の十数秒でマモンは遥か向こうにある針葉樹林の一点を指さす。

「は、なに言ってるんだ？　あんな場所見えるわけ……」

　一いつ瞬しゆんだけマモンを見たリバースは、目の変化に気づき言葉を詰まらせる。

「僕ならできる。できるんだよ。ミネルヴァなんてザコ組織の人には解わからないだろうけど」

　リバースは半信半疑ながらもマモンが指さした方向に向かった。疑惑の表情はすぐに驚おどろきへと変わる。

　針葉樹林の間から逃げ惑う人々の姿があった。すぐ背後には足の速い飛行タイプのグラキエスが、いまにも追いつこうとしている。

　マモンはシートベルトを外すと、後部の格納庫に回った。

　彼かれ等らが走る先の小さな広場を見つけると、リバースは機首を旋せん回かいさせた。







「見て！　ヘリよ！」

　アリシアが上空を見て叫んだ。直後に前に回り込んできたグラキエスに銃を撃うち、牽けん制せいする。倒すには至らないが、一時的に行動の阻そ害がいはできる。

　背後から追いつこうとするグラキエスを牽制するのは八や代しろとスヴェトラーナだ。雷らい鳴めい動どうによる超音波が、グラキエスに混乱をもたらす。しかしそれも一いつ瞬しゆんのことだ。すぐ背後から別のグラキエスが迫り、またも雷鳴動を使うの繰くり返しだった。

「くそっ、精度が落ちてきた」

　八代が珍めずらしく真剣にぼやく。

「あと少しです！」

　スヴェトラーナが皆を鼓こ舞ぶする。

　ヘリが着陸したのは、この先数百メートルだ。

　闘とう真まとクレールが人々の両りよう脇わきを固めた。雷鳴動で混乱してもなお襲おそってくるグラキエスを撃げき退たいするためだ。

「く、苦しい」

　途中で何人もの脱落者が出そうになった。しかし体を支えて叱しつ咤たすれば、不思議とまた体力が戻って走り出す。

「見えた！」

　針葉樹林を抜けると、小さな平地が現れた。その中心にＭｉ─２６が着陸し、闘真達を待っていた。

「早くしろ。すぐに追ってくるぞ！」

　リバースがコックピットから怒鳴っている。

「早く乗ってよ！」

　大きく開いた後部ハッチから、上半身を乗り出し手招きしているのはマモンだ。その手前には、三脚のついたＰＫカラシニコフ機関銃が置かれている。

「え？　あれ？　もしかして舞まい風かぜ君？」

　その姿に驚おどろいたのは八や代しろだ。闘とう真まもマモンのことは薄うすぼんやりと覚えてはいるが、直接話したことも闘たたかったこともないので、いま一つ印象が薄うすい。

「当たったらごめんねえ」

　物ぶつ騒そうなことを言いながらマモンは機関銃を構えると、闘真達の頭上めがけて撃うった。毎秒六百五十発の速射の弾丸が、頭上のグラキエス達をなぎ払っていく。面おも白しろいくらいに次々とグラキエス達が砕け散っていった。

「弾が効いてる。あれも炭素弾なのかな？」

「クレール、危ないからもう跳ばないで」

「みんな、あと少しです」

　過か剰じような連射に加熱した銃身から煙が立ち上る。これ以上の連射は銃身を歪ゆがませ、あらぬ方向へ撃ってしまう可能性がある。マモンは舌打ちをして、いったん撃つのをやめざるを得なかった。

「あれじゃ間に合わない」

　グラキエスが迫る速度と闘真達の移動速度を比較すれば、ヘリにつく直前に追いつかれるのは明白だ。

「もっと速く！　そのままじゃ追いつかれる！」

　マモンが声を張り上げた。

「これ以上はいくらなんでも無理よ！」

　アリシアも叫び返す。人々の様子がもう限界を超えているのは明白だ。これ以上無理をさせれば糸が切れたように倒れるかもしれない。しかしマモンの言葉も間違っていない。走れる人間だけで走るか、全員やられるかだ。

「ここはなんとかくいとめる。先に行って」

　そう言ったのは最後尾にいた八代だった。

「ちょっと運転手、なに言ってるの！」

「僕には雷らい鳴めい動どうがあるから大だい丈じよう夫ぶ。すぐに追いつくから」

　そう言って笑うと、八代は立ち止まりグラキエスのほうへ振り返った。

「ボギンスカヤさんは最後尾を頼たのみましたよ」

　雷鳴動を使えるスヴェトラーナに立ち止まらないよう釘を刺す。

「……解わかりました。任せましたよ、一はじめさん！」

　スヴェトラーナの迷いは一いつ瞬しゆんだ。すぐに走っている人々の最後尾について、守りの姿勢を取る。アリシアも一瞬だけ背後を振り返ったが、

「かっこつけても死んだらおしまいよ！　絶対追いつきなさい！」

　すぐに振り切るように前を向いて走り出した。

　立ち止まったことにより、安定した雷鳴動を出せるようになった八や代しろは、幾いく十じゆうものグラキエスを足止めした。

　先頭のアリシアがついにヘリへ到着した。続いて、次々と民間人がヘリに乗り込み、中に入ると心身を使い果たしたか倒れ込んでしまう。闘とう真まとクレールも乗り込み、最後にスヴェトラーナが乗り込んだ。

「まだ一人残っています」

「誰だれ？」

　マモンがスヴェトラーナが走ってきた彼方かなたを見ると、見知った顔の男が走ってくるのが見えた。

「え、あいつ？　なんでいるの？」

　八代が走ってくる姿に驚おどろいたのはマモンだ。うしろからグラキエスの大群が迫っている。その中のいくつかは八代を追い越して、Ｈｉ─２６へ目標を定めた。

　迫るグラキエスをマモンはＰＫ機関銃で撃うち落とす。さらには走ってくる八代の周囲にいるグラキエスまで撃つが、

「わあ、ちょっとストップ。僕にも当たるよ」

　八代が間一髪頭をすくめて事なきを得た。

「僕が危険な目にあっているときに、こんなところでのんきに油を売ってるのが悪いんだよ」

　八代の肝を何度か冷やさせても、それでも機関銃の弾丸は的確にグラキエスに命中し、足を止め崩ほう壊かいさせた。

　しかし残り数十メートルというところで、ヘリが浮いた。

「ちょっと待って下さい！　まだ一人乗ってないんです」

　闘真が操縦席に向かって怒鳴った。

「これ以上は駄だ目めだ。グラキエスに囲まれて飛べなくなる」

　リバースが口惜しそうにする。その言葉に噓うそはない。いまもヘリの周りにはグラキエスがいくつも飛んでいた。

　ヘリは地面と水平に飛ぶ。高さを稼かせがないのは、それでもぎりぎりまで最後の一人を待っているからだ。

「ほら、もっと速く走るんだよ。のろまー」

　浮いたハッチから片足をぶらつかせ、マモンは楽しそうに声援を送る。

「これ以上は、……無理」

　いまにも倒れそうな顔で、それでも八代は走った。

「ほうら、置いてっちゃうよ！」

　罵ば倒とうしたところで八代の足が速くなるわけではない。グラキエスを牽けん制せいするために、何度も雷らい鳴めい動どうを放つ必要もあった。

　マモンのにやけた顔がいつのまにか不ふ機き嫌げんなものにすり替わっている。

「ほら、早くしなよ。のろま、グズ、亀かめ、薄うすのろ、愚ぐ鈍どん、ええとええと、のろま？」

「だめだ。これ以上は待っていられねえ」

　ヘリが上昇を始め、地上に残された八や代しろの姿は見る間に小さくなっていった。







　ヘリが上昇するのを八代はなすすべもなく見送った。いくつものグラキエスがヘリを取り囲んでは、撃うち落とされている。スピードを上げたヘリに追いつけるタイプのグラキエスは限られている。あの様子なら逃げられるだろう。

「ああ、参ったなあ。置いてかれちゃったか」

　後部ハッチにマモンが見えた。いろいろ悪態をついているように見えたが、ヘリの駆動音でほとんどかき消されてしまった。

「僕以外のみんなが無事に逃げられただけでも、もうけもんかな」

　グラキエスが迫り、雷らい鳴めい動どうを放つ。もう何度目かになるか解わからないそれは、グラキエスが慣れたのかそれとも精度が落ちたのか、最初のころのような混乱は望めなかった。ほんの一時、足が止まる程度だ。

「あと一回か二回かな」

　最後にもう一度ヘリを見た。

「舞まい風かぜ君、無む茶ちやな行動をしないといいけど」

　気がかりがあるとすればそれだけだ。誰だれかがうまく導いてやらないと、あの少女は後先考えない破滅的な行動を取りやすい。

　そのときふいにヘリの後部ハッチから、何かが降ってきた。

　それは見る間に大きくなる。バイク程度の大きさの機械のように見える。

「スノーモービル？」

　後部のキャタピラが視認できるくらいに落下し、あろうことか乗車している人影まで見えた。

「きゃっほ──！」

　あの状況であんな歓声を上げながらヘリから飛び降りられる人間を、八代は一人しか知らない。

「まったくあの子は……」

　苦笑と微笑の入り交じった顔が、上から下へと流れていく。

「うぎゃっ！」

　針葉樹の木の枝にもろに突っ込んだスノーモービルから悲鳴が聞こえる。枝を折る音が木の上から下へと流れ、密集した枝の中からスノーモービルに乗ったマモンが落ちてきた。

「痛たたた、死ぬかと思った」

　痛みを払うように頭を振ったマモンは、駆け寄る八や代しろに気づく。

「ほら、早く。また置いてっちゃうよ」

　マモンはタンデムシートのうしろを叩たたいた。

「ほら乗って。変なところ触らないでよ」

　八代はマモンが投げよこしたライフルを受け取って、うしろのシートにまたがる。

「やっ、変なところ触った！」

「触ってない。っていうか不可抗力でしょう。シートが狭いんだから。それより早く出して」

「これってセクハラ？　それともパワハラ？」

　ぶつくさと文句を言いながら、マモンはエンジンをスタートする。

「さあ、かっとばすよ！」

　マモンはアクセルをふかし、スノーモービルをウィリーさせた。振り落とされないように、八代はとっさに目の前にある体にしがみつくしかなかった。

　しがみついて、ある違和感に気づく。
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「舞まい風かぜ君、アンチインパクトスーツは？」

「ああ、あれ？　あの無ぶ愛あい想そうな女にとられちゃったんだよ。怒おこんないでよ？　怒るならあの無愛想根暗女を怒ってよね！」

「いや、そんなことじゃない。じゃあ、今、君は生身で飛び降りてきたのか？」

　躊ちゆう躇ちよなく飛び降りてきたマモンを見て、アンチインパクトスーツを着ているからだと思っていた。しかしちがった。

　それはつまり、身一つで、なんの助けもなく命がけで飛び降りてきたということだ。八や代しろを助けるために。

「君って子は……まったく。本当に破滅的っていうか……後先考えないっていうか……無む茶ちやばかりする」

「なんだよ、助けてやったのにお説教？」

「違うよ。そんなんじゃない」

「べつに、あんたにさせられた６０００メートルからの落下に比べたらどってことないでしょ？　落下って気持ちいい。クセになるね。バンジーやスカイダイビングにハマる人の気持ちが解わかるっていうか！」

　後部座席で八代は対グラキエス弾の入ったライフルで、追いつくグラキエスを次々と撃うち抜く。しだいに二人を取り囲むグラキエスの数は減っていった。

「ありがとう。本当に助かったよ」

　八代の口から自然と言葉がこぼれる。ようやくうしろを振り返る余裕ができたマモンは得意そうな顔をして、鼻を鳴らした。

「ふふーん、人に貸しを作るってのはとても気持ちがいいよね。さあ、早く僕を様付けで呼んでよ。いますぐ！　そこに跪ひざまずいて足をなめてよ。今日からあなたは僕の下げ僕ぼく、しもべ、奴ど隷れい。どれでも好きなの選んでいいから。選ばせてあげるなんて僕って優しい」

「ちょ、ちょっとまって、あれ！」

　八代が指さした空の先には闘とう真ま達の乗ったＭｉ─２６が見える。

「どういうこと？」

「どうしたんだ？」

　二人同時に疑問の声を出した。

　周囲の様子からグラキエスを振り払ったように見える。なのにヘリは今にも墜つい落らくしそうなほどふらついていた。







　Ｍｉ─２６が左右にふらついた。

「ちょっとリバース、しっかり操縦しなさいよ。あなたの取とり柄えは頑丈さと運転くらいなんだから」

　リバースがこわばった顔で操そう縦じゆう桿かんを握っている。

「やべえぞ。このヘリが言うことをきかねえんだ」

　グラキエスの群れから離はなれて通信機能が回復したためだろうか、通信機から声がする。

『ヘリコプターの強ごう奪だつ犯はんに次ぐ。おまえが操縦しているのは、モンキーモデルだ。積載重量は劣るぞ』

　通信機から聞こえてきたのは男性の英語だった。しかしネイティブではないのか、発音に違和感を覚える。

「モンキーモデルって。輸出用の劣化版かよ！　なんでそんなものが軍事基地に紛まぎれ込んでるんだ」

　リバースは驚おどろきとともに納得の表情をする。

　輸出用の武器を自国で使う物よりダウングレードするのは珍めずらしくないが、ロシアのそれは度を越していた。結果的に信用を失うことになり、最新の兵器では露ろ骨こつなダウングレードはしなくなったが、古い兵器には数多く残っている。

　リバース達が乗っているロシア製のヘリは本来ダウングレードされているはずがなかった。ソビエト連邦がロシアになり、混乱とひっ迫した経済状況から、あってはならないことを引き起こしてしまったのかもしれない。いずれにせよリバース達は運が悪かった。

　しかしそれだけではまともに飛べない理由の説明にならない。劣化版とはいえまともに機能しなければ、海外がロシアの兵器を買うことはない。

『しかし整備にはロシア軍用の部品を使っていると思われる。組み込まれているアビオニクスはそのことが想定されていない。エンジンの出力を上げれば、バランスを崩しまともに飛ぶことが難しくなる』

　ヘリコプターは機種にもよるが、エンジンのある乗り物としては珍しく、直接エンジン出力を調整するという概がい念ねんがない。飛行速度や高度が必ずしもエンジンの出力と直結するわけではないからだ。故ゆえに操縦は難しく、電子機器の発展と共にエンジンの出力や、メインローターのブレードの角度などはコンピュータ制御の補助が加わることになった。

『もしグラキエスから逃れてこの先に行こうとしているなら不可能だ。いずれ墜つい落らくする』

　墜落という不ふ穏おんな単語に、うしろから様子を見守っていた人々がざわめく。

「基地に戻るしかなさそうですね」

　スヴェトラーナはしかたないと首を振る。しかしリバースの表情はこわばったままだ。

「基地までもつかもあやしいな」

「しかたありません。どこかに不ふ時じ着ちやくさせましょう」

『あなた達には基地に帰還することを提案する。現状、いまはここが一番安全だ』

「解わかった。しかしそこまで持つか怪しい」

『飛行を安定させるために、機体のバランスを調整する必要がある』

「方法はあるか？」

『機体下部にある燃料タンクの右半分を空にするんだ。いまやり方を教える。俺はＡＤＥＭアドバンスＬＣ部隊所属の越こし塚づかだ。あんたの離り陸りくは見事だったよ』







　Ｍｉ─２６がわずかに傾きながらも基地に向かって飛行した。機体の下からは燃料タンクから排出された燃料がこぼれている。

「お、きたきた。うわ、臭くさ」

　あきらがこぼれる燃料の臭においに鼻をつまんだ。

　無事に着陸したＭｉ─２６から降りてきたのは大勢の民間人だ。その中にアリシアの姿があったことにあきらは驚おどろく。

「アリーじゃない」

　事情をうかがい、あきらは基地内の元凶がイワン・イヴァノフにあることを知った。しかしイワンは彼の軍勢であるいかずち隊とともに基地内から姿が見えなくなっていた。

　しかしイワン以上に問題なのは、迫っているグラキエスの大軍だった。基地に到達するまでの推定時間は、およそ二時間弱だった。




　　　　　　　　６




　闘とう真ま達は他の民間人と一いつ緒しよに、広いホールの一つへと移された。彼かれ等らはみな一様にほっとしていた。グラキエスから逃れるために輸送ヘリを用意してくれると、ロシア軍が約束してくれたからだ。

「ずいぶん古い建物だね」

　闘真は物もの珍めずらしそうに周りを見ていた。少年が言うように、ホール内はあちこちが朽くちている。

　兵士はおらず、いま一緒にいるのは避ひ難なんしてきた人々とクレール、スヴェトラーナ、アリシア、リバースだけだ。

「ロシア軍も混乱してるみてえだな。普通は見張りの一人や二人置くだろう」

　見張りどころか所持していた武器すら没収されていない。

「アリシア、ずっと黙だまっていてどうしたんですか？」

　いぶかしんだスヴェトラーナが問いかけると、アリシアは何かを決意した表情で立ち上がる。

「スヴェトラーナ、あなたに会ってもらいたい人がいるの」

　アリシアが愛称ではなく、硬い表情で改まった言い方をする。彼女の固く結んだ唇くちびるが緊きん張ちようの度合いを物語っていた。

「それがあなたが会いに来た目的なのですね」

　スヴェトラーナの静かな問いかけにばつが悪そうにするものの、まっすぐスヴェトラーナを見返す。二人の間に奇妙な空気が流れた。威圧や恐れと言った感情ではない。なにかが軋きしむような居心地の悪さに闘とう真まは固かた唾ずをのんで二人を見守った。

「つまりこの状況も偶然ではないと」

　見張りのいないホールを見渡すスヴェトラーナの声には、少しだけとがめるような調子が含まれていた。

「解わかりました。会わせてください」

　ふいに空気が和やわらぐ。スヴェトラーナは微ほほ笑えみすら浮かべてアリシアを見つめ、彼女もほっとした笑顔を見せる。

「あなたにとって、きっと悪い話じゃないと思うわ」




　　　　　　　　７




　アリシアが案内したのはホールと同じ建物の上層階だ。そこには最新の通信設備が用意されていた。アリシアの仲間であるはずのリバースも事の展開に戸惑っていた。

「俺は何も聞いてねえぞ」

「だってあなた隠し事苦手じゃない」

　文句を一言で押さえつける。

　アリシアは通信機を操作し、外部との連絡を試みようとした。まもなく通信機のモニターに一人の人間が映し出される。

　闘真はやはりという思いとともに、心のどこかでアリシアに落胆していた。

『お久しぶりです。スヴェトラーナ』

　モニターの中で真まな目め勝かつ司しが酷こく薄はくの笑顔を浮かべていた。椅い子すにゆったりと座り手を組んでいる姿がさまになっている。スヴェトラーナは少し考えるそぶりを見せたが、

「もしかして勝司さん？」
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　と懐なつかしさを含んだ声で問うた。

『ええ。覚えていていただけましたか』

「やはりそうでしたか。最後にあったのは十年以上も前で自信はなかったのだけれど」

「十二年前です。まだ蛟みずち叔お父じさんが存命でした。そのときに一度だけお子さんを抱かせてもらったことがあります」

「そうね。懐かしい。あのころに戻りたいというのが、私の正直な気持ちです」

　勝司も同意なのか、少しだけ寂しげに笑う。

「そう、アリシア、あなた勝司さんと組んでいたの？」

　その笑みをアリシアへと移した。

「ええ、そうなるのかしらね」

「いまあなたはどうしているのです？　真まな目め不ふ坐ざとはうまくいっていないと聞きましたが」

『親父とは決別しました。俺はもう真目家の一員ではない』

　スヴェトラーナは驚おどろきに目を見開いたが、すぐに納得したようにうなずいた。

「そうですか。賢明かもしれませんね」

『十二年ぶりの再会は満足していただけましたか？』

　スヴェトラーナはクレールに目をやり、少しだけ瞳ひとみに他人には見せないたぐいの優しさをうかがわせた。

「あなたにはとても感謝しています」

『それはなにより。俺も事実を知ったとき、とても心を痛めたものだ』

　闘とう真までも勝かつ司しの言葉は額面通りに受け取ることはできない。勝司の手引きがなければ、クレールを母親の元へ届けることはできなかった。その事実は認めるが、その真意が純然たる善意であるはずがない。しかし勝司の利己がどこにあるのか闘真には見えてこなかった。

「でも善意だけで娘に会わせてくれたわけではないのでしょう？」

　スヴェトラーナの口調はあくまでいつもと変わらない。誰だれにでも公平で誰にでも優しい。故ゆえに誰に対しても同じ口調だ。彼女もまた勝司の真意が見えていないようだった。

『不ふ坐ざからその娘を離はなす。不坐の戦力を削そぐ。それだけでも俺には大きな意味がありますよ。鳴なる神かみの尊みことの継承者はやっかいだ。あなたならよくご存知のはず。まして人為的に作られたとなればなおさら』

　戦力という表現にスヴェトラーナは眉まゆをひそめるが、すぐに自じ嘲ちよう的てきなものへと切り替わる。ここにくるまで、クレールはどれだけ刀を振るったか。

『母親ならば不坐の呪じゆ縛ばくにも打ち勝てるかもしれない。利害は一致しているはずだ』

「私には母としての資格はありません」

　スヴェトラーナは震ふるえる声をごまかすようにモニターから顔をそむけた。

『自分に都合のいい罪悪感だな。そんなもので子の母と共に暮らす権利を奪うのか？　母に抱きしめられるぬくもりを教えないのか？　資格などと言う都合のいい言葉を持ち出して、たいそう立派な母親だな』

　辛しん辣らつな言葉の中には勝かつ司しらしからぬ激情がこもっていた。

『クレールは強かったか？』

「え、ええ。とても」

　話題の転換の真意が見えず、スヴェトラーナはあいまいにうなずく。

『なるほど、確かにあなたは母ではなく、ただの臆おく病びよう者ものだったか。母であるなら、娘が危険なことをするのを見過ごすはずはない。戦うことを許すはずがない。資格がないなどとのたまい逃げるただの臆病者だ』

　スヴェトラーナはすでに返す言葉を失った。ただうなだれるしかできなくなった。

「あの……」

　闘とう真まがおそるおそる言葉を発した。勝司は不愉快そうに闘真を見たが、話すのを止やめようとはしなかった。

「一昨日、たくさんのグラキエスに襲おそわれたとき、クレールがなぜ単独で大群に向かったのか解わかりますか？」

　闘真が発した質問の先は、勝司ではなくスヴェトラーナである。

「ええ、そうですね。あのときも私はあなたにクレールを任せてしまった駄だ目めな人間です」

「あ、いやそうじゃなくて。僕が言いたいのはそういうことじゃなくて、クレールがどうして一人で無む謀ぼうなことをしたかってことで」

　スヴェトラーナはおそるおそる闘真を見返した。

「スヴェトラーナさんが、みんなを逃がすために一人残るって言ったときなんです」

　翡ひ翠すい色いろの瞳ひとみが驚おどろきか、大きく見開かれる。

　同じ翡翠色の瞳をしたクレールは、まばたきもせずじっと立っていた。感情がない人形のようだ。娘に手を伸ばしかけた母はしかしすぐに手を引っ込めた。

『俺は弱みをねちねちつついただけの悪者か。慣れているからいいが』

「いえ、ありがとうと言っておきます」

　スヴェトラーナは多少気持ちを立て直したのか、まっすぐに前を見た。

「それで話とは私と娘の心配だけですか？」

『いや、もう一つ、知りたいことがある』

　勝かつ司しは微笑を浮かべながら椅い子すに座り直す。闘とう真まはその様子に珍めずらしいという感かん慨がいを抱いていた。真まな目め勝司は緊きん張ちようしていた。いったい何に緊張しているのかまでは解わからないが。

『峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうは十二年前、何をしにシベリアに来た？』

　スヴェトラーナは一いつ瞬しゆん何を問われたのか解らないようすで、眉まゆをひそめた。闘真もその質問に驚おどろく。ここで峰島勇次郎の名が出るとは思わなかったからだ。

『しかも、あのようなものを持って行くとは。真目家と無関係ではないはずだ。峰島勇次郎はそこでいったい何をした？』

　スヴェトラーナの困惑の色はますます強くなった。何を言っているのか解らないと首を左右に振る。

「なぜ、なぜそんなことを私に問うのですか？　あのようなものとは？　どうやら質問する相手を間違ったようですね。峰島勇次郎の動向を知りたければＡＤＥＭにでも尋ねるべきでしょう」

　今度は勝司が困惑する番だった。

『なぜと問うか？　明白なことだ。十二年前、同じ時期にあなたもロシアに来ているではないか。それも今いる旧ツァーリ研究局にだ。これが偶然の一致であるはずがない』

「十二年前に、私が、ここに来ている？　いえ、私がロシアに帰ったのは四年前……」

　スヴェトラーナは己の頭を押さえよろけた。慌あわててアリシアがその体を支え、驚おどろきを隠しきれない声で問いかける。

「まさかあなた、忘れてしまったの？」

「……忘れた？」

　大きく開いた目には恐れの色があった。

「そうよ。十二年前にもあなたはここに来ているわ。二十年前セルゲイ・イヴァノフが死んで閉へい鎖さされたはずのツァーリ研究局が、十二年前再び活動を始めた。その噂うわさを聞いたあなたは、単独でここに潜せん入にゆうしたのよ。本当に覚えていないの？」

　アリシアに揺さぶられるまま、スヴェトラーナは虚こ空くうを見つめる。

「十二年前に……私が、ロシアに？」

『そうだ。そしてそこで峰島勇次郎と接触している可能性が高い』

　スヴェトラーナの見開いた瞳どう孔こうが、激しい感情の揺らめきに伸縮する。

『その様子だと、さっき俺が言っていたあんなものが何を指しているのかも理解していないようだな。あれは……』

「やめて！」

　スヴェトラーナは耳をふさいで叫んだ。

「やめて、やめて、やめて、聞きたくない！　聞きたくない。思い出したくない！」

　落ち着いていたスヴェトラーナは、突然半狂乱になり、耳をふさぎただただ子供のように叫んだ。

「スヴィータ、落ち着いて。いったいどうしたというの？」

　さしのべたアリシアの手を払いのけ、逃げるように部屋の隅にいく。そこで体を丸め、怯おびえた様子で全員を見渡した。仲間や友人を見る目ではなかった。見ず知らずの人間を見ているかのような拒絶の色があった。

　クレールが近づこうと一歩を踏ふみ出したときも、

「こないで！」

　と強い拒絶を示す。クレールは言われるままに立ち止まった。あるいは立ち尽くした。

『よほど思い出したくないことか。しかし思い出してもらわねばこちらも困る』

「勝かつ司し。これは遺産技術の後遺症よ。脳組織が破は壊かいされているから思い出すのは無理よ」

『そこにつながる記き憶おくのシナプスが断線しているだけかもしれないだろう。失われたと思うのは早計だな』

　反論するアリシアに勝司はあくまで冷静に話を進める。

『まずはその土地から脱出する手はずを整えよう。こちらで保護した後、脳組織のダメージ状況を調べようではないか。忘れてしまった記憶の中には大事なものもあるだろう。その中には宝物のように大事にしたい蛟みずちの思い出もあるのではないかな？』

　闘とう真まは握り拳こぶしを固めた。勝司の言い分も解わかる。しかしいまの話の進め方は卑ひ怯きようにしか思えなかった。相手の弱みにつけこんだやり方に納得できなかった。

「そうね。まずはここを脱出しないと。そうすればあなたも大事な記憶を思い出せるはずよ」

　アリシアがあやすように手をさしのべた。しかしスヴェトラーナはその手を振り払った。

「やめて！　思い出したら私は……私は人を捨てグラキエスにつかなくちゃいけなくなる！」

　その場の空気が凍り付いた。

「いまの、どういう意味？」

「姉あね御ご、なに言ってるんだ？」

　アリシアとリバースが同時に聞いた。

「いま、いま私なにか言いましたか？」

　自分の言葉が解らない、解りたくないといったすがるような眼まな差ざしでアリシアや闘真達を見る。

「ええ、とんでもないことを言ったわ。グラキエスの味方をするって」

「あ、姉御は。ただ、ちょっと混乱して言っただけだよな」

　リバースが無理に笑った。

『どうした？　いまは大事な話をしているのだぞ』

　沈ちん黙もくをやぶるように勝かつ司しの声がスピーカーから響ひびく。しかしその声はこの部屋にいる誰だれかにかけられたものではなく、あちら側──勝司のそばにいる誰かに向けて発せられたものだ。画面外の横を見て、勝司の表情が見る間に曇くもる。

『ハッキング？　いったい何が……』

　画像が乱れた。いくつものブロックノイズが、モニターを埋め尽くしていく。半分隠れた勝司の横顔に焦あせりの色が生まれた。

『まずい。すぐそこを逃げ……』

　勝司の表情は驚おどろいたまま停止した。そのままモニターはブロックノイズで埋め尽くされ、ふいに映像が切り替わった。再び映ったのは勝司ではなかった。

『よお、久しぶりって言うべきかな』

　新たに現れた人物を見て全員がその場で硬直する。

「親父おやじ……」

　闘とう真まがかすれた声でつぶやいた。







『俺の用件は簡潔だ。愚ぐ息そくのようにぐだぐだと長話をするつもりはねえ』

　モニターの中で真まな目め不ふ坐ざは顎あごをなでながら、にやりと笑う。闘真の背筋に悪お寒かんが走り抜けた。いま不坐は最悪のことをしようとしている。モニターの向こうでいったい何ができるのか解わからないが、とにかくそのことだけは解る。止めなければならない。なにがなんでも。しかし何を？　闘真が逡しゆん巡じゆんしていると、不坐の声がモニターから届いた。

『闘真、よく見ておけ。これが禍まが神がみの血ちよ。クレール、そこにいる峰みね島しまの遺産技術保持者を全員殺せ』

　不坐が命じると同時に抜刀の音が響ひびいた。

「クレール、駄だ目めだいけない！」

　闘真の制止の声も聞かず、クレールは一番近くにいた遺産技術保持者、リバースに向かって走り出していた。

「うおっ！」

　反射的にうしろへ跳ちよう躍やくしたリバースを追って、銀光が弧を描く。間一髪かわしたと思い着地したリバースの太ももから、大量の血が噴き出した。足は体を支えることなく、あっさりと崩れ落ちる。両足が大だい腿だい骨こつの半ばまで切断されていた。切り離はなされはしなかったが、歩行不可能な怪け我がを負い、リバースは地べたをはいつくばるしかなかった。

　すかさず振り下ろしたクレールの第二刀を転がってよけたのは奇跡に近い。しかし三度目の回かい避ひは不可能だった。的確にリバースの首を狙ねらい、地面すれすれに刀が走る。

　リバースは死を覚悟した。手足はちぎれても再びくっつけることはできるが、死に至る傷の修復は不可能だ。

　しかしクレールの姿勢が崩れ、剣先はのど元の皮一枚を削るだけに終わった。

「クレール、やめなさい」

　アリシアがクレールに銃を向けている。まだ銃口からはいま撃うったばかりの煙が立ち上っていた。一発目の弾丸はクレールのこめかみをかすめていた。衝しよう撃げきでこめかみから流れた血が、亜あ麻ま色いろの髪や白い肌を赤く染め上げる。アリシアに当てるつもりはなかったが、一歩間違えれば死につながる危険な一撃だ。

「なんて子なの。普通は気絶するのに」

　四十四口径の弾丸はかするだけで人間を昏こん倒とうさせる。しかしクレールにいたってはわずかに剣先がずれただけに終わった。

「アリシアさん！」

「なに？　撃うつなっていうの？　あなた馬ば鹿かなんじゃないの？　この状況で！　それとも従い兄と弟こを母親の前で人殺しにさせたいの？」

　咎とがめる口調の闘とう真まに、アリシアは強く反論した。

　クレールはゆらりと剣の切っ先をリバースからアリシアへと変えた。当分は動けない人間は放置しても問題ないという判断か。

「クレール、どうしたの？　君はそんなことする子じゃないだろ」

「そういうことをする子でしょ！　いままで一いつ緒しよにいて何を見てきたの！」

　アリシアの言うことは理解できた。しかし不ふ坐ざと行動を共にするようになってからのクレールと、ロシアに来て人々を守るために刀を振るクレールを結びつけることはできなかった。甘い考えだとは理解している。

　アリシアが威い嚇かく射撃をするが、クレールの歩みは変わらなかった。

「恨まないでよ」

　クレールに言っているのか、それとも娘の豹ひよう変へんを呆ぼう然ぜんと見ている母親に言っているのか、アリシアの銃口は、少女の足へ向けられた。

　しかしトリガーを引いた瞬しゆん間かんには、すでにその場にクレールはいなかった。その瞬間を狙ねらって、緩ゆるい歩みから最大速度へ一気に加速していた。地べたすれすれに低い姿で疾しつ走そうするクレールの姿はほとんど髪で覆おおわれ、まるで地を走る狼おおかみのようだ。しかしその爪つめは狼のそれとは比べものにならないほど長く鋭い。

　アリシアは急いで銃をクレールへ向ける。翻ひるがえる髪が幻惑し、頭上からは体がどこにあるのか解わかりにくい。それでもアリシアはためらいなくトリガーを引いた。下へ手たをすれば致命傷を負わせかねないが、アリシアは非情なまでに甘さを見せなかった。

　彼女の判断は正しかった。それでもなおクレールの動きは、アリシアの射しや撃げきを上回る。体の軌道がまるで瞬しゆん間かん移動したかのように真横にずれて弾丸をかわす。それでいて一直線に進む速度が鈍ることはないのは、もはや物理法則を超越している。

　三発撃うったが結果はすべて一いつ緒しよだった。クレールの体は瞬まばたきする間もなく目の前にあった。回かい避ひを試みるアリシアだが内心間に合わないのは解わかっていた。切り上げた刃は、脇わき腹ばらから肩へ一直線に両断するだろう。

　しかし再び刃の軌道がずれた。

「クレール！」

　闘とう真まが体ごとぶつかっていった。そのまま地面にもつれ込むようにして倒れる。そのまま倒れているクレールを上から押さえ込んだ。

「そんなことをしちゃだ……」

　闘真の声が途中でとぎれる。うつぶせに倒れていたクレールはそのまま体をのけぞらせ、後頭部を闘真の鼻がしらにぶつけた。一瞬のひるみの中で体をひるがえし、今度は肘ひじ鉄てつをこめかみへめり込ませる。そのまま体を回転させあお向けになると、闘真の腹を蹴けり体の下から脱した。そして自由になった刀を持った手を振ろうとしたが、刃に火花が散り後方へ流れた。クレールはすぐさま飛び退しさると、後に続くように弾丸が床を砕く。

「女の子を押し倒すのはもう少しうまくやらないとね」

　銃をかまえたまま油断なくクレールを睨にらむアリシアは、それでも軽口だけは叩たたく。

「た、助かりました」

「こっちの台詞せりふよ。うわ、ひどい顔」

　鼻血で鼻の下は真っ赤に染まり、こめかみは赤く腫はれ上がっている。

「名誉の負傷です」

「言うじゃない。いい男になったわよ」

　クレールは壁を背に闘真達を順番に見回していた。いまだ動けずにいるリバース、闘真とアリシア、最後にまだ呆ぼう然ぜんとしているスヴェトラーナだ。

『ほう、よくしのいだじゃねえか。素直に感心したぞ』

　不ふ坐ざがおかしそうにモニターの中で笑う。

『それにクレールの暗示は健在のようだ。さっき母親に拒絶されなければ、やべえとこだったんだが』

　スヴェトラーナの顔が蒼そう白はくになった。

「私のせい、なのですか？」

『まあ、ありていに言えばそうなるな。せっかく勝かつ司しの野郎が画策して、母娘一緒にいたってのによ。クレールがおまえさんを認め始めてたんだぜ？　それをさっきおめえ自身が全部台無しにしやがった。ひどい親もあったもんだ』

　どこまでも楽しそうにしている不ふ坐ざに、闘とう真まの怒いかりが頂点に達した。

「あんたがそれを言うか！　ふざけるな！　クレールに何をしたんだ！　早く戻せ！　どうしてこんなひどいことをする！」

『どうしてって言われてもなあ。その女には死んでもらわんと色々と困るんだよ。それに戻せって言われても、別に特別なことはしちゃいないさ。禍まが神がみの血ちの性質の延長上ってやつだ』

　不坐は困ったように顎あごをなでる。

「延長上？」

　理解できないでいる様子に、不坐はむしろ哀あわれみすら感じる視線を向けた。

『なんだ？　おめえはまだ自分の意志で動いてると思ってるのか？　俺のところにきてからなんで素直に言うこと聞いてやがる。俺を守ってどうする。変だと思わねえのか、おかしいと感じなかったのか。闘真、おめえはよ、真まな目め家けの当主の命に従っただけなんだ。それが鳴なる神かみの尊みことの継承者のさだめってやつだ。さだめだってよ、かっこいいな、おい』

「操られていた？」

　その衝しよう撃げきは一いつ瞬しゆんクレールから意識が外れるほどだった。

『おうよ。でもそんなに悲観するなよ。世の中自分で決められることなんざ、じつはほとんどねえんだからよ。はははは』

　モニターが砕け散って、楽しそうに笑う不坐が消えた。

「不愉快だってのよ！」

　モニターに銃弾を浴びせたアリシアは、しかしすぐにクレールへと意識を戻す。

「スヴェトラーナ、あんたいつまでぼやぼやしているの！　いい加減にしなさい。また親の責務を放ほう棄きするの？　さっさと立ち直って！　こっちはもういっぱいいっぱいなのよ。これ以上ぼやぼやしてたら、あの子を止めるのに殺すしかなくなるじゃない」

　最後の一言がきいたのか、スヴェトラーナはようやく表情に意志を取り戻す。

「わ、解わかりました。私がクレールを押さえます。あなた達は刀を奪ってください」

　何十本もの髪のうねりが四方からクレールへ襲おそいかかった。圧倒的な物量とあらゆる方向からの攻撃。これを防ぐ手立ては普通ならばないように見える。

「それじゃ駄だ目めだ」

　しかし闘真の口からこぼれた一言は否定だった。

　前も左右も頭上からも、あらゆる方角の空間から飛来する髪に逃げ道などない。しかしクレールにおいてその定理は当てはまらなかった。

　髪が到達する前に刀を振る。刃の切っ先はまだ髪に届かず、ただ空間を切り裂いたようにしか見えなかった。クレールの頭が一段、低くなった。否いな、体全体が沈んだ。つま先から床下に隠れていく。切断された床が落下する。

　逃げ道がないなら作る。クレールならばその手段を持っている。しかし闘真の予測はそこまでであった。いまのクレールに後退の二文字はない。不ふ坐ざの命令は絶対だ。

　いかに全方位から襲おそいかかっても、髪はクレールのいた一点に集まる。まだ階下に落下しきらないクレールは、そのまま頭上の一点を切り払った。そして落下中の床を蹴けり、自分が開けた床の穴を抜け、切り裂いた髪の間を抜け、そのまま伸びきった髪の上へと木の葉のように着地した。

　スヴェトラーナにすぐ次の手にうつるための手段がない。本来なら二重三重の攻こう撃げきの手段を用意している彼女だが、まだ抜けきらない動揺が遺産技術の使い手らしからぬ失態を招いた。

　クレールはそのまま髪の上を走り抜ける。走り抜けながら足下の髪を切断していく。

「うおおおっ！」

　大声と共にクレールへ突進したのはリバースだ。走るたびに太ももから血が噴き出るが、おかまいなしだ。両手で抱えているのは重量のある机だ。それをクレールへと振り下ろした。しかしそんなものはクレールの手にかかれば、たやすく切断されてしまう。

　リバースもそれは解わかっていた。机は体を守る盾たてだ。

　血しぶきがとび、左腕が宙をとんだ。しかしもう一本の腕がクレールをつかもうとする。切断された左腕の断面がクレールへ向けられる。血しぶきが少女の顔を赤く染め、視界を瞬しゆん時じに奪う。

「もうやめなさい！」

　スヴェトラーナの髪がその隙すきに手足に絡からみついた。それでも振り上げた刀をアリシアの銃が撃うつ。手から離はなれないものの、髪と銃に阻はばまれ自在に刀を操れなくなる。

「クレール！」

　闘とう真まが思い切り叫んだ。

　クレールの動きがゆっくりと止まった。白いワンピースは、引き裂かれいくつも穴が開き、血で汚れている。壮絶な少女の姿に、その場にいた他の四人はただ息をのむしかなかった。

　奇妙な沈ちん黙もくが続く。誰だれかが動けばかりそめの平へい穏おんが壊こわれてしまう。それを恐れて誰もが動かなかった。クレールさえも四人の顔を交互に見ながらも、それ以上のことをしようとはしなかった。

　闘真は迷った。このまま闘い続ければ、いずれクレールの体は限界に達する。初めてクレールの戦せん闘とうに立ち会ったときは、どんなにすさまじい戦闘能力を有していても、幼い体がついていかなかった。

　あれから二ヶ月も経過していない。しかしいまのクレールは限界までの時間が長い。グラキエスとの戦闘を繰くり返し鍛きたえられたこと、熱を持つ筋肉を冷やしてくれる気候、成長期による体力の増加、いくつもの要因が重なりクレールの活動時間は飛ひ躍やく的てきに伸びた。

「時間を稼かせぐ？」

　それでもクレールの活動限界は有限だ。それまで粘るかとアリシアは話を持ちかけた。動けなくなったところを捕まえるのが安全策だろうか。捕まえてあきらめてくれるのを待つべきなのかもしれない。

　しかしクレールの行動は素早かった。己の体に巻き付く髪を切断し、そのまま床の穴に消える。

「クレール！」

　とっさにスヴェトラーナは穴の中を覗のぞき込む。階下から見上げるクレールと目があった。

「まずいな。体を休めてる」

　活動時間が限界に達する前に休む。それを繰くり返されては捕まえるのは難しそうだ。

　降りようとするスヴェトラーナを引き止めたのはアリシアだった。

「降りてどうしようって言うの？」

「あの子を助けます」

「助ける？　殺されるの間違いでしょ。行っては駄だ目めよ。真まな目め不ふ坐ざの命令が消えない限り、私達の命を狙ねらうわ」

　クレールが天てん井じようの闘とう真ま達を見ていたのはほんの数秒だ。すぐに走り出し、階下の部屋から姿を消してしまった。

「待って、どこに行くのですか！」

「どこってここでしょう。私達を殺しにくるのよ」

　アリシアは冷たく言う。

「あの子はあきらめないわよ。与えられた任務を果たすために、どんな事でもする」

「私が一人で会います。こうなったのも私の責任です」

「だからそういう自己犠ぎ牲せいはやめてよね。だいたいあの子に親殺しの罪を着せたいの？」

　何も言い返せなくなったスヴェトラーナはただうつむくことしかできない。

「まさかこの状況でいつまでも逃げるわけにもいかないし、どうしたものかしらね」

　ずっと黙だまっていた闘真は、数枚の写真が落ちていることに気づいた。

「あの……、もしかしたらクレールをあきらめさせることができるかもしれません」

　大きな賭かけだ。だがやる価値はある。闘真は三人に自分の考えを伝えた。
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　クレールは一直線に上の階を目指した。数分後にはさきほどまでいた部屋にたどり着く。当然と言うべきだろうか、そこには誰だれの姿もなかった。

　無表情のクレールの頰ほおが、少しだけ歪ゆがむ。しかし誰もいないことへの寂しさを理解できない少女は、耳をすまし周囲の様子を探った。

　すると反対側の通路から四人の走る音が聞こえた。まだ近い。そちらに向けて一直線に走り抜ける。向かう先は避ひ難なんした人々が集まるホールだ。

　先を走る四つの足音が近くなる。案の定、行き先はホールだった。

　ほんの数秒遅れた程度でクレールもホールに到着した。しかし少女はそこで立ち尽くしてしまう。

　そこには様々な村や町から避難してきた老ろう若にやく男なん女によの姿があった。服装はばらばらで背丈や性別が違う。ただしクレールにはそれ以上のことが解わからない。誰だれが誰だか見分けがつかない。

　人はそれを相そう貌ぼう失しつ認にんと呼んだ。







　服装を変えられ、髪を隠され、声も聞こえず、見分けるための写真もなければ、相貌失認のクレールには抹まつ殺さつ対象者を区別できない。

　それが闘とう真まの出した案だった。村人を巻き込むことに危機感は当然あったが、クレールにとって不ふ坐ざの命令は絶対だ。今までの経験から、不坐に害をなさない抹殺対象者以外を殺すことはないという確信もあった。

　クレールがホールに入ってきたとき、不安の声を出していた人達は声を潜ひそめた。入ってきた姿の異様さに言葉を失ったのだ。

　着ているものはぼろぼろで顔も服も血だらけだ。小さな悲鳴さえ起こる。それでもクレールがグラキエスから守ってくれた一人であることから、逃げ出すようなことはなかった。

　クレールはホールに入ってくるとゆっくりと周囲を見回している。誰かを捜しているのはあきらかだ。しかしそれを見つけられた様子はない。何度か闘真の姿も視線上に捉とらえているはずだが、目にとまることはなかった。

　クレールが一人一人の顔を見て回っている。闘真の目の前にきたときも、彼女は顔を覗のぞきこんで首をかしげるだけだ。彼女が通り過ぎたとき、闘真はほっとする。やはりクレールは個人を識別できない。確信を持たなければ彼女は命令を実行しない。

　クレールは時間をかけて丁てい寧ねいに一人一人を見ている。アリシアも目の前からクレールが過ぎ去ったのを見てほっとしている。

　大だい丈じよう夫ぶ、しばらくはやり過ごせる。その間に解決策を考える時間があるはずだ。そう考える闘真だったが、何かが頭に引っかかった。何か大事なことを忘れている。自分は決定的な間違いをおかしている。

　それがなんなのか解らない。精一杯身を縮ませているリバースの前さえも通り過ぎた。相貌失認とはそこまで認識できないものなのか。驚おどろくとともに一番の難関であろうリバースが無事であったことにほっとする。

　残すはあと一人。

「ああああっ！」

　ふいに闘とう真まは大声で叫んでしまう。気づいてしまった。この計画の致命的な欠点を、どうしようもない悲劇を。

　クレールは一人の人間をじっと見ていた。大声を出した闘真など見ていなかった。人混みの反対、何人もの集まっている人々にうずもれるように立っているその人物を見つめていた。

　自然と人混みが割れる。その人物とクレールの間に人ひと垣がきの道ができた。

　その人物──スヴェトラーナは帽子と上着を脱ぎ、己の姿をさらした。

　クレールはゆっくりと歩き出す。血まみれの刀が持ち上がる。その様子をスヴェトラーナは黙だまって見ていた。

「クレー……」

　叫ぼうとした闘真を腕に抱き込み止める人物がいた。アリシアだ。

「黙って見てなさい。もう私達にはどうにもできないことよ」

　アリシアは闘真の計画の欠点に気づいていた。クレールは最初から母親であるスヴェトラーナだけは認識できていたことを。

　──何が言いたいのかって言うと、最初から避さけられているのはすごいなと。だ、だってそれはスヴェトラーナさんを認識してるってことじゃないですか。

　十日前、初めて母娘が会った日に闘真が気づきスヴェトラーナに伝えたことだ。

　クレールは相そう貌ぼう失しつ認にんであるにもかかわらず、母親のスヴェトラーナだけは最初から区別することができた。

「私が解わかるのですね……」

　スヴェトラーナは微ほほ笑えむ。他者に見せる優しい笑顔ではない。張り裂けるような悲しさと湧わきあがる喜びを抑えきれない、そんな複雑な感情が入り混じった微笑みだった。

「スヴィータ、なにうれしそうな顔してるのよ」

　アリシアが押し殺した声でつぶやく。いますぐにでも飛び出したいのは自分だけではないと気づいた。アリシアもそうだ。見ればリバースもじっと耐えてうつむいていた。

　クレールは立ち止まる。１メートルも離はなれていない場所に涙した母親の姿がある。

「私が解る。それだけで充分です。とても幸せです。これからあなたがすることを気に病やんではいけませんよ。非はあなたにない。大だい丈じよう夫ぶ、アリシアやリバース、それに闘真さんがあなたを助けてくれるでしょう。あなたの相貌失認もきっと治ります。だから、どうか私の血で心を取り戻して」

　クレールは刀を振り上げた。

　スヴェトラーナは静かに目をつむり、そのときを待った。誰だれもが固かた唾ずをのんで見守った。誰一人として止めることもできず声を出すこともできない。

「ぁ……あ……」

　静寂の中、小さな声が聞こえた。

「ぁぁ……あああ……ああああああ！」

　小さな声が徐々に大きくなり、ついには叫び声となった。

「ああああ、ああああっ！」

　クレールは叫んでいた。無表情のまま、しかし両目から流れる涙は熱く、振り上げた刀を握る手は震ふるえていた。

　目の前で叫ぶ我が子をスヴェトラーナは愛いとおしそうに見つめ、頰ほおを優しくなでる。

「私を斬きることで楽になれるなら、楽におなりなさい。大だい丈じよう夫ぶ、禍まが神がみの血ちがあなたを縛しばるのはこれが最後です。きっと乗り越えられる。だって私の自じ慢まんの娘ですもの」

　クレールの叫び声が止まった。その顔が初めて歪ゆがむ。

　ずっと無表情だったクレールに、初めて表情が生まれた。

　それは泣き顔だった。

　クレールは生まれて初めて、感情を表に出した。

「マ……マ……」

「はい」

　刀を握る手の震えが止まる。いま一度構え直された刃を見て、スヴェトラーナは再び目をつむり待った。いまはまだ禍神の血の呪じゆ縛ばくを超えることはできない。しかしそれが変わるのも遠い将来のことではない。

　クレールの刀が振り下ろされ、同時に銃声が鳴った。

　血しぶきがスヴェトラーナの顔にかかり、彼女は目を開いた。彼女が見た光景は、クレールの胸に広がる鮮血だ。血に汚れたワンピースがさらに鮮やかな赤に染まった。小さな体がゆっくりと傾かしいだ。刀を振り上げた姿勢のまま、クレールは倒れた。

「いやあああああああああっ！」

　スヴェトラーナは取り乱し我が子を抱きしめる。スヴェトラーナの服も真っ赤に染まった。小さな体から大量の血が流れ出る。
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　誰だれもが呆ぼう然ぜんとする中、一人の拍手がホールに鳴り響ひびいた。同時に靴の足音が重なる。

　スヴェトラーナ以外の視線がそちらに集まった。足音は止まり、拍手だけが鳴り止やまない。

「やあ、とんだ茶番だったね。でもいまここであなたに死んでもらっては困るんだよ」

　イワン・イヴァノフは己に向かって喝かつ采さいするように手を叩たたき、そこに立っていた。
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「やっと会えた。ずっと捜していたんだ。スヴェトラーナ・クレール・ボギンスカヤ。あなたとの再会をどんなに待ち望んだか。この時をどれだけ待っていたか。日本には一いち日じつ千せん秋しゆうという言葉があるが、まさしくそんな気持ちだったよ」

　大げさな身振り手振り、わざとらしい口調、そのどれもがあきらかに場違いで、誰だれもをいらだたせると同時に、端たん麗れいな容姿によく似合い、誰もがイワンに目を奪われてしまう。

　アリシアが銃を撃うつ。警告も容よう赦しやもない一いち撃げきは、しかしいつのまにかイワンの前に現れた兵士によって阻そ止しされた。

「なに、いつ現れたの？」

　驚おどろくアリシアに、リバースが答える。

「いかずち隊だ」

「じゃあ、あの男がイワン・イヴァノフ？」

　いかずち隊やイワンのことを八や代しろやリバースから教えられていた闘とう真ま達は、彼かれ等らがロシア軍の中でもっとも警戒すべき対象であることを認識した。

「クレール、クレール！　お願い、目を開けて！」

　スヴェトラーナの慟どう哭こくがイワンの拍手に混じる。呼びかけもむなしくクレールの目は固く閉じたまま、血だまりだけが広がっていった。

「スヴェトラーナ、しっかりして。あなたなら応急処置ができるはずよ」

　駆けつけたアリシアが叱しつ咤たした。しかしクレールの症状を見て、一いつ瞬しゆんだけ言葉を失う。出血は止まらず、元々白いクレールの顔色はさらに蒼そう白はくになり蠟ろう人形のようだった。

　その時、ホールのシャッターが音を立てて開く。白夜の薄うす闇やみの向こうに何十人ものシルエットが現れた。

「イワン・イヴァノフ。あんたに逮捕状が出ている。無む駄だな抵抗はやめるんだね」

　赤い髪の女性がホールの中に入ってきた。明かりの下に姿を現した環たまきあきらは、すでに手の中にウィンディーネでうねる水球を作っていた。あきらに続いて、ＬＣ部隊が次々とイワンの周囲を取り囲む。

　しかしイワンは笑うのをやめない。指一つ鳴らすと同時に十のいかずち隊が、彼を守るように取り囲んだ。イワンを中心に、いかずち隊とＬＣ部隊の二重の輪ができあがる。

　睨にらみ合った両者、先に動いたのはいかずち隊だ。紫電の残像を残し、常人ならざる速度でＬＣ部隊に突進する。いかに装備が優すぐれているとはいえ、ＬＣ部隊は訓練された優秀な兵士に過ぎない。彼かれ等らにいかずち隊に対処できる目も速さもない。

　しかしイワンの笑い声がやむことが起きた。

　紫電の残像は途中で途切れた。俊足を失ったいかずち隊はそのまま倒れると、床の上を転がった。膝ひざから下が消失している。失われた足は、床に無造作に散らばっていた。

「ほう」

　イワンは珍めずらしく感嘆の声を出す。

「あたし悪くないよ？」

　細く伸ばしたウィンディーネを指先で遊びながら、あきらはしれっとした顔で言った。

　細く研とぎ澄すましたウィンディーネが、いかずち隊とＬＣ部隊の間の空間を、取り囲むようにぐるりと一周していた。高水圧の水に高速で衝しよう突とつすれば、ワイヤーに等しい強度を持つ。いかずち隊は自滅する形で体を分断され、床に崩れ落ちた。

「参ったなあ、いかずち隊のストックも、もうそんなにないんだよね」

　イワンから笑い声こそ消えたものの、微笑は残ったままだ。

「いかずち隊対策はできてる。観念するんだね」

「グラキエス対策もかい？」

　ホールを照らす光に蛍光灯とは別のものが混じる。赤い光が天てん井じよう全体を覆おおい尽くしていた。その明かりの一つ一つがグラキエスだ。

　民間人達が悲鳴を上げるより早く、ＬＣ部隊が銃を撃うっていた。拳けん銃じゆう、マシンガン、ライフル、様々な銃が火を噴いた。グラキエスは次々と砕けて落ちてくる。萌もえにいたっては落ちてきたグラキエスを直接拳こぶしでなぐって破は壊かいしている。

「うっし、成功。グラキエス対策もばっちりだ」

　ものの数分で天井に張り付いていたグラキエスが一掃された。

「いかずち隊はダイヤモンド刀アルマース・メエーチなんて粋いきな武器を持ってるんだって？　ＡＤＥＭにもあるんだけど。名付けてダイヤモンド弾アルマース・プーリア」

　あきらが見せたのは内部で光を複雑に反射する弾丸だ。

「あんたがグラキエスを操れるのは解わかってる。言っておくけどいまごろ研究所地下施設は、速乾性コンクリートで塗り固めているから。完かん璧ぺきとは言えないけど、この程度のグラキエスを足止めするくらいはできる」

　ＬＣ部隊がイワンを取り囲み、その肩をつかんだ。もはや微笑さえも消えて、能面のように無表情な顔をさらすイワンは、手て錠じようをかけられ引っ張られるがままにホールの外へと連れ出された。

「さてこっちは一段落……ってわけでもなさそうだね」

　人々はクレールを取り囲み心配そうにしていた。その中心でスヴェトラーナの髪がクレールの傷口に入り込んでいる。最初はぎょっとしたあきらだが、すぐにそれは治ち療りようなのだと理解した。

　スヴェトラーナはいままでにないほどこわばった顔で、全ぜん身しん全ぜん霊れいをそそぎ娘を治療していた。しかし思うようにいっていないのはその表情からあきらかだ。髪は手術道具のメスや鉗かん子し、針と糸にしか過ぎない。流れた血を取り戻すことはできない。

「血が止まらない。止まらないんです」

　スヴェトラーナは嗚お咽えつ混じりの声を出す。

「医務室に連れて行こう。いま担たん架かを呼んでるから。この子の血液型は？」

　スヴェトラーナは痛ましい表情で目をつむり首を左右に振った。

「大だい丈じよう夫ぶ、調べればすぐに解ることだから。ほら、担架がきた」

　担架はちょうど外へ連行されるイワンとすれ違おうとしていた。

　そのとき地面がわずかに震しん動どうした。

「なに？」

　地の底で何かが蠢うごめいている。そのような感覚が足に感じる震動から察せられる。

　微震動は徐々に大きくなり、ついには立っているのも難しいほどに大きく揺れ出した。天てん井じようの明かりが揺れ、埃ほこりが落ちてくる。

「はははははは」

　あきらは慌あわててイワンのいる外に駆け出し、続いて何かを察した闘とう真まがあとを追った。

　吹雪ふぶきと風の音に混じって、イワンの耳みみ障ざわりな笑い声が聞こえてきた。大きな揺れで外にいた兵士の誰だれもが倒れる中、彼だけが揺れていないかのように不動の姿勢をたもっていた。

　アスファルトがひび割れて大きく歪ゆがむ。イワンを中心に周囲の地面が崩れ落ちていった。しかしイワンだけは落ちることがない。それどころか狂科学者を中心とした地面が盛り上がっていく。

　雪が消えアスファルトが落ち土ど塊かいが崩れ、イワンの足下に残ったのはクリスタルのような大地だった。それは崩れた大地から徐々に全ぜん貌ぼうを現し、イワンは空へと昇っていく。透明な大地の中には血管か回路のような赤いラインが入っている。

　おそらくそれはクルメンと呼ばれる存在なのだろう。しかしそのグラキエスをクルメンと認識するのは難しかった。目の前にあるそれを、視界の中に収めるのも難しかった。今までロシア軍が観測した最大のグラキエスは高さ23メートル、全長44メートルというものだ。

　数多くのグラキエスに接してきた闘とう真ま達は、最初に見たクルメンが最大のものだった。全長２００メートルはあったと推定される。

　しかしいま目の前に現れたクルメンはそれらの基準から逸脱していた。クルメンの頂上に立つイワンはいまや遥はるか彼方かなたで、その姿を正確にとらえることはできなかった。

「や、山？」

　呆ぼう然ぜんとつぶやいたあきらはしかし自分のすべきことをすぐに思い出した。

「撃うって！　早く！」

　ＬＣ部隊があきらの叱しつ咤たにすぐさま重火器を使った。何十もの銃がいっせいにイワンを撃った。しかし弾丸は一発も届くことはない。崩れた大地の下より無数に現れたグラキエスが、魚群のように密集しイワンの周りを旋せん回かいした。

　一つ一つは小動物ほどの大きさのグラキエスだが、数が圧倒的に多い。高速で飛来し姿形はよく解わからないが、耳をふさぎたくなる無数の羽は音おとが大音量で鳴り響ひびく。

「ここまで操れるの？」

　イワンがグラキエスを操れることは報告から知っていたが、ここまで大規模に自在に操れるものとは思ってもいなかった。

　この状況になるとあきらは手の出しようがなかった。あきらのウィンディーネは届かない。野外で長く伸ばせば、湯は冷えて水となり凍り付いてしまう。水分子が固定化された状態では、あきらのウィンディーネは機能しない。

「ヴェスパハチだ。気をつけて！」

　ＬＣ部隊に向かって叫んだのは闘とう真まだ。

「へ？　ヴェスパ？　バイク？」

　旋回する無数のグラキエスの行動が変わったのはそのときだった。闘真がヴェスパと呼んだグラキエスは、突然ＬＣ部隊員めがけて飛んできた。否いな、飛ぶという生やさしいものではなかった。弾丸のごとく飛ひ翔しようし、目に映るのは残像でしかない。全方位の大砲のガトリングガンというべきものが、周囲の壁や地面を爆発させた。

　あきらがとっさにウィンディーネの壁を展開すると、闘真がヴェスパと呼んだいくつものグラキエスが、水の壁に突き刺さった。それでも突破するヴェスパがいる。それを横よこ殴なぐりにして防いだのは萌もえだ。

　その間もクルメンが地面の下から上昇する。

「なにあれ？　まだでかくなる気？　みんな下がって！　いったん距きよ離りを置くよ」

　あきらの指示にＬＣ部隊は下がっていく。

「あああああああああっ！」

　すべての緊きん張ちようを引き裂く悲鳴が聞こえた。

「クレール、クレール、お願い目を開けて！」

　スヴェトラーナに抱きしめられたクレールの体は、力なくぶら下がっていた。

　あきらは唇くちびるをかみしめる。思わぬイワンの抵抗──グラキエスの出現で医務室に運ぶのは間に合わなかった。

「ああ、冷たくなる。この子が冷たくなっていく」

　我が子に顔を埋うずめて、スヴェトラーナは慟どう哭こくしていた。しかしその声がふいにやんだ。

「イワン……イワン、イワン・イヴァノフ」

　慟哭のかわりに吐はき出されたのは怨えん嗟さの声だ。

「ゆるさない……」

　そして下がるＬＣ部隊とすれ違うように前に出ていく。

「ちょっと、危ないよ」

　あきらの警告を無視したスヴェトラーナは、まるで夢遊病者のようにふらふらとした足取りで、魂たましいが抜けたようなうつろな顔をしていた。

「スヴィータ、お願いやめて！　自じ暴ぼう自じ棄きにならないで」

　振り返ったスヴェトラーナの顔が、思ったよりも冷静であったことにほっとする。しかしじっとアリシアを見ていた顔が、ふいに崩れて困ったような笑顔になった。

「ごめんなさい」

　アリシアが止める間もなく、スヴェトラーナはケーブルを取り出すと首のうしろに挿した。かつてメドゥーサと呼ばれ恐れられた遺産兵器が起動する。

　髪が蛇へびのようにうねり、服を引き裂きながらスヴェトラーナの体に巻き付いた。指先にいたるまで亜あ麻ま色いろの髪で覆おおわれる。

　ヴェスパが突進してきた。その軌跡も残像ならば、スヴェトラーナの無造作に振った右腕も残像であった。はじかれたヴェスパはきりもみしながら、後方の壁に激突し、あっというまに崩れて朽くちていく。さらにいくつかが飛来するが、すべて同じ運命をたどった。スヴェトラーナが腕を振り足を蹴けり上げるたびに、グラキエスははじかれ崩ほう壊かいする。

　最後の一つははじくことなく手のひらで受け止めた。指先より伸びた髪がグラキエスにからみつき、透明な体を浸食する。深部まで達した髪の炭素に誤動作を起こしたＩＦＣはグラキエスの体を保てなくなり崩壊した。

　しかしグラキエスはスヴェトラーナに恐れることなく、次なる攻撃はいっそうの激しさをもって行われた。

　数十、数百というグラキエスが速射砲のごとく発射される。スヴェトラーナのいた場所は踏ふみ固められた雪が砕け、その奥にあるコンクリートさえも深くえぐる。しかし肝心の標的はすでにそこにいなかった。

　コマのように回転したその体は、すでに上空にあった。スヴェトラーナを追って、無数のヴェスパが巨大な群れとなって追いかける。空を自在に飛ぶ相手に上へ逃げたのは下策であったか。スヴェトラーナの広げた両腕には、クナイのようなモノが握られている。否いな、メドゥーサによって編まれた髪──炭素の塊かたまりだ。

　その二つが交差すると、周囲のグラキエスはあっというまに統率を乱した。

「雷らい鳴めい動どう！」

　アリシアが驚おどろきの声を上げている間にも、スヴェトラーナは大地に着地しイワンめがけて走り出す。しかしヴェスパの数は無限に思えるほど、イワンの前に密集している。

「どきなさい！　どきなさい！」

　しかしスヴェトラーナの足は止まらない。無む謀ぼうに思える突進は、止まることはなかった。いくつものグラキエスが立ち向かう。しかし数秒とスヴェトラーナの前に存在できたものはない。ことごとく破は壊かいされた。

　──頭が……痛い。

　脳の限界を超えたメドゥーサと旧タイプのブレインプロクシは、スヴェトラーナの脳細胞を破壊していった。

　記き憶おくが消える。最初に助けた子供の名前を忘れた。仲良くしてくれた村の人々の顔はもう覚えてない。アメリカで世話になった夫婦の顔を思い出せない。

　記憶に次々と空白ができる。その分、殺意の純度が上がっていく。

　スヴェトラーナが咆ほう哮こうする。野や獣じゆうのごとき闘たたかいぶりに誰だれもが声を発することを忘れた。幾いく度どもスヴェトラーナの闘いを見てきた闘とう真まやリバース、アリシアさえもしばし声を失っていた。

「あああああっ！」

　咆哮と共に髪が無数の刃となってグラキエスを貫く。周囲数十メートルのグラキエスがほとんど一掃される。

「本当にスヴェトラーナさん？」

　闘真が呆ぼう然ぜんとする。以前手合わせをしたとき、彼女は本当に手加減をしていたのだ。

「ええ、そうよ。あれこそがミネルヴァ時代の彼女」

　アリシアはわずかに高揚した声を出す。

「あんな姿、見ていられねえ」

　リバースは顔をそむけた。

　ホールで固まっていた難民達も声を失って、その闘いを見ているしかなかった。グラキエスを恐れる感情は、徐々にスヴェトラーナへと移り変わる。人間からかけ離れた姿。あれはもう一個の憎ぞう悪おだ。

　どれだけの数のグラキエスを葬ほうむっただろう。千はゆうに超える。あるいは万に届くかもしれない。

　それでもなお、イワンの前に立ちはだかるグラキエスの数は無数にいた。地面よりいくらでも這はい上がってきた。イワンの表情から余裕が消えることはなかった。

　しかしスヴェトラーナは止まらない。絶望しない。娘を失った。それ以上の絶望があるだろうか。

「どきなさい！　どきなさい！　どけ、どけ、どけ！」

　ＬＣ部隊やロシア兵までもがその様子を見、恐れを抱く。

「どけっ！」

　いかなる手段もスヴェトラーナを止めることは不可能に思えた。しかし次の瞬しゆん間かん、彼女は止まった。目の前の出来事が理解できず、目を見開くばかりだ。

　突然、グラキエスが左右に分かれ道を作った。スヴェトラーナとイワンの間をはばむものは何もなくなった。

　それはイワンにとっても予想外だったのか、ロシアの狂科学者もしばし言葉を失っていた。

「どういうこと？」

　スヴェトラーナ本人にも、他の誰だれにも理解できない。

　我に返ったスヴェトラーナは、戸惑うように一歩下がってしまった。それに呼応するようにグラキエス達が、いっせいに向きを変える。さながら主を見守る従者のごとく、ただスヴェトラーナのみを見ていた。

「まるでグラキエスをしたがえてるみ……」

　闘とう真まは途中で言葉を吞のみ込んだ。そんなことはあるはずがないと、自分に言い聞かせる。そもそも理屈が合わない。

「ハラショー！　そうか、そういうことか。さすがだ、スヴェトラーナ」

　イワンは喝かつ采さいしながら、クルメンをゆっくりと降りてきた。

「さすが、さすがとはどういうことです？」

　目の前の異常を些さ細さいとばかりに切り捨て、スヴェトラーナは憎にくむべき相手を睨にらんだ。低い姿勢は、いまにも飛びかかろうとする獣けもののようだ。

「もうあなたを守るものはありません」

「そうだね。いかずち隊も残り少ないし、あなたを防げるとは思えない。グラキエスはなぜかあなたに従う。僕を守るものは何もない」

　そう言いながら、イワンはしかし自分を殺そうとしている人間に近づいていく。その余裕が不可解だ。

「従う？　なんのことです？」

「グラキエスだよ。見事に君に従っている。君を主と認めたのだろうね。あるべき場所に戻ったと言うべきかな」

「みょうな言いがかりをつけないでください」

　はね除のける言葉の中に、わずかながら狼ろう狽ばいが混じっている。

「まあいいさ。いまに解わかる。さて声の調子はどうかな。あーあー。ちょっといまいちだけどなんとかなるか」

　意味不明なことを言いながらイワンは近づく。その様子は不気味以外の何物でもなかったが、スヴェトラーナがためらうには至らなかった。

「あなたを殺します」

　まるでヴァージンロードかレッドカーペットのように、グラキエスが両りよう脇わきに並ぶ道を疾しつ走そうした。グラキエスは動かない。下まで降りたイワンに逃げる様子はない。

　スヴェトラーナの頭は殺意で満たされていく。その殺意から逃れることは出来ないはずだ。

　対しイワンがやったのは喋しやべることだけだった。しかしその声は、いままでの声とは似ても似つかないしわがれた老人のものだった。

「スヴェトラーナ・クレール・ボギンスカヤ。貴様は動くな」

　それはスヴェトラーナが二十年ぶりに聞く声だった。彼女に遺産技術を与えた科学者セルゲイ・イヴァノフの声だ。しかし驚おどろくより先に転倒していた。否いな、動けなかった。手足の動きを補助するための髪が、今度は戒いましめとなって自由を奪っていた。

「う、ああああっ！」

　体を締しめ付ける髪は、体を軋きしませるほど締め付けてくる。たまらず苦痛がこぼれる。

　イワンはゆっくりと近づくと、転がっているスヴェトラーナの前にしゃがむ。

「セルゲイ・イヴァノフに改造された君は、いつ逆らってもおかしくないからね。セルゲイは抵抗を奪う手段は用意していた。覚えているだろう？」

　二十年前、スヴェトラーナがセルゲイの非道に殺意を抱いたとき、同じように自由を奪われたことを思い出した。あのときは自決するように命じられた。

「まだあなたに死んでもらっては困るんだ。やることがあるんだよ」

　イワンは亜あ麻ま色いろの髪をすくい親愛の情を込めてキスをする。

「ああ、ようやく僕の目的が達せられる。このときをどれほど待ち望んだことか」

「なぜ……。イワン、あなたはいったい何を？」

「解らないの？　どうして？　ツァーリ研究局にいたモルモット同士、仲良くしようじゃないか。ほら、新世界は僕ぼく等らのものなんだよ」

「ずいぶんと大きな口を叩たたくようになりましたね。二十年前は、よく泣いて私のうしろに隠れていた坊やが……」

　頭を踏ふまれて言葉が途切れた。

「グラキエスはもしかしたら、あなたの仕し業わざなのですか？」

　踏まれてもなお、スヴェトラーナは喋るのをやめない。

「ははははは、あははははははっ！　あーはははははっ！」

　その姿にイワンは笑いだした。狂ったような笑いがいつまでも続く。

「いやあ、傑けつ作さくだなあ。無知は罪とはよく言ったものだ。それとも真実から目をそむけているのかな？」

「真実？」

「そう真実さ。グラキエスの真実だ。知りたいかい？」

　イワンは周囲にいる全員を見渡して、叫ぶ。

「君達も知りたいだろう。グラキエスの真実、なぜこのようなことになったのか。いまこそ真実を語ろうじゃないか」

　スヴェトラーナの目に初めて恐れが混じる。何を恐れているのかそれすらも解わからない。

「ここにいる無機物生物達。全有機生命体を脅おびやかす存在。なぜこんなものが生まれたか？」

　イワンは優しささえ感じる声で語った。

「スヴェトラーナ、あなたがすべての元凶なんだよ。グラキエスの母マーチよ」
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「グラキエスの母マーチ？　何を言ってるの？」

　アリシアが理解できないと首を振る。彼女だけではない。闘とう真まもリバースもＬＣ部隊の面々も避ひ難なん民みんも、誰だれもが理解できる内容ではなかった。

「理解できる頭を持っていなければ、真実を語っても意味はないだろうね」

　足下から向けられる憎にくしみの眼まな差ざしに、しかしイワンは涼しい顔だ。

「娘が亡くなって悲しいのかい？　しかしそう悲観することはないさ。世界の新たな一歩に関かかわれたと思えば、存外の幸福とも言えるんじゃないかな」

　高さ４００メートル超、山のようなグラキエスを背後に従えてイワンは恍こう惚こつと笑う。

「さあ始まるんだ。グラキエスの世界が、美しい世界が、誰も見たことない世界がついに始まる！」

　イワンが高らかに笑った。耳に障さわる甲かん高だかい声で、いつまでも笑い続けた。

「狂ってる。あなたは狂ってる」

　立ち上がれないままスヴェトラーナは、せめて睨にらむことによって戦意を示した。

「狂人？　けっこう、最高の評価だ。かの峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうも誰にも理解されなかった。僕の才能は僕が理解していればいい。他人の評価などなんの価値もない」

　イワンはいつまでもおかしそうに笑っていた。その笑いは途中で止まったものの、笑みの形は張り付いたまま前を見る。

　集団から抜け出した一人がゆっくりと歩いてきた。

「……闘とう真まさん」

　坂さか上がみ闘真はクレールの長刀を手に、立っていた。

「その汚い足をどけろ」

　イワンはスヴェトラーナの頭をえぐるように踏ふむ。

「ん？　なんだい？　そんな刀一本でグラキエスと闘たたかうつもりなのかい？」

　イワンは頭をかかえのけぞらんばかりに笑い出す。

「ははははは、傑けつ作さくだ。数十万、数百万、数千万のグラキエスに刃物一つで立ち向かうとは。無む謀ぼうや蛮ばん勇ゆうを通り越して、偉大な愚おろかさだよ。愚かの才能がある」

　イワンは背後のグラキエスの表面を拳こぶしで叩たたく。

「そんなものじゃこのクルメンに勝てやしない」

　──ボオオオォォォン。

　耳をつんざくばかりのクルメンの声が響ひびき渡る。ほとんどの人間が耳を押さえてうずくまってしまった。立っていられるのはイワンと闘真だけだった。

　しかし両者の間には大きな差がある。イワンはいまだ笑っており、闘真の足下はおぼつかずいまにも倒れそうだった。

「くっ」

　かろうじて踏ふん張っている闘真は、まっすぐにイワンを見る。

「気に入らないなあ、その目」

　イワンは笑みに悪意を混ぜて指を鳴らした。同時に十の放電の柱が、イワンを取り囲むようにして発生する。現れたのは十人のいかずち隊だ。その手には透明な刀身の剣を持っていた。

「なら公平な立場で勝負してやろうじゃないか。グラキエスすら切り裂くダイヤモンド刀アルマース・メエーチ。君のちんけな刀とどっちが上かな？」

　闘真は左手に刀を持ち、腰を低く落とす。右手はそっと柄つかを握った。抜刀の構えだ。

「へえ、なかなかさまになってるじゃない」

　イワンはどこまでも闘真を侮あなどっていた。

「でも君のパフォーマンスにつきあうつもりはないよ」

　イワンは冷れい酷こくに言い放つ。同時にいかずち隊十人がいっせいに動いた。１００メートルを三秒で疾しつ走そうする十の影が闘真に迫る。

　白銀の閃せん光こうがロシアの大気に刻まれた。同時にそれは二人のいかずち隊を両断する。裂けた体と体の間から次のいかずち隊が見える。

　闘真はついと動く。切り裂かれ、空中をきりもみする分断された四つの体の中央を突き抜ける。

　闘真の体が回転するかのように長刀を振る。そのたびにいかずち隊の誰かが葬ほうむり去られる。屍しかばねが屍へと返る。

「うううああああっ！」

　闘とう真まは走った。その先にいるのは山のごとく巨大なグラキエスだ。いかなる攻こう撃げきも跳ね返した巨きよ軀くを前に、闘真はまったく臆おくすることなくなんの迷いも見せず、一直線に走った。

「はっ！　そんなものが通じるか！」

　笑うイワンにしかしわずかながら余裕が失うせていた。謎なぞの長刀と少年は二秒もかからず十体のいかずち隊をあっさり屠ほふった。

　闘真の行動を阻そ止ししようと、クルメンを取り巻く無数のグラキエスがいっせいに闘真に向かった。

　しかし闘真の疾しつ走そうは止まらない。長刀の一振りが、すべてを絶つ。炭素によるＩＦＣ誤動作の崩ほう壊かいすら必要ない。完全に分断されれば、それはもがくだけで屍しかばねと一いつ緒しよだ。

　闘真はついにクルメンの前にたどり着く。それでも闘真の足は止まらなかった。雪の地面をかんだ足は、次にクルメンの外殻をかむ。闘真の体がクルメンの体を駆け上っていく。

　およそ１００メートル昇ったところで、闘真は両手で長刀を持ち大きく体をのけぞらした。しならせた全身のバネを利用した一撃がクルメンの中腹へ深々と突き刺さった。

　少年が穿うがった刀跡を中心に巨大なクルメンに亀き裂れつが入った。

　いままでどんな武器も受け付けなかった外殻が砕けていく。

「……すごい」

　一部始終を見ていた全員の心の声を代弁するかのように、あきらがつぶやく。

　しかし、それでも、亀裂は届かない。クルメンの核へと至ることはない。表面は直径数十メートル、深さは10メートル程度まで亀裂を入れている。それでもなお、クルメンの核へは１００メートル以上の距きよ離りがあった。小さくない傷だが、致命傷にはほど遠い。

「まだだ」

　闘真はいま一度刀を振り上げる。しかしそのときクルメンが身を震ふるわせた。体の大きさの割には小さい動きかもしれない。しかし表面にへばりついている闘真には、とてつもない衝しよう撃げきだった。

　体が空中に投げ出され、１００メートル以上の高さを落下する。

「いけない！」

　あきらがとっさにウィンディーネで闘真の落下地点に水の塊かたまりを作った。水の塊が破裂するほどの勢いで落下した闘真は、まだ勢いを失わず地面の上を転がった。

　やっと停止した闘真はずたぼろの人形のようだ。

「坊ぼう主ず、大だい丈じよう夫ぶか！」

　リバースが駆け寄ると、闘真は立ち上がる。

「だ、大丈夫。まだやれる」

　しかし立っているのが不思議なくらいふらついている。それでも前に歩こうとして倒れそうになったところを、リバースに支えられた。

「無む茶ちやするなって言っただろうが」

　闘とう真まはそれでもリバースの手をふりほどき前へと歩いた。少しずつでも進む闘真の姿は鬼気迫るものがあった。

　イワンは高笑いと共に、闘真を見下した。

「はははは、ちょっとなでられただけで満まん身しん創そう痍いじゃないか。それでグラキエスに対抗する気なのかい？　絶対に無理だね。何百回、何千回、何万回繰くり返したところで、結果は同じだ。見たまえ」

　イワンが背後を指さした。その遥はるか向こうは夕焼けのように空も大地も赤く染まっていた。すべてはグラキエスだ。勢力を拡大し迫るグラキエスの軍勢がついに基地の目前にまで迫ってきていた。

「どうだい、あれこそが次の地上の覇は者しや、僕の希望、そして君達には絶望だ。あと一時間もすればグラキエスは、このあたり一帯の有機生物を殲せん滅めつするだろう。もうすぐに無機物生物の楽園が始まる。世界は一変する！」

　誰だれもがその光景に息を吞のんだ。絶対的な敗北感がじわりと体を蝕むしばむ。あれを前にして誰が望みを持つだろうか。

「まだ……だ」

　闘真はよろけながらも前に進む。そこへヴェスパの大群が押し寄せた。闘真にスヴェトラーナのようによける力は残されていなかった。なすすべもなく、グラキエスの群れに吞み込まれる。

　ヴェスパが通り過ぎると、そこには闘真の姿だけが残された。

　無残だった。それでも奇跡と言うべきか。ぼろぼろになりながらも、かろうじて歩いている。それも数歩で力つき倒れてしまった。

　だが闘真は止まらなかった。腕を使い地面を這はう。一匹のヴェスパが攻こう撃げきをしかける。それまでの緩かん慢まんな動作からは想像できないほど闘真の一いつ閃せんは速く、ヴェスパを葬ほうむった。

　しかしそんなことを続けてなんの意味があるのか。イワンはただ失笑した。その表情は哀あわれみすら抱いていた。もはやイワンは這いずる闘真を面おも白しろそうに眺めているだけだ。無む駄だなあがきを楽しんでいる。

　誰もが息を吞んで見守る中、闘真は這いながらもクルメンの前に再びたどり着いた。鋭さだけは失わない刀が一閃し、クルメンの体に亀き裂れつを入れる。

　しかしそこまでだ。クルメンの核にはとても届かず、逆にクルメンが軽く体を動かすだけで、闘真の体はしたたかに地上に打ちつけられた。

「まだみっともなくあがくんだ。いいかげん無駄だって理解したら？　君の骨こつ董とう品ひんみたいな武器じゃこのクルメンには届かない」

「いいや、届いたぞ」

　その声に誰だれもが動きを止めた。イワンは周囲を見回し、誰もが声を発した人物を捜そうとたがいに顔を見合わせている。闘とう真まさえも動きを止めて周囲を見ていた。

「何が届いたって言うんだい？　ただの負け惜しみにしか聞こえないね」

　姿の見えない相手に向かってイワンが叫んだ。

「それは君が理解できていないだけだ。愚おろか者め」

　正体不明の声は、しかしこの風とグラキエスの発する音の中、なぜかよく響ひびいた。

「面おも白しろい！」

　イワンは侮ぶ蔑べつの言葉に、むしろ歓喜の声を上げた。

「それなら教えてもらおうじゃないか、峰みね島しま由ゆ宇う！」

　イワンが指さしたその先には、いつのまにかクルメンの正面に立っている一人の少女がいた。
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　誰もが驚おどろいた。

　あの少女はいつからあの場所に立っていたのか。なぜ誰も気づかなかったのか。絶望的に巨大なクルメンを前に、なぜ不敵に笑っていられるのか。

　イワンさえもが由宇に意識を向けている。動けないスヴェトラーナを引きずり、クルメンの背から降りると、由宇から数メートル離はなれた場所に立ち止まった。

　対する由宇はゆっくりと歩み、途中、倒れている闘真の横にさしかかる。

「その男の何が届いたと言うんだい？」

　由宇の目が闘真を見た。しかしそれも気のせいかと思うほどに一いつ瞬しゆんで、すぐに由宇の視線は、まっすぐにイワンとその背後のグラキエスに注がれた。

「簡単なことだ。イワン・イヴァノフ。今のこの男の攻こう撃げきが、その巨大なクルメンに致命傷を与えたということだ。あとはこのあたりのグラキエスを一掃すればいいだけの話だろう」

　少女はいま自分の発した言葉の意味を解わかっているのか。ロシアの軍勢もＬＣ部隊も遺産技術も、禍まが神がみの血ちさえも太た刀ち打うちできなかったグラキエスの軍勢。それをあっさりと一掃すると言った。もはやそれは妄もう言げんのたぐいだ。

　誰だれもが口を開けたまま何も言えない。突然現れた少女はただの頭のおかしい人間だったのか。

　イワンは狂ったように笑った。

「今の攻撃が致命傷だって？　あはははははは、これは傑けつ作さくだ！」

　由宇は黙だまって歩き出す。対するは山のごとき巨大な無機物生物だ。その体積差は鯨くじらと蟻ありほどもあっただろう。さらにその周囲には数万あるいは数十万のグラキエスがひしめいている。

「で、どうするのかな？」

　イワンは鼻で笑い、首をすくめる。完全に馬ば鹿かにしていた。しかしその態度を誰だれが責められようか。由ゆ宇うの言葉は、世よ迷まい言ごとにしか聞こえないのが当たり前だ。

「出し惜しみしないで見せてくれないかな？　君のグラキエスを倒す秘密兵器ってやつを」

「いいや、いまの私はあいにく持っていない。しかし持っている人物なら知っている」

「ほう、誰だい？」

　意外な返答にイワンは少しだけ興味を取り戻していた。

「イワン・イヴァノフ。君だよ」

　イワンはしばらくなにを言われたのか解わからず、次に見せた表情は失望だ。

「確かに僕はグラキエスに詳しいけどね。この状況を覆くつがえせるような都合のいいものなんてもっていないよ。あるなら君にあげようじゃないか」

「そうか、親切だな。では胸ポケットにあるものをいただこうか」

　イワンは怪け訝げんそうに胸ポケットを探る。出てきたのはタバコとライターだ。

「やはり持ってるじゃないか」

　由宇は笑う。その笑みに噓うそはない。人の心を読むことに長たけたイワンにはそれが解る。

「そんなものでグラキエスを倒せるなら、ぜひ見せてくれ」

　イワンがタバコとライターを投げよこすと、由宇は片手で受け止めた。風は今はもうほとんど凪ないでいるので、ライターの火を消すことはない。慣れた手つきでタバコを一本取り出すと、口にくわえて火を点つける。

　とたん咳せき込んだ。

「ごほっ、けほっ、けほっ……。なんだ、こんなものを好む人間の気がしれないな」

　もう口にはつけず指に挟むだけにしておく。

「まさか人生最初にして最後の一服と言うんじゃないだろうね？」

「いいや、これは対グラキエスの秘密兵器だ」

　どこまで本気か冗談か、由宇の表情から読み取れなかった。徐々に少女の感情が読みにくくなっている。そのことにわずかないらだちを覚えた。

「一つ、問答をしようじゃないか」

「時間稼かせぎのつもり？　言っておくけど、僕はそんなに気は長くない」

「このタバコが燃え尽きるまで。たかだか五分十秒前後だ」

　イワンは迷ったが好奇心がまさった。たとえここで五分程度時間をかせいだところで状況が変わるわけではない。

「それで何を問答するんだい？」

「グラキエスの弱点というのはどうだ？」

　しかしイワンが興味を惹ひかれるような質問ではなかった。

「いまさらそんな質問？　炭素だよ」

「ではグラキエスがもっとも恐れているのはなんだ？」

「炭素生物、つまり地球上のほとんどの生命体ってことになるね」

　当たり前すぎることで、やはり興味は惹ひかれない。

「違う」

　しかし由ゆ宇うは不正解を言い渡した。

「違うな。まったく間違っている。しょせんその程度の理解か」

「安い挑発だね」

「私が噓うそを言っているかどうか、見抜けないのか」

　イワンはつぶさに観察する。経験上、噓を言っているようには思えなかった。しかしそもそもの知識が間違っていれば、間違ったことを言っても噓を言ったことにはならない。

「もっとありふれているものだ。それがグラキエスの存在を脅おびやかし、興味深い現象を引き起こした」

「興味深い現象？」

「敵である人間の体力を増加させた」







　今日何度目の絶句だろうか。いやあの娘と話して何度言葉を失っただろう。言っていることは支し離り滅めつ裂れつだ。馬ば鹿か馬ば鹿かしい。なのに耳を傾けてしまうのはなぜか。イワンは自分の感情に整理がつかず、つのるいらだちをもてあましていた。

「人間の体力を増加させた？　有機生物を滅ぼすグラキエスが？　そんな馬鹿な話があるものか」

「そうか。では確かめようではないか。君達に質問がある」

　由宇は避ひ難なんしてきた民間人に向かって叫んだ。

「グラキエスから逃げる行程は厳しいものだっただろう。問いたい。あれだけの厳しい道のりをクリアできると思ったか？」

　由宇の問いにとまどい、避難民達は互いの顔を見合わせた。

「そう言えば……」

　一人が自信なさそうに手を挙げる。

「何度も疲れてぶっ倒れそうになったけど、少し休むと不思議と疲れがとれたんだ」

　何人かが追つい随ずいして同じような体験を口にする。

「そう、本来なら不可能だと思われていた道程が可能になった。なぜだと思う。グラキエスが体力を増加してくれたん……」

「黙だまれ！」

　ついにイワンは声を荒らげた。

「もういい。君の世よ迷まい言ごとにつきあうのも飽きた。そろそろ死んでもらうよ」

「そうか？　もう少し話をしたかったんだが」

　タバコを挟んだ手を持ち上げた。タバコの先せん端たんから炎が揺らめいていた。

「この現象を見てもまだ解わからないか？」

　イワンは由ゆ宇うのタバコを凝ぎよう視しした。タバコの火があのように燃えることがあるか。通常の燃え方ではない。しかしタバコもライターも自分が渡したものだ。何か細工をして、あのように燃やしたわけではなさそうだ。そもそもそんなことをする意味が見みい出だせない。

「ふむ、まだ気づかないのか。グラキエスの弱点、体力の増加、加えてこのタバコの火。答えはもう出ているようなものだぞ。そうだ最大のヒントをやろう」

　由宇はポケットから小さなチップを取り出すとイワンに見せる。

「グラキエスの核がどうかしたのか？」

　そのチップをイワンはグラキエスの核と言った。しかし由宇は首を横に振る。

「少し違うな。これは七つの大罪の一人、サタンの核だ」

「サタンの体は液体窒ちつ素そと液体酸素でできている。これもグラキエスの進化の形の一つ。なぜそのような体になったのか興味深いと思わないか？」

　チップと過か剰じように燃えるタバコを両手に持ち、由宇は問いかける。しかしイワンは不快そうな顔をするだけだ。

「ごたくはいい。そこまで言うならグラキエスを倒してみるがいいさ。早く君の切り札を見せてもらおうじゃないか」

「だから言っただろう。このタバコが手段だ。私は何も噓うそは言っていない」

　由宇はそう言って炎が燃えるタバコを指ではじいた。タバコはくるくる回りながら、数メートル離はなれたところまで飛んでいく。

　雪の上に落ちたら、タバコはすぐに消えると思われた。しかしそうはならなかった。

　落下地点に突然大きな炎があがったかと思うと、それは一直線に走り抜けるようにして広がった。炎は基地の外まで走り抜け、遥はるか遠くにある針葉樹林まで到達する。高さ数メートルの炎のラインが何キロにもわたって燃えている。

「あっ……あのときの」

　なぜそんなことが起こったのか誰だれもが不思議に思っている中、思い当たることがあったのかリバースが声を出した。

　次に気づいたのはアドバンスＬＣ部隊の越こし塚づかだった。

「ヘリコプターの燃料か！」

　傾いたＭｉ─２６のバランスを取るために、燃料タンクの半分をカラにした。そのとき地上にばらまかれた燃料にタバコの火が引火したのだ。

　いくつかのグラキエスは炎に巻きこまれた。しかしグラキエスに動く様子はない。

「まさか切り札ってこれなのかい？」

　イワンは心底がっかりした声を出す。

「そう、これだ」

「グラキエスが炎にひるむと思った？　グラキエスの耐熱温度は……」

「２７３０度だろう。燃料に引火した炎程度でどうにかなるものじゃない」

　イワンの顔が少しだけ険しくなる。

「そう、融ゆう点てんは知ってるんだね。ならなおのこと不可解だ。こんな火になんの意味がある？」

「切り札だよ」

　しかし由ゆ宇うの態度とは裏腹に炎の中にいるグラキエスは微動だにしない。

「解わかった。もういい。君は死んでいいよ」

「待て。いまグラキエス達を動かさないほうが身のためだ」

「ここにきて命いのち乞ごいかい？　みっともないね。さっさと死んじゃいなよ」

　イワンが手を前に差し出しグラキエスに指示を出す。クルメンが動いた。これが通るだけで、いまこの基地は全滅する。

　しかし背後から何かが割れる音がした。さらに砂が崩れるような物音が続く。イワンの足下を砂のようなものがうしろから前へと流れていく。それは砂ではなく、透明な粒子状のものだ。

　イワンはおそるおそる背後を振り返った。そこには４００メートルを超える巨大なクルメンがいるはずだった。

「あっ……あ、ああああ！」

　イワンの口からうめきとも悲鳴ともつかない声がこぼれる。イワンだけではない。ロシア軍もＬＣ部隊も避ひ難なん民みんも、スヴェトラーナ、アリシア、リバース、そして闘とう真まさえも絶句していた。

　巨大なクルメンが崩ほう壊かいしていく。全身にヒビが入り曇くもったガラスのようになり、表面から崩れていく。赤い輝かがやきは失われ、透明な砂の塊かたまりと化していく。

　クルメンだけではない。他のグラキエスも次々と赤い輝きを失い、体が崩壊する。

「だから言っただろう。動かすなと」

　由宇だけがさきほどまでとまったく変わらない口調で、つぶやいた。

「何が、何が起こったんだ……」

　崩れ落ちるように膝ひざをついたイワンは、ただただ呆ぼう然ぜんとする。

「さきほどの問答で不正解だったときからこの結果は決まっていた」

「グラキエスが一番恐れているもの……」

　由宇の言葉にイワンはかろうじて反応する。

「教えてやろう。グラキエスの一番の弱点は有機生物ではない。もっとありふれたもの。どこにでもあるもの。地球上にあるかぎり決して逃れられない炭素。それは……」

　ここにきてようやくイワンは答えに行き当たる。

「……空気。二酸化炭素か」

「ご名答。二酸化炭素だ。つまり空気中の炭素だ。グラキエスは硬い外殻を持っているが、故ゆえに動けば隙すき間まができる。そこへ二酸化炭素濃度の高い空気が入れば、いずれ核に届き致命傷になる。その巨大なクルメンは、さきほどの攻こう撃げきで亀き裂れつが入っている。攻撃が届いたとはそういう意味だ」

　その時だけ、由ゆ宇うの視線が闘とう真まに注がれた。

「このあたりは針葉樹林で二酸化炭素の濃度は低い。グラキエスが崩ほう壊かいするためにはある程度炭素に密度が必要だった。逆に言えば二酸化炭素の濃度を下げれば、空気中でもグラキエスは生きていける」

　そう言って由宇はサタンのチップをかかげた。

「その性質のために生まれたのが液体窒ちつ素そと液体酸素の体を持つグラキエスだ。空気を圧縮冷却すると、酸素と窒素が最初に蒸発する。最後まで溶けないで残るのがドライアイス、固体化した二酸化炭素だ。その仕組みの過程で生まれたのがサタン。液体窒素と液体酸素の体を持つグラキエスだ。そして二酸化炭素が分ぶん離りされた空気は酸素の空気濃度が上がる。高濃度酸素は人体に様々な影えい響きようを与える。疲労回復もその一つだ。酸素濃度が高いから、火もよく燃える。タバコもあのありさまだ」

「ふふ、確かに君はたくさんのヒントを言っていたね。解わからなかった僕が愚おろかだってことか。ふふふ、はははは」

　イワンは取り憑つかれたように笑い続ける。基地周辺のグラキエスは炎を前に徐々に後退していった。
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　ＬＣ部隊に連行されるイワンを、スヴェトラーナは黙だまって見ていた。もはや憎にくしみも失うせ、心にはぽっかりと穴が開いていた。感情がすべて死んでしまったようだ。なにもかもがむなしかった。誰だれかが半裸の体にジャケットをかけてくれたが、そんなことはどうでもよかった。

「おっと」

　連行される途中のイワンがスヴェトラーナの前で転ぶ。

「真実を知りたくはないかい？　グラキエスの偉大なる母マーチよ」

　耳元でそっと囁ささやかれた母という言葉がなんらかの影響を与えたのか。スヴェトラーナの焦点を結ばない瞳ひとみがイワンをうつろに見返した。

　イワンはのろのろと立ち上がるふりをしてスヴェトラーナに小さな金具を渡す。

「そのプラグを頭に挿すといい。君の失われた記き憶おくが戻るかもしれない。シナプスの欠損を、断線した記き憶おくを、そのプラグは補ってくれる。あなたは自分が何をしたか、これから何をすべきなのか、悟るだろう」

「うしなわれた……きおく？」

「そこにあなたの真実がある」

　スヴェトラーナはぼんやりとプラグを見つめる。

「それともう一つ良いことを教えてあげる。大サービスだ。親愛なるスヴェトラーナ」

　イワンは一いつ瞬しゆんだけ真顔を見せた。

「君の娘を撃うったのは僕じゃない」

　スヴェトラーナが顔を上げたときには、もうそこには軽けい薄はくな表情しかなかった。




　　　　　　　　13




「闘とう真ま君、闘真君しっかりして。担たん架か、早くして！」

　ぼんやりとした視界に映ったのは、赤い髪をした女性だった。闘真はいまにも途切れそうな思考の中で、その女性がアドバンスＬＣ部隊の一員であることを思い出した。しかし名前までは思い出せない。

「大だい丈じよう夫ぶ？　自分の名前は解わかる？　あたしは環たまきあきらって言うんだけど、覚えてる？」

　視界が揺れる。かろうじて自分の体が運ばれているのだと理解した。体を動かそうとしたが、指先一つでも力を入れれば激痛が走りかなわなかった。

「無理しないで。生きているのが不思議なくらいなんだから」

「ク、クレール……小さい女の子はどうしましたか？」

　あきらの表情が曇くもる。

「アリーから聞いた。従い姉と妹こなんだって？　……あの子の遺体はもう運ばれたの。いまは会わせてあげることができない。本当にごめんね」

　闘真は血が出るほどに唇くちびるを嚙かんだ。

　──クレール……。

　無残に命を散らせた幼い少女を思い、ただただ悔かい恨こんと悲しみばかりがつのる。

　闘真にとって三週間一いつ緒しよに過ごした従姉妹である少女は、感情の出し方を知らない哀あわれな人形だった。生まれて初めて母と過ごし、生まれて初めて知った感情は悲しみであり、その中で彼女は死んでいった。

「僕の、せいだ……」

　勝かつ司しの言葉に安易に従いクレールを連れてこなければ、このようなことにはならなかったはずだ。不ふ坐ざのもとからもっと早く連れ出していれば、こんな事態は避さけられたはずだ。

　自然と涙が出た。ぼやけた視界はさらに歪ゆがむ。

　母と娘を引き合わせて、どこか満足していた自分がいた。都合のいい美談にのったつもりで真実には何も向き合おうとしていなかった。自分のすべきことをしないどころか、自分の意志さえ見失っていた。

　不ふ坐ざが言った逆らえない宿命など、繰られていたことなど、本当にあったのだろうか？　答えは否いな。不坐が操っていたと言っても、禍まが神がみの血ちの継承者は皆逆らえないのだと言われても、絶対に否だ。すべては自分が悪い。あまりにも愚おろかすぎた。

　──僕は馬ば鹿かだ。

　胸の奥の重いしこりが痛い。吐はき気がする。ただ自責の念ばかりが頭を駆け巡った。

「グラキエスの大群が到達するまでの推定時間は二時間もないんだ。撤てつ収しゆう作業、急いで！　あ、ゴーゴリ司令、お話があります。ごめん、闘とう真ま君、あたしやることがあるから。萌もえちゃん、あたしの周りうろうろしてないで、力仕事手伝ってきて！」

　あきらが視界からいなくなり、見えるのは曇くもり空ばかりになった。遠くに見える白い雲は揺れるばかりで、どこに運ばれていくのかまるで解わからない。ただ慌あわただしい空気は感じることができる。

　激痛に耐えながらなんとか首を回す。空が変わった。見えたのは巨大な灰色の雲の渦だ。その手前には一人の背中が見えた。

　長い黒髪に細い体。なにもかも拒絶したかのような孤独に満ちた背中。ぼやけていて細部は解らなかったが、それでもその背が誰だれであるかは考えるまでもなかった。

「……由ゆ宇う」

　痛む体を押し殺して、彼女に手を伸ばす。しかしとうてい届く距きよ離りではない。手のひらはむなしく虚こ空くうをつかむ。その背が振り返ることもなかった。離はなれていくばかりだ。

　由宇はじっと前方を見つめている。視線の先にあるのは暗く重い竜巻のような巨大な雲だ。雲のうねりが激しくなった。巨大な龍が蠢うごめいているかのようだ。

「あれを……倒す手段はあるのか？」

　風が運んだのか、由宇の重苦しいつぶやきが闘真の耳に届く。

　渦巻く雲の狭はざ間まに赤い光が見えた気がする。無数の光の塊かたまりではなく、巨大な一つの光のように見えた。しかし見えたのは一いつ瞬しゆんのことで、すぐに雲の向こうへ隠れてしまう。

　強い風に由宇の髪が揺れた。

　嵐あらしが近づいていた。
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「なぜ解わかってくれない！」

　岸きし田だ群ぐん平ぺいの激げつ昂こうを峰みね島しま勇ゆうは、質素な木でできた椅い子すの背によりかかったまま、興味深そうに眺めていた。

　怒いかりに拳こぶしを握りしめていた岸田は、不ふ機き嫌げんそうに勇を見る。

「何を笑っているんだ？」

「いつも穏おだやかな君が怒おこる姿が珍めずらしくてね。興味深く観察していた」

　そう答えると勇は、本当におかしそうに喉のどの奥で笑っていた。

「君のような天才に興味深いと言われるのは光栄だが、僕は本当に怒っている。学会の見識の狭さ、無理解はいまに始まったことじゃないが、ここまでくると絶望的だ。なぜ皆君の才能を理解できない。なぜ君の天才性を認めない。君が大学を出ていないからといって、それだけの理由で見向きすらしない。どの論文もノーベル賞を受賞してもおかしくない画期的なものばかりなのに！」

　岸きし田だは勇ゆうの論文を振り回して怒おこっているが、とうの本人は冷めたものだった。

「まあ、そもそも理解できる人間は世界にそれほどいないだろう。君以外で思いつくのは、そうだな、ソビエトのセルゲイ・イヴァノフくらいか」

　勇の落ち着きはらった態度が岸田の神経をよけいに逆さか撫なでする。

「君はこんな小さな家でずっとくすぶってるつもりか？　設備もなく、たいした実験もできず、いったい何が得られるというのだ」

「別に問題はない。私の実験はここで事足りる」

　そう言って自分の頭を指さす。

　満足げな勇とは反対に、岸田は納得いかない顔のまま狭い室内をうろつきながら、良い策はないかと思案していた。

「冬眠直前の熊くまみたいに室内をうろつかないでくれ。ティディベアはでっぱったおなかが可か愛わいいのかもしれないが、私はあいにく体脂肪率44パーセントの男性に愛らしさを感じないのだよ」

　岸田は無視してうろつき回る。勇は片ひじをつき、あくび混じりに岸田の様子を黙だまって見ていた。

　郊外の静かな林の中に建つ一軒家。古い木の格子で作られた窓ガラスからは、木々が揺れ小鳥が木の実をついばんでいるのが見える。

　壁と壁の間を行ったりきたりしていた岸田だが、部屋のちょうど真ん中で急に立ち止まると何か閃ひらめいたのか、ぽんと手を打った。

「こんな方法はどうかな？　君の論文をネットに流すんだ。データ形式も内容も一切不明。これなら学会なんて関係ない。学がく閥ばつはおろか、国境だって意味をなさない」

「面倒だ」

　しかし岸田の提案を勇は一言で切り捨てる。

「君がいつも記述している方法でいい。それだけでも革命ものなんだぞ。識者達の好奇心を刺激するんだ。解読できないとなれば、皆やっきになって解き明かそうとする。人間心理とはそういうものだ。隠そうとすれば開けたくなるんだよ」

「私の文法であって、暗号ではないのだが」

　勇は気乗りしない様子だったが、それでも岸田の提案に乗ってくれた。旧型のＰＣでものの五分で書いたデータを岸田に渡す。

「よし、このデータをゼロファイルと名付けよう」

「好きにしてくれ」

　意気揚々とする岸田とは対照的に、勇は他ひ人と事ごとのようにさめた態度だったが、

「僕はわくわくしているんだよ。もし君の論文を完全に理解できる人間がいたらどうする？　君と同じレベルで言葉を交わせるんだ。いままでそんな経験はしたことがなかっただろう」

　その岸田の言葉には何か感じるものがあったのか、椅い子すから軽く身を乗り出し笑顔で答える。

「たしかに。完かん璧ぺきに解き明かすことができる人間がいたら興味深いことだ。もしその人物が私を上回る天才なら、私は改名でもするとしよう。二番目だから、そうだな、勇ゆう次じか勇ゆう次じ郎ろうとでも名乗るっていうのはどうだい」

　岸きし田だは軽く一笑に付した。

「ははは。君を上回る天才なんているわけないだろう？　ただ僕は君の天才と人類史に残る発見と発明を、広く世に知らしめたいだけなんだよ」







　岸田博士が目を覚ましたとき、最初に目に入ったのは割れたビーカーやフラスコが乱雑に置いてある棚だった。

「……夢か」

　ぼんやりした頭の中には、まだ若い峰みね島しま勇次郎の残像が残っている気がする。

「ずいぶんとまた、懐なつかしい夢を見てしまったものだ」

　峰島勇次郎が流したとされるゼロファイル。それは自分の浅せん慮りよが事の発ほつ端たんだった。

　国家機密であったセルゲイ・イヴァノフの亡命と死亡が岸田博士の耳に届いたのは、ずいぶん後になってのことである。

　若い岸田は、生きつ粋すいの国家崇すう拝はい者しやであるセルゲイ・イヴァノフがまさか亡命までするとは思っていなかったし、ましてや死亡するなどと考えてもいなかった。

　流された論文の中から発見され、世に知らしめられるのは、０除算の証明や大統一理論の完成といった至宝であり、もたらされるのは数学や物理学の新たな進歩であるはずだった。数多あまたの発明とテクノロジーは人類により豊かな幸福をもたらすのだと信じて疑わなかった。

　野心も何もない。ただの善意だった。自分が見つけた世界一のダイアモンドを博物館に寄贈するような感覚だった。しかし、それがどれほど浅はかで馬ば鹿かなことであったか、後に岸田博士は思い知ることになる。

「……ああ、そうだ私はロシアにいるのだった」

　体を起こし、岸田は眼鏡をかけなおす。

「ここは、どこだ？　私はいったい……？」

　痛む背中をさすりながら周囲を見た。薄うす暗ぐらい部屋だ。吐はく息が白い。

　自分がいるのは古い研究室のようだった。年代物の実験器具、埃ほこりの積もった机、破は棄きされて十年以上は経過している。

「ああ、そうか」

　意識を失う前のことをようやく思い出す。イワンに連れられて地下に降り、そこでグラキエスの大群に襲おそわれたのだった。

「いかん。このことを早くＡＤＥＭに知らせなければ」

　慌あわてて立ち上がろうとして、岸きし田だは寝ていたテーブルから床の上に落ちてしまう。

「う、いたたたた」

　体をさすりながら部屋のドアを開けようとしたが、微動だにしなかった。ノブさえも回らない。まるでドアの形をした彫刻のようだ。

「おおい、誰だれか！」

　捕まったにしても助けられたにしても、見張りか誰かはいるだろうと声を張り上げるが、外からの反応はない。

　それから一時間あまり、岸田博士は部屋から出ようと悪あく戦せん苦く闘とうしたがすべて無む駄だに終わった。他の出入り口はなく、通気口もコンクリートで塗り固められてふさがれていた。

　ドアや壁を壊こわそうと椅い子すや机、重量感のある金属製の実験器具で殴なぐったが、結果は手がしびれ、手首を痛めただけだった。

「そもそもここはなんなのだ？」

　脱出できないのならせめて場所を把は握あくしようと、室内を調べて回った。部屋に残されているほとんどの物は、壊れているか使い物にならないほど古いかだった。ノートやメモ帳、コルクボードに貼はってある付ふ箋せんはほぼすべてロシア語だった。

　その中の一つにセルゲイ・イヴァノフの名を記したノートを見つけた。

　二十年前、日本に亡命し命を落としたソビエト連邦の天才科学者。勇ゆう次じ郎ろうのゼロファイルを唯一解読した人物。書いてある内容は興味深いものだった。

　記されていたのは脳の記き憶おくのデジタル化についての雑記だった。脳の記憶をクローン化した同じ脳にコピーする。老化した脳の記憶を新しい脳にコピーできれば、それは同一人物と変わらない。研究はラットの段階までは成功していたことが記されている。

　しかし岸田博士が興味深いと思ったのは、研究内容よりもセルゲイ・イヴァノフの思想と人間性だった。記憶の継承により、彼は不老不死になれると信じていたらしく、またそれを望んでいたようだった。

「この部屋もセルゲイ・イヴァノフの研究施設だったのか？」

　ということは、自分はまだ旧ツァーリ研究局の地下施設の中に閉じ込められているということだろう。岸田博士は片っ端ぱしから残された書類や器具を見てまわるが、めぼしいものはさほど見つからなかった。

「……どうしたものか」

　途方に暮れた岸田博士の足に何かがぶつかった。それは直径30センチほどの人の頭部より一回り大きい円筒形の標本ケースだった。しかし中は空で何も入っていない。

　割れたガラスでうっかり怪け我がをしたりしてはいけないと、棚に戻そうとしたその手が途中で止まった。標本ケースを凝ぎよう視ししそのまま動けなくなる。

　そこに保管してあったものの正体が解わかるにつれ、ケースを持つ手が、体が、わなわなと震ふるえていく。

　岸きし田だ博士が見ているのはケースに貼はってあるラベルだ。そこに書いてあるのはロシア語ではなかった。

「真まな目め蛟みずち……。蛟だと!?」

　十二年前、峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうに殺された真目家の暗殺者。なぜその名が標本ケースに書かれているのか。

　しかし岸田博士をもっと驚おどろかせたのはその筆跡だった。

「この字は、勇次郎君のものではないか！」

　十年以上前、勇次郎は蛟と書かれた標本ケースを持って、ロシアの大地に来た。

　いったいなんのために、何が目的で訪れたのか。このケースの中には何が入っていたのか。グラキエスになんらかの形で関かかわっているのか。

　いまだ混乱し呆ぼう然ぜんとしている岸田博士の耳に、軋きしんだ音が飛び込んできた。反射的に音のするほうへ顔が向く。見えたのは、いままで頑かたくなに開かなかったドアがゆっくりと開いていくところだった。

　ドアは開いたきり、それ以上の変化はなかった。誰だれかが入ってくる様子もない。人の気配もない。ドアの向こうに見えるのは薄うす暗ぐらい通路だ。

　探索の途中で見つけた懐かい中ちゆう電灯を手に、岸田博士はドアへおそるおそる近づく。廊下の左右を見回すが、薄暗い通路以外なにも見えなかった。

「い、行ってみようではないか。うむ、私だってこれくらいのことは」

　己を鼓こ舞ぶし通路を歩き出す。途中にいくつもあったドアや窓はどれ一つとして微動だにしない。

　やがて廊下の突き当たりにたどり着いた。突き当たりのドアが開かなければ、いま来た道を引き返すことになる。

　そっとドアを押すと、軋みながらも開いた。赤い光が奥から差し込んでくる。グラキエスの赤い光に似ていた。

　慌あわててドアを閉めようとするが、今度はびくともせず閉じることはできなかった。しかしグラキエスが襲おそってくる気配はない。

　あらためて中を覗のぞくと、人工の建物はそこで途切れて、広い岩がむき出しの空間が現れる。赤い輝かがやきを放つモノは、その空間の中央にあった。

　そのモノを見て岸田博士は絶句した。そしてすべてに合が点てんがいった。目覚めた研究室で見た様々なものだ。セルゲイ・イヴァノフの研究、蛟と書かれた標本ケース、勇次郎の筆跡。

　それらが目の前にある異様なものの正体を物語っていた。そしてその目的も理解できてしまった。

「わ、私のせい、なのか……」

　二十年前、自分が世界に流してしまったゼロファイル。

　真まな目め家けはゼロファイルからセルゲイ・イヴァノフを追い、峰みね島しま勇ゆうを発見する。その天才を見みい出だした真目不ふ坐ざは無名だった峰島勇に潤じゆん沢たくな資金と施設を与え、結果的に見返りとして峰島勇ゆう次じ郎ろうの様々な発明と発見の恩恵を享きよう受じゆした。

　──勇君！　き、君、人体実験をしたっていうのは本当か!?

　──なぜ怒おこる？

　──なぜって？　あたりまえだろう！　モラルの問題だ！　スポンサーのせいか？　資金提供の交換条件なのか？

　──いや、私の意志だ。

　──そ、そんな……。いや、いい。勇君、君は変わってしまったのだな。

　──私は何も変わっていないよ。今も昔も己の探究心に率直なだけだ。

　その言葉に噓うそはなかったのだろう。勇次郎は今も昔もただ真しん摯しに真実の探求者だ。だが、勇次郎本人は気づかなくとも、岸きし田だ博士には一つだけ断言できることがある。あることを境にたしかに彼は変わったのだ。

　論理でしかなかった、脳の黒点、その生ける標本を見つけたときに。

　──これは【天国の門ヘブンズ・ゲート】。完成したよ。理想的な被験体が手に入ったんだ。あはは、面おも白しろいね君は。それではまるで自殺幇ほう助じよだ。そんなものではないよ。これは世界のハードウェアに触れるものだ。

　そして真目不坐と峰島勇次郎の蜜みつ月げつは十二年前に終わりを告げ、峰島勇次郎は強大な後ろ盾だてを失った。

　だが八年の歳月は峰島勇次郎をマッドサイエンティストの代名詞に変えるのに充分な時間だった。

　真目家の庇ひ護ごがなくても、勇次郎の発明を求める欲望は国家思想人種を軽々と超え、金と力が集まってきた。

　その欲望渦巻く風の中心で、まるで台風の目の中にいるかのように勇次郎は翻ほん弄ろうされることなく一人悠ゆう々ゆうと立っていた。己が生み出す奔ほん流りゆうに吞のまれていく人々を横目に、常に彼は気ままに自由だった。

　世界を一変させた狂える天才、峰島勇次郎。

　しかし初めて会った頃ころから、岸田博士の中にいる勇次郎はある一点において変わらない。それがたとえ四半世紀前の記き憶おくだとしても、今でも変わらない。

　町外れの一軒家。古い木造の家の二階の書斎にあるのは膨ぼう大だいな紙と旧式のコンピュータ。

ブラウン管のモニターが映し出す緑色のデータ、明滅するカーソル。

　峰島勇次郎は陽の光を好み、木の机と紙と鉛筆を愛した。窓際に置かれた机に座り、陽光を背にした逆光の中に浮かび上がるシルエット。

　──そうだね、岸きし田だ君。君になら話してもいいかな。私のライフワークになるであろう研究について。私は脳の黒点と名づけようと思うんだが。

　彼は、峰みね島しま勇ゆう次じ郎ろうはただ純粋に純じゆん朴ぼくに天才だった。

　パンドラの箱を開けてしまったのは自分なのだろうか？

「比ひ良ら見みの実験も、ここのＩＦＣも……勇次郎君、君は……まだ研究を続けているのか？　人類を滅ぼしても、わが子を、由ゆ宇う君を犠ぎ牲せいにしても、君の探究心を止めることなど、できはしないのか？」

　立ち尽くした岸田博士の顔が赤く照らされる。光の源はグラキエスだ。しかしはたして目の前のそれはグラキエスと呼んでいいのだろうか。

　左右対称の二つの歪いびつな半球、表面を形作る複雑な皺しわ、それはまるで人の脳のように見えた。







　　　あとがき




　こんにちは、葉は山やま透とおるです。

『９Ｓ』のあとがきを書くのは二年半ぶりです。ずっと書き続けてはいたのですが、なかなか納得のいく展開が書けずお待たせしてしまってすみませんでした。

　待っていてくださって本当にありがとうございます。

　おかげでさまで、ⅩⅠ巻は納得のいく展開にできました。

　パンドラの箱を開けたのは誰だれだ。……彼でしたね！

　次巻では意外なあの人やあの人？　が再登場します。

　電でん撃げき文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥで予告掲載された一章を読まれた方も、一章をとばさず、最初から読んでくださいませ。何ヶ所か変えたので、二章から読むとあれ？　と思う部分が出てくると思います。二度手間で申し訳ありませんが、掲載時より、よりパワーアップしているはず。




　さて私の近況ですが、電撃文庫のお兄さん的な、少し大人向けレーベルであるメディアワークス文庫で、昨年から『０能者ミナト』というシリーズを始めました。

　おかげさまでご好評をいただき、現在は３巻まで出ています。コミカライズもされていて、そちらもすばらしいです。

　根底には『９Ｓ』と同じノリが流れているので、興味のある方は、ぜひ書店で手に取ってみてください。イケメンだけれど性格が悪そうな男が目印です。

　さらに他社のお話で恐縮ですが、『９Ｓ』のイラストレーターさんである増ます田だメグミさんと初めて一いつ緒しよにお仕事をさせていただいた、ビーズログ文庫から発売されている『ファルティマの夜想曲』がタイ語に翻ほん訳やくされることになりました。

　ヒットしている『９Ｓ』は、台湾や韓国での翻訳出版と縁があったのですが、タイからの出版依い頼らい、しかも私の少女小説、というのは意外だったので少々驚おどろきました。

　外国語になった本は自分の書いた本なのに不思議な感じがします。台湾版はまだなんとなく漢字から察したりできますが、ハングルやタイ語となると、まったく読めません。自分の本なのに何がなにやら。しかし、イラストは言語を軽々と超えます。そういうとき、絵や音楽のアーティストさんを本当にうらやましく思います。

『９Ｓ』は台湾と韓国で。『ファルティマ』はタイで。増田さんのイラストが店頭に並ぶのかと思うと私もとてもうれしいです。

　今回も、厳しいスケジュールの中ですばらしいイラストを描いてくださった増田メグミさん、ありがとうございます。







　仕事から離はなれた近況報告としては、最近、山登りにはまっています。

　忙しくて頻ひん繁ぱんには行けないのですが、高い山は夏しか登れないので、去年は三回北アルプスに行ってきました。

　しかし山登りをすると、つくづく毎日机にはりついている自分の体力のなさを実感します。

　年配の方は、自分達より若い人がうしろから登ってくると「特急が通ります」と言って道を譲ゆずって下さるのですが、はたして道を譲られた私は、なぜかその後追い越されます。さらに「大だい丈じよう夫ぶですか？」「お怪け我がでも？」と心配される始末。「大丈夫です、これが私のペースなので」とぜえぜえ息も絶え絶えになんとか頂上へ。登っている最中に「なんでこんなことやってるんだろう」と思うのもお約束。

　山頂では三百六十度すべて絶景のときもあれば、真っ白なガスでなんにも見えないときもあります。すべて期待通り予定通りとはいきません。でも無事に下山したときは、良かったとほっと胸をなでおろし、また行きたいなと思える。

　若輩者が生意気言うようですが、登山を人生にたとえる人が多いのがなんとなく解る今日この頃です。




　五巻のあとがきで、『９Ｓ』を登山にたとえました。山頂からの絶景を一いつ緒しよに見ていただきたいと。今、山登りを実際に始めて、登山は下山も難しいのだということを学びました。

『９Ｓ』という山を、険しくも美しいルートで登って、無事に下山して、次の山に向かいたい。大げさに聞こえるかもしれませんが、今の私の人生の目標です。

　再始動した『９Ｓ』をこれからもよろしくお願いいたします。





２０１２年　１月　　　葉は山やま　透とおる









[image: ]







葉は山やま 透とおる

神奈川県在住。海と山が好き。写真は唐松岳から見た剣岳。やっぱり剣はかっこいい。見るだけではなく、いつかは登ってみたいものです。

http://blog.livedoor.jp/lafinet/
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増ます田だメグミ

兵庫県在住。多方面で活躍中のイラストレーター。主な作品に『風の王国』シリーズ（コバルト文庫）、『猫かぶり嬢とにわか貴公子』シリーズ（ビーズログ文庫）など。
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